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序文

1994年に構内再開発に伴い、熊本大学埋蔵文化財調査委員会・埋蔵文化財調査室が置かれて以来、

およそ17年が経過した。この間、埋蔵文化財調査室は、運営基盤管理部施設担当（旧施設部）をはじ

め大学各学部および執行部の協力を得て、構内再開発に先立ち529件 (2010年度調査まで）に及ぶ発

掘調査・立会調査を実施してきた。これらの調査は、重要な考古学上の発見をもたらすとともに、構

内迫跡の保護意識の没透にも効果を発揮し、発足当時に比べれば学内諸機関の埋蔵文化財に関する理

解はずいぶん変化した。また、この間、埋蔵文化財調査の指禅を担当する部署も、熊本県教育委員会

文化課から熊本市観光文化交流局文化振興課へと代わった。これらの機関の皆様の協力も忘れてはな

らない。

昨年10月、埋蔵文化財調査室は学内共同教育研究施設・埋蔵文化財調査センターとして新たなス

タートを切った。これまで調査に携わられてきた室長をはじめとする埋蔵文化財調査室のスタッフの

皆様には感謝申し上げたい。今後は、埋蔵文化財の調査業務をこれまで通り堅実に行うことはもちろ

んであるが、職務における研究の比重はより増してゆくことになるであろう。構内辿跡に関する十分

な研究が行われ、その成果が調査の円滑化に寄与するとともに、保護・活用にも生かされることを望

む。

さて、本書は、埋蔵文化財調査室が実施してきた2003年～2009年までの発掘調査に関する報告11件

を収録している。それぞれ重要な成果が得られているが、これらの調査に共通するのは、大規模な面

積の調査ではなく、小規模な面積の調査や既存建造物による破壊を免れた部分での調査が大半を占め

るという点である。このため、立会調査から急きょ発掘調査に切り替えられた事例がほとんどである。

しかし、黒嬰北地区ボイラー室改修工事に伴う発掘調査で発見された古代住居址や埋葬址、医学部附

属病院内の医学部図書講義棟新営工事に伴う発掘調査で発見された古代の水田址、黒髪南地区の総合

研究棟共同溝設備工事に伴う発掘調査で確認された縄文時代の迪物包含層などにみるように、すでに

破壊されていたと予想された建物の地下やその周辺に良好な状態で埋蔵文化財が残存し、しかもそれ

らがこれまでの既往の調究では確認できなかった新知見であり、学術上きわめて重要な遣構・迫物群

であったことは重要である。このような断片的知見ではあるが、これらを積み重ね、紡いでいくこと

こそが、構内遺跡の全容を明らかにする上できわめて重要な姿勢と考える。今後とも、調査にあたっ

ては、開発規模の大小にかかわらず、細心の注意を払っていきたい。

これらの成果が、学術研究はもとより、地域の文化財の保護・活用に少しでも役立てば幸いである。

また、本学舎の立地する黒髪•本荘の地にこのような深淵の歴史が眠っていることを学生たちにも伝

え、彼らが古代びとのかすかな息吹を感じながら、歴史あるこの地で学ぶことを誇りに思い、文化財

や歴史を大切にする心を育んでくれればと願う。

平成24年3月26日

国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調査委員会

委員長伊東龍一



例 ―――口

1. 本報告書は、熊本大学再開発計画によって熊本大学敷地内において実施された各種建築工事に伴

い、熊本大学埋蔵文化財調査室（平成23年10月1日より「熊本大学埋蔵文化財調査センター」に

改組）が2003-2009年度に実施した発掘調査の一部に関するものである。

2. 本書に収録した報告は、 2003-2009年度に埋蔵文化財調壺室が実施した発掘調査報告とそれに関

連する立会調査などの成果のうち、 11件の発掘調査に関する成果である。

3.上記調査地点の報告にあたっては、下記のように地区ごとに分けて報告する。

11章：黒髪北地区 0854調査地点． 0935調査地点

皿章：黒嬰南地区 0302調査地点． 0932調査地点． 0938調査地点

w章：本荘北地区 0426調査地点． 0622調査地点． 0707調査地点． 0814調究地点
v章：本荘中地区 0314調査地点

VI章：本荘南地区 0830調査地点

4. 以上の調査を実施した2003-2009年度の埋蔵文化財調査室の組織と調査体制は以下のとおりであ

る。

室 長：甲元前．之（文学部教授） （03~05年度）・木下尚子（文学部教授） （05~09年度）

調 査 貝：小畑弘己（文学部助教授）・大坪志子（文学部助手）

事務補佐員：坂元紀乃 (2003年度） •前田（村田）知型 (2004 ・ 2009年度）・中川木綿子 (2006~

2008年）

5.遣物番号は地区ごとに 1から番号を付けている。写真図版中の番号はこれに一致する。

6.本文は、小畑弘己、大坪志子が執筆した。

7.本書に使用した遣構実測図に関しては、小畑弘己、大坪志子をはじめとする調査に参加した熊本

大学考古学研究室学生、株式会社埋蔵文化財サポートシステムによるものである。

8. 本書に使用した遺物実測図は、江口路、古閑満代、末吉美紀、溜渕俊子、長谷智子、林田恵子、

増井弘子、山寄早苗、小畑、大坪が製作した。

9. 本書に使用した図版の製図は小畑、大坪、増井、鬼塚美枝、首藤優子が行った。

10. 迫構実測及び製図には手描による記録とともに遺跡調査汎用システム（カタタ Ver.3ーアーケオ

テクノ社）、株式会社CUBICの逍跡実測支援システム「逍構くん」及び製図システム「トレー

ス3Dくん」を使用した。

11. 本書に使用した現場写真は小畑・大坪が、逍物写真は小山正子、末吉美紀がこれを撮影した。

12. 本書で使用した遣物観察表は、鬼塚、古閑、首藤、長谷、山脊、小畑、大坪が作成した。

13. 本書に掲載した出土辿物および記録類は、すべて熊本大学埋蔵文化財調査センターで保管してい

る。

14. 本書の編集は小畑、大坪が行った。
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I 構内逍跡と調査の概要

1.熊本大学敷地と構内遺跡の概要

熊本大学が保有する敷地は、熊本市内の黒髪地区・本荘地区・九品寺地区・大江地区・宇留毛地

区・京町地区・城東地区及び新南部地区の8区、市外の合津地区・阿蘇地区の2地区に分散しており、

それぞれ埋蔵文化財の包蔵地となっている（表l)。

法・文・教育・工学・理学部の校舎が設置されている黒匪地区は黒嬰町遥跡（熊本市埋蔵文化財地

図No.8-88)に含まれる。本遣跡は熊本市中心部のほぼ北東端に位置する立田山（標高151.6m)の

南西部の緩斜面が、西を坪井川の作る沖積面と南を白川河岸の低位段丘によって囲まれる東西900m、

南北1000mの遺跡群であり、縄文時代から歴史時代に至る遺構・遺物を包蔵している。遺跡発見の経

緯は昭和11年に遡り、大学に隣接する熊本県立中学済々學（現済々傑高校）の校庭から甕棺2基が発

見されたことに始まる。また昭和40年には隣接する九朴l女学院敷地においてやはり弥生時代中期の甕

棺や古墳時代の須恵器甑などが発見されるに至り、その重要性が認識されるに至った。黒愛町式土器

の指標遺跡である。このように弥生時代を中心とした追跡としての認識が高いが、 1983年に実施され

た済々傑高校内における新たな調査によって古代の竪穴住居址と土師器・須恵器・黒色土器などの関

連遺物が出土し、その中には「寺門」銘の墨書土器が含まれているなど古代飽田郡における拠点的な

性格をもった迪跡であることが予想された（「新熊本市史料編第 1巻考古資料」新熊本市史編築室

1996)。古代官道や駅伝制の研究上、文献で推定されていた延喜式にみる「養蚕駅」、旧飽田郡家の推

定地としても注目を集めてきた（木下1975・ 1995)が、近年ではこれまでの周辺迪跡での発掘成果お

よび文献資料の検討、そして本調査センターによる発掘成果を受けて、済々傑高校から本学黒髪地区

周辺が飽田郡司郡建部公の居所であり、飽田郡家として比定するなどの積極的な意見が展開されてい

る（鶴嶋1997)。このように、本迪跡は先史時代のみならず、古代律令制下の駅伝制を考える上でき

わめて重要なものである。本報告において黒髪北地区2地点、黒匪南地区3地点の発掘調査記録を収

録している。

表1 熊本大学敷地埋蔵文化財包蔵地指定一覧（アミ部分は本年度調査した地区を示す）

Na 地区名（学部名） 所在地 遺跡名称 遺跡の種類 遠跡の時代 備 考

黒嬰北地区（法・文・教・大教センター）熊本市黒髪2丁目40-1
黒髭町遺跡集落址

縄文・弥生・

黒斐東地区（教育学部附属特別支援学校）熊本市黒髪5丁目17-1 奈良•平安

2黒嬰南地区（エ・理） 熊本市黒挺2丁目39-1 黒髪町遺跡集落址
縄文・弥生・

奈良•平安

3京町地区（教育学部附属小・中学校）熊本市京町本丁5-12 京町台遺跡集落址 弥生・近世

4 城東地区（教育学部附属幼稚園） 熊本市城東5-9 熊本城址
城館址・熊本城

関連迫構
近世

5 教育学部新南部庭場 熊本市新南部居屋敷240-1新南部遺跡散布地 縄文・弥生

6 合津マリンステーション

7 本荘中地区（医学部）

8 本荘北地区（医学部附属病院）

9 本荘南地区（保健学科）

10薬学部

11大江地区

12宇留毛地区（職貝宿舎）

上天草市松島町大字合津

6061 
前島貝塚 集落址

熊本市本荘2丁目 2-1 本庄遺跡

熊本市本荘 1丁目 1-1 
本庄遺跡

（熊大病院
敷地遺跡）

熊本市九品寺4丁目24-1本庄遣跡

1995年度の調査
縄文・弥生 によって貝塚で

ないことが判明

縄文・弥生・

散布地・集落址奈良•平安・
中世

散布地・集落址
縄文・弥生・

．猫地
古瑣・奈良・
平安・近代

縄文・弥生・

散布地・集落址奈良•平安・周辺迫跡
中世

奈良•平安 周辺追跡

奈良•平安

弥生・奈良・

平安

熊本市大江本町5-1 大江遺跡群官術址

熊本市渡鹿4丁目 1-1 大江遺跡 集落址

熊本市黒髪7丁目
宇留毛神社
周辺遺跡群

散布地

ー
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I 構l勺逍跡と調在の概要

医学部附属病院および医学部がある本荘地区は、本庄遣跡（熊本大学病院敷地迪跡） （熊本市埋蔵

文化財地図No.8-95)を包括する。本遺跡は黒髪町辿跡と同じく熊本平野を形成する扇状地形の中央

を流れる白川の河岸堤防上に位置する遺跡であり、標高は13--12mである。附属病院の所在する白川

寄りの地点が標高が高く、南東部（医学部側）へと緩やかに傾斜する地勢である。敷地内を白川より

分岐した小河川が暗渠として流れており、古来この一帯は流道を変えながら幾本もの小河川が流れて

いた可能性が高い。『熊本市中央北地区文化財調査報告書」（熊本市教育委貝会1980)によれば、 1963

年ごろ本大学医学部附属病院の敷地内から須恵器、土師器、布目瓦片類が採集されており、遣跡の存

在が確実であるとされ、遣跡としての認定を受けている。しかし、その後本敷地内において学術的な

発掘調査は一度も実施されておらず、追跡の詳細な内容に関しては本調査センターにおける調査が実

施されるまで不明であった。しかし、先の報告の中では、東側に隣接する仙崇寺小松原墓地（現在の

小松原公園）内においても須恵器片が採集され、遺跡の包含地がより広いことが想定されていた。こ

の地区で最初に本格的な埋蔵文化財の調査が行われたのは、 1995年に道路を挟んで隣接する医学部敷

地内において計画されたRI総合センター遺伝子実験施設の建築に先立つ発掘調査である。この調査

によってより南側の地区まで良好な状態で遺跡の広がりを確認することができた。よって、遣跡の範

囲は東西500m、南北500mを越えるものと推定される。なお、本報告では本荘北地区（本大学附属病

院内）で実施した発掘調査の記録4件、本荘中地区（医学部） 1件を収録した。医学部保健学科の位

置する本荘南地区は、この遺跡の範囲に入る。本格的な発掘調査が実施されていなかったため、保育

園新築のための発掘調査を実施した。しかし、本地区のより西側の地域では立会調査において古代の

迪物包含層が確認されていたが、今回は明確な逍構を検出することはできなかった。同地区では本調

査1件を収録した。

薬学部が所在する薬学部地区は、大江遣跡群（熊本市埋蔵文化財地図No.8-93)の南西端に位龍す

る。また、本学大江総合運動場は本遣跡群の北東端に位罹している。地形は本庄迪跡とほぽ同じで、

白川河岸に隣接し、標高は13--20mである。本遣跡群は詫間郡家および渡鹿廃寺などの推定地を含む

熊本市内でも有数の大規模（東西1.8km、南北1.7km)かつ貴重な古代を中心とした遺跡群であり、

これまで60次にわたる調査が実施され、各種遺物を伴って、 8・9世紀代を中心とした古代竪穴住居

址群、掘立柱建物址、道路址、溝址などが検出されている（新熊本市史編纂室1996)。本学が実施し

た調査においては、大江総合運動公園整備に伴う調査によって古代関連の辿物・遣構群が発見された

他は、薬学部敷地の北西部において古代包含層の一部を確認しているにすぎない。薬学部敷地内にお

いては大規模な建替えが最近実施されたが、この際の試掘によって、構内の東側では追構や包含層は

存在せず、北西部に絞られる様相が明らかになってきた。

附属中学校・小学校の所在する京町地区は京町台遣跡群（熊本市埋蔵文化財地図No.8-45)（東西

400m、南北350m)に包括され、同遣跡群内には熊本市立京陵中学校と熊本営林局も含まれる。本台

地は熊本平野の北部にある阿蘇4火砕流（凝灰岩）が形成した標高30--40mの平坦な台地であり、東

西両側はそれぞれ坪井川と井芹川が流れて急峻な崖地を形成している。この天然の要害ともいうべき

地の利を活かして台地の南端には熊本城が築かれており、周辺の台地上には武家屋敷が築かれていた。

本遺跡における発掘調査の嘴矢は、 1966年、営林署内の宿舎改築工事の際、迪構は検出されなかった

が、重弧文をもつ弥生式土器、土師器、瓦器片が少量出土したことであり、現在では弥生時代遺跡と

して認定されている（熊本市文化財調査会1971)。これまでの発掘成果によると、構内の西側を中心

として弥生時代～近世の遺構・遺物が確認されている。

沿岸域環境科学教育研究センター附属合津マリンステーションの占地する合津地区は、熊本県上天
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2.調査に至る経緯

草市松島町合津に所在する。遺跡は本地区のある松島の南西部端、標高12mの丘陵端部に位置する。

この松島を含めた一帯は有明海から不知火海へ抜ける海上交通の要衝にあたり、天草で唯一の形象埴

輪を出土したカミノハナ古墳群や長沙連古墳、大戸鼻古墳群など重要な古墳が密集しているように、

古来より重要な拠点として意識されていたところでもある。また、縄文時代にはカルワ島追跡や柳追

跡のように海岸部や海底に位置する遺跡群が数多く発見されている。沿岸域環境科学教育研究セン

ター附属合津マリンステーションは、 1956年に天草で始めて発見された縄文時代遺跡として著名な前

島貝塚（熊本県迪跡地図57-013) とその東部にある梅殿古墳（同014)の隣接地にあたり、同貝塚の

広がりが合津マリンステーション敷地内に残存する可能性も大きく、古墳関連の遺構の存在も予想さ

れるような位置にある（熊本県教育委員会1968)。実際、 1996年に合津マリンステーションの北部丘

陵斜面にある宿舎が建設された際、建設業者によって7本の石斧が発見されているし、合津マリンス

テーションの船着場南側の海岸では本学考古学研究室の学生諸氏によって縄文時代早期～前期を中心

とした土器や石器が採集されている。よって合津マリンステーション内とその周辺は縄文時代の遣

跡・遺構が存在する可能性がきわめて高いところとして周知されていたところであった。本地区にお

いては、 1995年に合津マリンステーション改築工事に伴う発掘調査によって、前島貝塚が貝塚ではな

く、本丘陵上には縄文時代早期の退物包含層や迫構群が存在することが明らかになった（熊本大学埋

蔵文化財調査室1996・小畑2001)。

2.調査に至る経緯

熊本大学の校地は先に示したように8地区に分散しており、どの校地も狭陸化してきているため、

かねてから校地の移転などが議論されてきた。昭和60年に当時の熊本県知事から校地移転を検討する

旨の申し出があり、その件について学内で議論され、本荘地区の医学部・附属病院を除き他の地区は

現地再開発が決定された。本荘地区も平成5年に現地再開発することが決定されたので、全学が現地

再開発で取り組むこととなった。その後それぞれの地区での再開発構想が検討され、基本的な計画が

出来上がった地区から文教施設費を概算要求し、それらが認められたところから再開発事業が始まっ

た。一方、黒髪地区などにおいては、従来から建設工事などによって古代や先史時代の遺物が発見さ

れていたにもかかわらず、埋蔵文化財包蔵地としては周知されていなかった。

平成5年10月から黒髪南地区において総合情報基盤センターの建設工事が始まったところ、熊本市

教育委員会文化課から工事前に埋蔵文化財の発掘調査が必要である旨の連絡があり、同課へ出向き確

認したところ、平成5年4月1日から熊本市文化財保護審議会において黒愛地区などが埋蔵文化財の

包蔵地として追加指定されていることが判明した。そこで大学が計画している建設工事の予定地に係

わる試掘調査の届を同課に提出して、調査を依頼した。試掘調査の結果では、ほとんどの建設工事に

先立ち発掘調査が必要であるということになった。

今後の発掘調査について同課に相談したところ、以下のような回答があった。

①国の機関（大学等）は考古学研究室などがあって専門のスタッフを擁していることでもあり、熊

本大学においてもそのような機関を設け、そこが実施機関として発掘調査を担当願いたい。

②熊本市が平成6年度発掘調究の依頼を受けたとしても、それを実施する場合、既に他の発掘調査

予定が半年分はあるので、急いでも 9月または10月頃から調査を始めることとなる。

以上のことから、熊本大学の再開発事業には事前の試掘および発掘調査を行うことが必須条件であ

り、そのためには大学独自の調査組織を早急に設けることが必要となった。まずは発掘調査組織の中
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I 構内遺跡と調査の概要

心となってもらうべく、文学部考古学研究室に協力を依頼し、このことについて承諾を得た後、急ぎ

委員会などの組織作りを行い・、責任体制を確立するための作業が始められた。本学の状況および他大

学に既に設置されている同種組織の内容を勘案しながら検討した結果、熊本大学埋蔵文化財調査委員

会（以下「調査委員会」と略する）を設けることとなった。また、この調査委員会の下に熊本大学埋

蔵文化財調査室（以下「調査室」と略する）を懺き、発掘調査の実務を担当することとした。

平成6年4月7日をもって熊本大学埋蔵文化財委員会規則が定められ、調査委員会が設置され、委

員会内に調査室が置かれ、平成6年5月16日、委員会委員の委嘱、調査室長および調査員・事務補佐

員が就任し、正式に調査室業務が始動した。調査室発足後は、文学部考古学研究室の甲元鍍之教授を

はじめとしたスタッフの多大なる協力のもと平成6年度建設予定地の調査を中心に発掘調査が実施さ

れた。以下の経緯については「熊本大学埋蔵文化財調査室年報」を参照されたい。

3. これまでの調査と本書収録の遺跡

以後平成23年3月末日現在まで、再開発計画に則り行われた事業の事前調査として、表2のような

調査が実施されてきた。本書はこの中から2003.......2009（一部）年度に実施した発掘調査の成果を報告

する。試掘・立会調査などについては年報において既報告であるので、本書からは除外した。

2003年度は黒髭南地区において総合研究棟共同溝設備工事に伴う発掘調査 (0302調査地点）と本荘

中地区において医学部B棟• E棟． RI・旧動物舎取壊工事に伴う発掘調査 (0314調査地点）、 2004

年度は本荘北地区において防火水槽取設工事に伴う発掘調査 (0426調査地点）が実施された。さらに

本荘北地区においては2006年度に基幹・環境整備（西側駐車場等）工事に伴う発掘調査 (0622調査地

点）、 2007年度には医学部図書講義棟新営工事に伴う発掘調査 (0707調査地点）、 2008年度には東病棟

新営工事に伴う発掘調査 (0814調査地点）が実施された。ほかに2008年度に実施された調査としては、

黒髪北地区での北地区ボイラー室改修工事に伴う発掘調査 (0854調査地点）、本荘南地区でのこばと

保育園新営機械設備工事（変更2)に伴う発掘調査 (0830調査地点）がある。 2009年度は、黒髪北地

区で体育館改修電気設備工事に伴う発掘調査 (0935調査地点）、黒髪南地区で旧図書館工学部分室他

改修工事に伴う発掘調査 (0932調査地点）およびエコロジーシステム実験室接地工事に伴う発掘調査

(0938調査地点）が実施された。本報告では、 2003----2009年度に実施した、黒髪北地区2件、黒髪南

地区3件、本荘北地区4件、本荘中地区 l件、本荘南地区 1件の計11件の発掘調査の報告を掲載した。
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3. これまでの調査と本害収録の遺跡

表2 既往調査地点と本書収録調査地点一覧表

1匹度

94 ・ 4 ・ 15~17 叫01 （煤北）運動場整備（照明塔建設）工m 発掘潤究 128,n 古代 itfit:I・・糾iit.“i見g岱 年報 l

9-t ・ 4 ・ 21 9402 （焦北・南）基幹整情（教行学部エレペーター室取設） ：rnI 発掘関充 47.5n1 現代 ガラス・磁器片 年報l

94・4・25 94D.'3 (：I.＼北・市）地区基幹整伯（工学部エレペーター室取設）エ巾 発掘潤忙 48ni a含屈確認．：t：器片 年報 l

94・5・13-14 引04 （開北）福利柏設建設予定地の樹木移梢 ＼．1．会潤充 3()“ 古代 年報 l

9'1 • 5 ・ 17~ 9105 （京町）附属中学校弁者建設工巾 発掘調在 4(X)Irl 弥生・近 IIt 縄文 •I：器弥IItt器・須恵器•土 木報告 I
6 ・ 2S 師器・近IIt悶磁器・砥石・鉗銭・

瓦・ガラス瓶

94 ・ 5 ・ 20/23/24 9406 （黙北）武夫原運動場整情（染水枡埋設） Im  兌掘調在 l(JOni 古代 年報 I

9-1 ・ 5 ・ 23- 9407 （黒北）褐利施設建設T1t 梵掘汎代 1,290m 古代 本報告 I

7 ・ 28 

9-1 ・ 8 ・ I~ 9108 （渡梶）グランド集水枡整情工巾 発掘閾ft •10..I m 古代 :I：師器 本報告 I

8 ・ 10 立会閃1i:

9-1 ・ 8 ・ ll 9409 （黒北）武夫原器具鼎新営1州・外灯基礎1:.'Jl .v.．会関在 23.41d 包含層に遠せず遺情なし．土師器 年報 l
/¥・ 

94 ・ 8 ・ 12 9-110 （京町）附属中学校電気引き込み配線工1! 立会潤充 13ni 遺構・遺物なし 年報 1

94・8・22 引II （黒北）基幹整憐（附属図舟館スロープ取設）エ巾 屯会潟ft 25.5nt a含府に達せず．遺惧・遺物なし 年報 l

釘 •9 ・ 12- 9412 （黒市）工学部実験棟新営r.1t 兌掘凸ft 7•13.6川古代 古代竪穴住屈址．古代ー＿1:師器・須 本報告 I
JO・ 31 思器・ 1£ • :1:製I'!)・鉄器・縄文土

沿

91. 1 1. 14 ~ 9413 （渡鹿）グランド整代i:r．巾 発捉関介． ⑳ 1rl 縄文・11ift 占代竪穴化I/;址道路址．古代土 本報告 I

12 ・ 22 師器・須恵諾 布fl瓦・砥石・鉄
岱・縄文＿l：器・石器

95 ・I・ 17-21 94)•1 （開北）福利施設設伯上事 、［会』牡 169ni 遺構・遺物なし 年報 l

95・1・9-11. 9415 （黒南）工学部共同溝．t事 :l会』介 50爪 遺情遺物なし 年椛 l
l ・ 26~2 ・ I 

95・2・27 9416 （城東）附属幼椎団排水管敷設」：mit:r.m り．l.会濁ft 129.7ni 遺捐辺物なし 年報1

95 • 3 • 15~23 9417 （思南）福利施設設憐：r．m

1995年度

95 • 4 • 25-5 ・ 2 9501 （黙南）工学部研究実験棟新営 1期共I司溝建設工m 発掘関介 90rrl ，り代～近 tit 古代竪穴住,,,}址 •tt穴・溝．縄文 本報告 I
後期＿l：器片・古代土師器・須恵器

95 ・ 5 ・ 9~10 9502 （黒南）工学部附屈工学恨器七ンタ一新常J..Alt 試掘，悶充 20ば占代 包含層確認・古代l：師器・須恵器 年報2

95 5 15-16 9503 （n¥南）工学部RI研究実験棟建設及び店礎拙削 試掘溝ft 20rrl 古代 染石．古代土師器・須恵器 年報2

95 5 29/30 9504~06 （焦if.i）工学部研究実験棟新背電気設佃（その2)に伴う店 立会潤fi: :J8rrl 遺構・遺物なし 年雑2

・ 6 ・ 21 圧ケープル埋設

95 ・ 8 ・ 21 (,9,＼南）工学部通侑設備埋設 立会調充 14ni 遺構・遺物なし 年報2

95・8・22 9508 （黙南）事務局前外灯配線改9苓 v．会潤査 IOni 遺構・遺物なし 年報2

95 ・ 9 ・ 8~ 9509 （合津）理学部附属臨海実験所実験棟改築．T邪 発掘岡充 298nt 縄文 集石，縄文!I’・期土器・石岱 年報2

10 ・ 12 

95 ・II・ 2 9510 （黒Jlj)工学部研究実験棟新常 1期に伴うガス配管 立会調究 占代 古代位含柑確批．・古代土器片 年報2

95 • 11 • 6~8 95ll （本荘南）医学部RI総合センター遺伝f実験施設建設及び試掘潤ft 200Ili 古代 古代包含層確認・堅9¥：（trp;.Jtl:.古 年報2
外溝切り替え it _11Mii8. ili見U器

95 ・II・ 13~16 9512 （黙ffl)］：学部研究実験棟新営 1期に伴う排水枡設1ft 発掘品11t 6()rrl 古代 古代竪穴住屈・址・ tl：穴．伍含/ij. 本報告 I
縄文後期土器Jヤ・古代上師器・須
忠器

95 ・II・ 17 9513 （黒南）工学部研究実験棟新営 1期に伴う外溝 ¥°/.．会閥充 遺構・遺物なし 年報2

95 • 11 • 17 9514 （黙南）工学部研究実験棟新営 1期に伴う外溝 J'f.会調充 古代 古代土師器・須恵器片 年報2

95 ・ 11 ・ 21 ~22 9503 （懇南）工学部RI研究実験棟建設に伴う基礎掘削 立会濶ft 占代 古代．十．師器・須患器 年報2

95・11・22 9515 （黒南）工学部研究実験棟新営 1期に伴う外溝 立会社11f. 占代 包含層確此古代七師器 年報2

95 ・ II・ 24 9511 （本荘南）医学部RI総合七ンター遺伝子実験梅設建設―1:m 立会岡ft 一部包含層確品・遺構・遺物なし 年報2

95 II 28~29 9516 （黒南）工学部研究実験棟新営 I期に伴う外溝 発掲関介 72ni 縄文～古代包含層・柱穴．縄文：l：器片・古代 本報ftI 
l：師器

95 12 ・ 1 9511 （本荘南）医学部RI総合センター遺伝子実験抱設廷設に伴 :..-1.．会濶企 包含陪確認・道構・遺物なし 年報2
う外溝切替

95 ・ 12 4 9517 （本荘市）医学部RI総合七ンター遺伝―f・実験柏設に伴う樹 、•L 会ぶft 辺構・遺物なし 年報2

木移偵

95 12 ・ 5 9518 （黒南） T．学部RI研究実験棟建設に伴う外溝l'邪 立会、釘在 1(）出 遺構・遺物なし 年報2

95 l2 l2~ l4 9519 （黒内）工学部研究実験棟新営 1期に伴うガス配脊 立会潤忙 1りft Jifttt穴・溝．古代：l：師器・須恵 年報2
器

95 ・ 12 ・ 18 9520 （黒北）教梵部前道路改9E 、．f．会、4月企 l01rl 遺捐・遺物なし 年報2

95 12 ・ 25- 9511 （本オ［南）医学部 RI 稔合センター遺伝—-f・実験狛設述設 兌掘、9月1f:. 976.9nt 縄文・古代古代竪穴住居址 掘立柱述物• 本報告）

96 2・22 溝道路・方形竪穴遺捐・：I:墟．
縄文：i:器・石器・古代土師器・須
息器・鉄器

96 3 ・ I 9521 (f1.！南）工学部校舎新常 試掘ぶft 弥4:. 弥'1:1••塙・ピット．弥11:111期土器 年報2

96 3 8 9522 （黒北）文法学部•第丘高等学校記念館庭団H杖Im 立会図在 ,fi it 位含層確品・古代1：師器 年報2

96 ・ 3 ・ 21 9523 ¥'城束）教f学部附属幼稚1引水遊び場反足洗い場設憐寄附受 立会沿ff. 遺情・遺物なし 年報2

入

96 3 ・ 25-26 9524 （京町）教打学部附属小学校給排水竹取杵エ1i ．`f．会戊代 27.6ni 遺捐・遺物なし 年報2

1996年度

96 ・・I・ 19 9601 （本荘北）医学部校含建設 試掘濁行 :i.1面古代 古代包含層•清．古代：t：師器・須 本報作I¥f

患器

96・5・10 9602 （黒北）法文学部記念植樹 立会潤究 I 1rl 遺情・遺物なし 年報3

96 ・ 5 ・ 10~ 9603 （黒南）工学部校舎建設 発掘潤ft 1(X)Orrl 縄文・弥tk・縄文後期包含層・古代竪穴住I}； 本報告IV
6 ・ 24 古代 址·溝．掘．v.柱建物・：I•舟貨．柱穴．

縄文後期1：器・弥生中期：l：器・古
代1：師器・須忠器・鉄器・瓦
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構内追跡と調究の概要

96 ・ 5 ・ 13 

96・5・14 

96 • 5 ・ 15 

96 ・ 6 • 17 
96 • 6 • 19 

96 • 8 ・ 5 

96 ・ 8 ・ 6~9 

96 • 8 ・ 22~27 

96 ・ 8 • 29~30 

96 • 9 • 6 

96 • 10 • !~9 

96・10・11~ 
97 ・I・ 17 

96 ・ 10 • 21~29 

96 ・ 11 • 12~ 13 

96 ・ 11 ・ 12 

96 ・ 12 ・ 18 

9i • 3 • 3~31 
97. 3. 7 

1997年虞

9i ・ 4 • 8 

97 ・ 5 ・ 7 

9i・5・28 

97 ・ 7 ・ 28~ 
11 ・ 4 

97 ・ 10 ・ 29 

97・10・22 

97・11・11~ 
98 ・ 3 ・ 31 

98 ・ 1 ・双）～
2 ・ 12 

98 ・ 2 ・ :i~ 
2 • 13 

1998年度

98 ・ 4 ・ 14 

98 ・ 6 ・ 26~ 
7・2 

98 ・ 7 ・ 6 

98 ・ 7 • 13 

98 • 7 • 28~ 
9 • 10 

98 ・ 9 • 21~22 

98 ・ 9 • 25~ 
11 • 6 

98・9・28 

98・9・29 

98・9・30 

98 • 10 ・ 6 

98 • 10 ・ 28~ 
11 ・ 20 

98・11・2 

郎・ 12・ 14~ 
12 ・ 18 

郎・ 12・ 16 

郎・ 12• 17~ 
99 ・I・ 10 

99 ・ 1 ・ 12 

99 ・ I・ 21~ 
3 • 25 

99 ・ 2 • 2 
99・2・10 

細

細

細

細

細

細

蜘

9601 

9601 

9610 

9601 

9601 

9601 

9601 

9611 

9612 

9613 

9614 

（黒北）教村学部ATMネットワーク付設T罪 立会関査

（京町）教打学部附属小学校ATMネットワーク付股工事 立会図査

（大江）薬学部ATMネットワーク付設工事 立会閲在

（黙北）法文学部外灯設骰工事 立会調査

（黙lli)工学部RI実験棟配線工事 立会謂充

（焦北）入試保管庫建設工事（試掘） 発掘図査

（本荘北）医学部校舎建設に伴う樹木移梢・貯水槽建設工事 発掘潤査

(I ・ 2 ・ 3区）

（本荘北）医学部校合建設に伴う切り替え道路建設 (4区） 発掘岡査

（本荘北）医学部校舎建設に伴う切り持え道路建設 (5区） 発掘図査

（開北）教焚部夏目漱石像建立 試揺潤査

（本荘北）医学部校舎建設に伴う排水管切り替え工事 (6区） 発掲潤査

（本荘北）医学部校舎本体工事（本図査区）

（黙itl)工学部外灯付設工事

（黙山）工学部電線埋設工事

（黙w)工学部研究実験棟II新営機械設情工・m
（焦市）工学部衝撃エネルギー実験所火薬旗取設工事

発掘図企

（本荘北）医学部校舎建設に伴う排水管切り枠え工事 (7. 発抱潤査
8・9区）

（本荘北）医学部校舎建設に伴う排水管切り替え工事 (IO区） 発揺関充

立会閃査

立会関企

立会閃企

立会関査

認21rl iifl: 

9rrl 

l旧．3rrl 古代

遺構・遺物なし

近代磁器

遣構・遺物なし

4出古代 一部包含層確認．古代須恵器

21』rl 遺捐・遺物なし

41rl 遺構・遺物なし

45.71rl 古項・古代 古旧時代前期竪穴住屈址・古代竪
穴｛訊I}址． iり項時代．i：師器・古代
土師器・須恵器

竪穴住居址．柱穴．古代土師器・
須恵器

匠址．古代上師器・須患岱

遺構・遺物なし

古代道路・竪穴住居址．古代土師

器・須恵器

16861rl 縄文・古tn・ 縄文包含層・古項土墟・古代道
古代 路・竪穴住居址・掘立柱建物・土

墟・近代g地．縄文後期±器・古
m／古代土師器・須恵器・鉄器・
石器

古代竪穴住店址．冠．古代土師

器・須．恵器

古代竪穴住屈址．古ft:1：師器・須
思器

遺構・遺物なし

遺情・遺物なし

遺情・遺物なし

遺構・遺物なし

40rrl 近代

14rrl 

37.4m 古代

62.5m 古代

21.8n1 古代

0.4rrl 

74.8rrl 

l75rrl 

l09rrl 

年根3

年報3

年報3

年報3

年報3

年報3

本報告IV

本報告w

本親告w
年骰3

本報告I¥'

本報告IV

＊報告IV

本報告IV

年報3

年殺3

年報3

年報3

9701 

9702 

9703 

9704 

9705 

9706 

9707 

9708 

9709 

（本荘市）医学部情報リテラシー教行施設電気設債その他の 立会潤査

改作工事

（黙市）理学部ヘリウム棟増築・ヘリウム管埋設工事

（本荘北）医学部外米臨床研究棟血液製剤管理室取設工事

（焦南）工学部校舎新営工事

（京町）教介学部附属中学校女性立9象建立

（黙北）法文学部龍南健児像建立

（本荘北）医学部基礎研究棟屋外配線工事

（焦北）法・文・教有学部外灯設侃増股：r．事

（焦南）管財係駄髪6サ宿舎取り壊し工m

立会関在

試掘関充

発掘調査

立会調充

立会調査

立会関究

立会糾査

立会調企

21 rrl 

126.6rd 

4rd 

1783.3rd 

2.6m 

1.2m 

37(）出

一部包含層を確認・遺構なし．古

代士器片

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

弥生・古代・弥生時代甕棺店・古代竪穴fl：居
近恨 址・溝．掘立柱建物・柱穴・近世

硲弥生II1期甕棺・土師器・鉄

器・古代須恵器・近批困磁器

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

古代・近代 近代姑地・古代1：坑． t.I：穴，甕．
人什・:店li等・ 1!i代土器

溝61.91rl 古代

116面古代 一部包含附を確認・遺構なし． It1
耗した古代」：器

年報4

年報4

年報4

年報4

年報4

年報4

年報4

年報4

年報4

9邸

9801 

9801 

9809 

9801 

9803 

9802 

9805 

9806 

9807 

9808 

9807 

9801 

9810 

9802 

9805 

9811 

9810 

9802 

9802 

（黙lt-i)工学部校舎建設に伴う排水管採去工事

（本荘南）医学部エイズ学研究センター・動物沢源開発セン

ター新営支陵配管替工事

（本荘iり）同樹木伐採工事

（黙lli)工学部3号館電気設営工事

（本荘南）医学部エイズ学研究センター・動物資源開発セン

ター新営工事

（開北）文化部室取設工事に伴う樹木移植工事

（黒北）文化部室取背設その他の工事

（本荘北）大学病院病棟新営工事

（本荘北）大学病院中央診療棟新営工事

（開北）文化部室新営排水管敷設工事

（本荘北）大学病院病棟新営に伴う支ぽ配管杵：cm

（聞市）工学郎実験室新設工事

（懇市）理学部自然科学等総合実験棟新営工m

（黙北）環境整慌事業に伴う文化郎室解体

（馬北）環坑整慌事業に伴う建築工事

立会関究

立会閲充

立会潤査

立会関査

発掘紺査

立会図査

発捉閲充

試掘潤査

試批図査

（本荘北）大学病院薬剤部注射息者毎セット支給室等取設工 試抱潤査

事

（黒市）工学部1・ 9号館電気埋設工事

（本荘北）大学病院薬剤部注射息者毎セット支給堅等取設工

事

立会岡査

発掘潤査

医学部エイズ学研究センター・動物資源開発研究センター関 発掘濶企

連図杏館解体工事

（黙巾）理学部自然科学等総合実験棟新営支ぽ配管杵工m 立会汎査

立会閃査

立会図査

試視刃在

発掘潤査

立会関充

立会閲充

1(）m 
2.41rl 古代

遺構・遺物なし

3rrl 古代 遺物包含層を確認

972出 縄文・古代・竪穴住居址．掘立柱建物・溝・ ± 
近枇 坑

遺物・遺構なし

縄文・弥生・縄文土器・弥生土器·石器等•土
近世 墟・溝・縄文・弥生遺物包含柑確

認

古Jtt.古代土諾
河成砂礫層を検出．遺構・遺物な

し

遺物包含層・ ft穴検Ill.古代土器
Jヤ

遺構面に達せず．遺物なし

縄文土器・石錢等

古代竪穴住／凸址•土墟・溝・近代
溝
削平のためfI：{£せず

9rrl 

575rrl 

10rr{ 古旧・古代

5rr{ 

2rrl 古代

30rrl 

l 75rrl 古代

139rrl 

祁m 古代

35m 古代
333Id 古代

掘削により遺構なし

遺構・遺物認められず

遺物包含柑 ・U穴検Ill．占代土器
片

遺構面確認・遺捐・遺物はなし

竪穴住18址．古代土器片

14m 縄文後期 土器

l.098rrt 縄文・古代・縄文1：器・石倣等．古代竪穴住居
近代 址．柱穴・溝・近世溝

260rrl 遺情・遺物なし

40rrl 遺構面には遠せず．遺物なし

年報5

年報5

年報5

年報5

本報告v

年報5

本報告v

年報5

年報5

年報5

年報5

本報告v

本報告v

年報5

年報5

年報5

年報5

＊報告V

年報5

年報5
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3. これまでの調査と本害収録の遺跡

99 ・ 2 ・ 18 9802 （黙北）環境整情事深に伴う梢樹工m

99・2・9~ 9802 （煤北）環境整慌事業に伴う雹気配線工串
3・9 

99 ・ 3 ・ 11~12 9812 （大江）渡鹿団地東側プrlック塀改9;-l:m

立会訊I査 12.:{川

立会濶充 4m 

立会謂1f. 70ni 

地表下2mで弥生時代遺物包含層・ 年報5
遺構面を確認遺構・遺物なし

地表下90cmで水田士を検出．遺 年骰5
構・遺物なし

包含層・遺構面確認・遺構・遺物 年恨5

なし

99 ・ 3 ・ 10~31 9801 （本荘Jfl)医牛部エイズ学研究センター・動物資源開発研究立会潤在 57.5rrl 古代 ー一部包含柑・遺構面確認（ピッ 年報6
七ンター新営に係る配惰りJt9:r.Iド ト）・遺物なし

1999年度

99 • ・1 • 5~ 
8 • 31 

99 ・ 6 ・ 14~ 
7 ・ 14 

99 ・ 6・17

99 ・ 7 ・ 19126 

99 ・ 7 ・ 29~ 
7 ・ 30 

99 ・ 7 ・ 2~ 
8・7 

9901 （本荘北）病棟（紬）新営J'.“

9902 （本荘市）医学部．1'..イズ学研究センター・動物資源開発研究七 立会関査
センター新営冗設：I：事立会

9903 （黒内）工学部研究実験棟II-2-2新営工事に伴う梢樹立会 立会関査

9904 （本荘市）医学部．1'..イズ学研究センター・動物資源開発研究 立会潤査
センター新営基礎．．r．m.ヽ．f．会

9905 （凩w)自然科学研究科・理学部総合開究実験棟新営ガス設 立会調究
営叩F

9906 （訊南）自然科学研究科 •Jll！学部総介研究実験棟新営電気設 立会調充
営工事立会

99 ・ 9 ・ 22~ 9907 （黒南） ：r炉部実験用プレハプ新築l：事
10 ・ 5 

99・II• 24~ 9908 （黒東）附属贄護学校給食立増改築：［m
II・ 25 

00 ・ 2 ・ 14~ 
3 ・ 24 

00 ・I・ 25 

00 • 3 ・ 6~14 

00 ・ 3 ・ 14 

00 ・ 3 ・ 2 

00・3・16~!7 

2000年度

00 ・,t ・ 7 

(XI・ 4 ・ II 

00 ・ 4 ・ 17 

00・10・23 

CXI・ 10・30 

00・11・6~22 

00 • 11 • 22 

01 ・I・ 29 

発揺図査

発掘調1t !36.5nl 縄文前期～ビット群．縄文土器片出土 本報fiVI
晩期

試視関査 42rrl 近世以降 トレンチ2本設定して調査したが． 年報6
遺構なし．近世磁器片

9909 （熱南） T．学部衝撃・極限環境研究センター・サテライト・ 試視汎企
ペンチャー・ピジネス・ラボラトリー棟新営工事

9910 （本荘北）血液照射行理芍増改英試掘 試掘因査

9911 （焦市）水生動物剣打合建格j：事

9912 （黒市・東）外灯取設：r．m立会
9913 医学部液化窒索供給設伯新設1:m立会
9914 （本荘IH)さく井設伯．1渭1ヽ［会

発掘図査

立会国在

立会囮査

立会潤査

0001 （開南）水生動物伶l行令新岱給水竹設営．．I：m 立会調在

0002 （黙市）水生動物伶lff令新常電気設営工m 立会岡充

0003 （本荘北）附属刹院格納1,1（移設工m 試掘濶究

0004 （黙Jfl)工学部衝笈・極限環境研究センター・サテライト・ 立会岡査
ペンチャー・ピジネス・ラポラトリー棟新営霞気設営-T.m

0005 （開南）工学部机戟J:!Jl 立会調充

0006 （本荘北）附属病院｝M幹・環境整情筍3井戸入 発掘潤査

水楕設,;:r:r.m(I Iズ．）

00 ・ II・カ～29 0006 （本荘北）附属病院基幹・環壌整情給水管配管工事 立会関査

00 • 12 • 4-13 0006 （本荘北）附属病院）＆幹・環坑整憐排水管配管工事 (II区） 発掘潤査

立会碍査

00 ・ 12 ・ 8- 0006 （本荘北）附属病院応幹・環坑整情電気設営IJ!l(IV区） 立会溝査

01 ・I・ 10 

0006 （本荘北）附属病院店幹・環境整備排水管配脊工平 (V区） ＼7．会設lti:

2.-105m 縄文・占項・縄文時代石器・玉・古項時代住居
古代・近代 址・溝・土師器・古代住居址． tt

穴溝・土漿p;.土師器・須恵器・
鉄器・胞衣壷•土鏡・近代溝

4(）n1 古代 古代柱穴．溝．遺物を少且検出

IOd 遺構・遺物なし

2ni 古代 遺構・遺物なし

50nf 遺物・遺構なし

2(X)rd 古代 古代溝6条・柱穴2個．古代土器片
少旦を検出

1.8.53rrl 近世・近代畑址．廷地近世陶磁器．煙管．
銅・鉄銭

2ni 揖乱万しく．遺捐・遺物ともに確

認できず

70.9rrl 縄文土器・古代土師器・須恵器

3ni 遺物・遺構ともに確認できず

7.84rrl 遺情・遺物なし

25rrl 遺構・遺物なし

年報6

年親6

年報6

年報6

年報6

年報6

本報告＼1

年報6

年鉗7

年報6

年恨6

年報6

6.1 rrl 

4.1 rrl 

5.81rl 

18rrl 

遣構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

年報7

年報7

年骰7

年報7

63rrl 遺構・遺物なし 年報7

l 19.4rrl 縄文・古m 縄文時代石器・古項時代柱穴・住 本報告VI
古代 居

址・土師器・須恵器

0006 （本［北）附属刹院1＆幹・環境整憐第1井戸入水惰設営工事 試掘関在 、Irrl 近・現代g 近・現代g石・塁漿・遺什
地

年報7

85.5川 遺構・遺物なし 年鉗7

32rrl 縄文・古代 土漿状遺構・縄文時代石器・土師 本紺告Vl
器・ガラス玉・鉄器・須恵器

31.5rrl 古代 遺情なし．土師器数点 年報7

00 • 12 • 19~20 0006 （本荘北）附属病院絡幹・環坑整憐排水管配管工事 (m区） 発掘閃査 20.4面占代 住居址•土師器 本報告VI
立会調企

()(）． 12 ・ 26~28 0006 （本荘北）附属病院紐・環墳整備給水和配行工事 立会湖企 100,7di・現代甚近代墓城・募石・遺竹 年報7

7面 遺物・遺構なし 年骰7

01 ・ I • 22-30 0007 （京町）附属中学校体介器fl.hi（新営工）F 発掘訊I充 119.4 rrl 弥生・古代弥生・古代士師器·鉄器•土製紡 年報7
鈍車

01 • 2 • 5 0008 （黒北）生~I\学宵壌域研究センタースロープ取設：t事 立会関企 28出 撹乱のため遺物・遺構なし 年報7

OJ • 2 • 6~9 0009 （焦叩理学部I・ 2サ館打9柑阪抒がJI設憐整慌工事 立会図査 70ni 古代 包含層を確認．古代土師器・須恵 年報7
器

OJ・ 2 ・ 16~19 0010 （黒北）体打系部室解体•新営：UP .j7．会潤査 372nf 遺物・遺構なし 年報7

01 ・ 2 ・ 22 OOll （大江） lH食党閉体徽去上事・ Illポイラー屯解体撹去工事 j'L会潤査 132d 遺物・遺構なし 年報7

01 • 3 • 5~6 0012 （懇北）外灯取付Im 立会図査 3出 遺物・遺構なし 年報7

01 ・ 3 ・ 6 0013 （大江）用内遥勁場（尚武館）取り壊しエm 立会図充 500ば 遺物・遠構なし 年骰7

01 ・ 3 ・ 2'2 0014 （焦北） In生沿協l"ltii介巾務所解体悦去T序 立会図査 66出 遺物・遺構なし 年穀7

2001年度

01 ・ 4 ・ 9~ 
• 3 

0101 （本荘北）附属病院医学部粉．合研究棟新営工m

01 • 5 • 14 0102 （焦南）基幹・環境整備

01 ・ 5 • 14 0103 京町団地高圧ケープル改修Tnm
01 ・ 7 • 9~26 0102 （開南）甚幹・環境整情

01 • 7 • 4~ 
10 • 29 

01 ・ 7 ・ 13 

0101 （本荘北）附属病院店幹・環境整iii!（共I司溝設閉）

発掘謂1f. 1733.75ni i'i.ttt・古代・住居址・溝・畑址．窮鉄鏃・土師 本報告VI
近TIT・近代 器・須忠器

試掘湖査 4.8ni 本報fliVI

立会調布 59.5出 遺構・遺物なし 年報8

発掘岡:ff 418.5nt 縄文 縄文土器・寛永通宝・風倒木痕・ 年報8
防空濠

発掘岡ft l,023.8ni 縄文・弥生・住居址・溝・縄文土器・弥生土 本報告VI
古in• 古代 器・土師器・須恵器・石器・鉄

鏃．宵銅器

0105 （点町）正門取設-':m 立会潤査 7.121rl 遺構・遺物なし 年報8
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構内辿跡と調査の概要

(）1. 7. 30ー
11 ・ 14 

01 • 7 • 31 
01 ・ 8 ・ 1/13 

01 ・ 8 • 2121 
01 • 8 • 27 
01 • 9 • 4 
01 ・ 8 • 22/9 • 4 
01 • 9 • 14/10 • 1 

01 ・ 9 • 17 

01 ・ 10 ・ 19 

01 • 10 ・ 22~ 
02 ・ 2 ・ 19 

01 • 12 • s~ 
02 ・ 2 • 9 
01 • 12 ・ 12~ 
02 ・ 2 ・ 4 

02 ・ 2 ・ 25~ 
3 • 20 
02 ・ 3 • 18 

02 ・ 3 ・ 18 

02・3・22 

2002年度

02 • 4 • 3~4 

02・4・15~16 

02 • 4 • 17 
02 • 4 • 17 
02・4・24 

02 • 5 • 20~29 
02 • 5 • 30~ 
8・2 

02 • 6 ・ 3 
02 ・ 6 ・ 12~ 
8 • 14 

02 ・ 7 • 2 
02•8•29 

02 ・ 10 • l~ 
10 • 3, 11 ・ 
18 

02 • 10 • 7 
02 • 12 • 3/5/11 

03 • 2 • 7 
03 • 2 • 18 
03 • 2 ・ 21 

03 • 3 ・ 7 
03 • 3 • 10 
03・3・11 

03・3・26 

(）l06 

Olm 

0108 

0109 

0110 

0111 

0112 

0113 

Oll4 

0115 

0116 

0117 

0118 

011!) 

0120 

0121 

01ね

0201 

g

g

竺
g

碑

g

0207 

0204 

0208 

0209 

0210 

0211 

0212 

0213 

0214 

0215 

0216 

0217 

0218 

0219 

0220 

（訊北）大学教脊研究センター等改修工耶

（大江）薬学部共同実験椋改修工事

（京町）キャンパス情報ネットワークその他工事

（瓜北）キャンパス情報ネットワークその他工m
（大江）策学部キャンパス情紐ネットワークその他工事

（本荘市）医学部キャンパス情紐ネットワークその他工事

（思北）食盆市日テラス整憐工事

（本荘LFF)医燎技術短期大学キャンパス情報ネットワークそ
の他工事

（本荘北）附属病院キャンパス情報ネットワークその他工事

（黒1打）理学部2号館1tl'側排水工事
（本荘北）附属病院基幹・環境整儒 (A-D地区・ポイラー設
儒更新等）

（本荘北）医学部稔合研究棟新営機械設情工事

(l』市）基幹・環境整憫（特高変電設情等・植栽その他）

（本荘北）医療川ガス供給設備窪取設工耶

（本荘北）総合研究棟周辺環撓整備工事

（本荘北）附属病院西病棟（仕上n)新営工事

（本荘北）附属病院西病棟霞気設儒工事（仕上n)

（屈北）大学教脊研究七ンターC棟空田機取設工事給排水及 立会閃査
び室外機碁礎工事

（黙北）外灯紋伯工事

（瓜市）インキュペーション姑設新営工事

（黒市）稔合研究棟新営工事

(l川市）食堂棗エコクリーンソイル工事

（黒市）総合研究棟新営に伴う樹木移植工m
(l川市）インキュベーション注設新営工m

（黒市）総合研究棟新営一次掘削に伴う雹気工事

（瓜市）総合研究棟新営工事

（瓜北）図杏館r"側学生部駐車場拡張工事
（京町）附属小学校スロープ取設工事

(ll¥Iり）工学部樹木移植工事

（本荘北）医学部総合研究棟新営工事（渡り廊下部分）

(JMJtf)通91lF)拡幅工事
（本荘北）総合研究棟新営電気設伯工事

（木荘北）基幹環境整伯外灯工事

（大江）薬学部英験動物慰露碑建立工事

（／i¥北）外灯設俯工事

（本荘l")体脊部立（プレハプ）新紋工事

（瓜北）外灯設情工事

（本荘甫）塀新設工事

（新市部）軟打学郎新Jfl部只場竹萩・姐地校界提り

立会閃査

立会OO査

立会閃査

立会田査

立会OO査

立会四査

立会閃査

立会閃査

立会四査

立会切査

立会閲査

立会関査

立会謂査

発掘罰査

立会閲査

立会関査

立会田査

立会田査

試担図査

試姐閃査

立会田査

発担閃査

発姐田査

立会図査

発姐因査

立会閲査

立会閲査

発掘罰査

立会調査

立会開査

立会閃査

立会閃査

立会閃査

立会閃査

立会閃査

立会閃査

立会閃査

立会閃査

3.907m 

97.84d 

25nf 

58nf 

20m 

2.18m 

002m 

105d 

38m 
8.4m 

426.4m 

133.lm 古代

111.1m 

1492.7nf 

1076.4nf 

54nf 

遺構・遠物なし

選捐・這物なし

遠構・選物なし

遠構・遺物なし

這構・這物なし

遺捐・遺物なし

遺構・這物なし

遠構・遠物なし

遺柑・選物なし

遺構・遺物なし

遺捐・遠物なし

住居址・柱基礎
土師器・須恵冊

遺構・遣物なし

205.Snf 縄文・古墳・住居址・溝・掘立柱建物址・縄文
古代 土骰•土師器・須恵器・鉄鏃

遺構・遠物なし

沿？・遺物なし

遺捐・遺物なし

29.3rd 

199rd 

3rd 

4rd 

0 • 73rd 

28rd 

810m 近世

32m 

480m 

216d 

216d 

3.4m 

18.5d 

3m 

”d古代
36m 
40m 古代

年観8

年報8

年転8

年紐8

年骰8

年報8

年報8

年報8

年報8

年報8

年報8

年報8

年報8

本報告VI

年報8

年報8

年報8

遺捐・遺物なし

這構・這物なし

遠構・遠物なし

甕棺

畑址

32nf 遺構・這物なし

2. 803m 縄文・古項 住居址・溝・火郭墓・紺文土器・
古代 土師器・須恵器

以d 遺構・遺物なし

13nf 遠構・遠物なし

61.191rl 包含層・縄文土器・石鏃

遺構・遺物なし

遺構・退物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遠構・遺物なし

遺捐・遺物なし

住居址•土師器・須恵器・砥石

遺構・遠物なし

住居址・柱穴•清．古代土師器・
須恵器

年報9

年骰9

年報9

年報9

年輯9

年報9

年報9

年帷9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

年報9

20(碑度

03 • 4 • 10 
03 • 4 • 10 
03・5・20 

03 • 6 • 2~ 
7・2 

03 ・ 7 • 18 
03 • 8 • 19 
o.'3・8・6~ 
9 • 12 

03 ・ 9 • 4~ 
9・8 

03 • 9 • 5 
03・9・29 

03·10•2 

03 • 10 • l~ 
10 • 10 

03 • 10 • Z7 
03・11・6 

03 • 11 • 17~28 
03・11・26 

03 • 12 • 9 
03 • 12 • 10 
04 • l • 13 

竺
｝
竺
i

g

寧

g

碑

曲

寧

碑

g

0310 

0302 

0311 

0312 

｛黒市）工学部薬品以新設工事

（黙rtJ)稔合研究棟共阿沿設旧工m
憔＼l悧事務局排水管修理工m
（本荘北）基幹・環境整佃工事

（黒市）総合研究棟共同溝設憫工事

（京町）附属小・中学校フェンス取設工事

（黒南）総合研究棟共flll溝設園工事 (I区）

（本荘rtJ)医療技術短期大学部北側駐JIt場環境整憐工事

（猥）大江総合研究棟給排水管および電気工ilt

（宇留毛）小碩柑舎1棟揚水管漏水修理工事

（本荘Iii)動物慰霊碑新設工事

（瓜南）総合研究棟共同溝設園工事

（開北）教室新築工事

（薬）記念館建設工事

（本荘市）発生医学研究七ンター捻訳整佃事業

（凩市）稔合研究椋共同溝設伯工事（ガス管）

（本荘rtJ)発生医学研究センター整伯事業本体工m
（本荘北）中央診様棟（粕）設営工事

薬京111取設工事

立会口査

試揺日査

立会閃査

発姐日査

立会閃査

立会図査

発掘関査

立会関査

立会鯛査

立会閃査

立会閲査

発掘関査

試掘謂査

試捉閃査

立会関査

立会閃査

試祖口査

立会閃査

立会閃査

2nf 

9.6nf 

16.8nf 

333.5nf 

539.2nf 

遺捐・遺物なし

土師器

遺捐・遺物なし

縄文・古墳・住居址・溝・縄文石器・弥生土

弥生・古代 器・土師器・近代磁器

296nf 遺構・遺物なし

44.3nf 遺構・遺物なし

168.2nf 縄文・古代溝・ビット・土坑・遺物包含屈．
縄文土器

遺構・追物なし

7.54d 遺構・遺物なし

3.64,rl 遺構・退物なし

4.02,rl 遺構・遠物なし

253.5d 縄文・古代 溝・ビット・淘磁器・土師器・須
恵器・縄文土器・石器

遺構・遺物なし

土師器

遺捐・遺物なし

遺捐・遺物なし

13.75m 

7.4rd 古代

557m 

l6m 

26.58rrl 

4rrl 

11.2rrl 

這捐・遺物なし

遠構・遺物なし

年恨10

年栂10

年報10

年報10

年報10

年報10

本密

年報10

年報10

年報10

年報10

＊杏

年報10

年椛10

年報10

年報10

年報10

年報10

年報10

，
 



3. これまでの調究と本杏収録の選跡

OIl l•I 0307 （必）・Kir．裕．合研究棟給排水管及び電気-t!F ff．会刃丘 •15.5d 遺捐・遺物なし 年骰10

().I・ I・ 15~19 0313 （！I¥北）教5"新格．1：m 立会出ft :198.Sm 遺構・遺物なし 年報10

().1 1 23-27 0314 （本荘阿）医学部B棟• E棟 •RI ・旧動物舎取壌工事 発iu刃在 l.lXXl1rl 古代 溝・ビット・土師器 ＊内

().I・ I・ 30 D.115 （本i［北）東側駐JI（場整I扁：E事 立会関允 30.7rd 遺構・遺物なし 年報10

0-1 ・ 2 ・ 9 0316 (』1.I.＼市）粍学部ヽI ・サ館周辺プレハプや設訊•mr 立会刃允 83m 年報10
().I・ 2 • 16 
().I・ 2 ・ 23 0317 （本荘北）侑樹の木移れ 立会苫．充 16rrl 年報10

(}I. 3 •I O:il8 (!，I,¥;II:.)附属茂護学佼l"J町Ii辺水道9田理l..2" 立会刃忙 2nt 遺情・遺物なし

04 3 5~9 0314 （本荘南）医学部B棟• E棟 •RI ・旧動物舎取壌工事 兌iu関査 1.000Id ,i1世・古代溝・ピット・困磁器・：I:師器 ＊行

0.1・3・9 0319 (！AUt)．Jt-ri改修：E］It 立会潤fi: 2.3m 遺構・遺物なし

().t ・ 3 ・ 9 0320 O!,¥;lt} t£l利始設空濁設1;取設：mlt 汀．会潤ft l:l.19nt 遺構・遺物なし

0.1・3・10 0321 (/,l,¥1ti)外tr設憫：r3II 立会閲ft 3.4d 遺構・遺物なし

().t ・ 3 ・ IO 0322 (!,I，IItI)総合研究棟外灯設Ilil:r3II 立会湖充 -11rl 遺構・遺物なし

04・3・10 (13 1 3 (!I,¥北）教51新格；EIIi 立会関介 I01rl 遺構・遺物なし

01 ・ 3 ・ 10 (1323 (!.1．1北）教寮新災I3ll（空岱II幾lfi殴） ：I.f．会調介 44nf 遺構・遺物なし

0,1．:i ・ 11 032•1 （本:/1淋i)外tr設佃．．mII :｛｛．会調介 •lrd 遺構・遺物なし

04 ・ 3 ・ II 0325 （本荘ltl) 外•Kf設11i!-•r.III. 立会i刈ft 11.2』ti 遺構・遺物なし

04 • 3 • 15 0326 (！l1:it)外灯設ig:r.iIt .i'f.．会濶ft 3訊1rl 縄文土器lヤ

Q,j • 3 • 16 0327 （渕）外灯設憐］:m 立会湖ft ll.8nt 遺構・遺物なし

Q,j • 3 • 17 0323 (lI¥.lt)教5i新築J3lt（梢枝） 立会閥充 8.92n! 古代 土師器・須思悩）ヤ

0-1・3・22 0328 （京町）教↑学部附属,1ヽ 中学佼街路tr設備工事 立会濶充 7I:i 遺構・遺物なし

01 ・ 3 • 19 0329 (！l1北） il'I火栓応急処償 立会岡査 l.08nf 遺構・遺物なし

2004年度

().1. 4. 7 (}IOI !.I，＼嬰HI地北地区教室新格.Ilド（渡廊・ド設In) 立会隅允 33.Snt 遺捐・遺物なし 年恨11

().I.、I・9 本荘団地北地区中央お燎1点（飴）設営．I：nt 試掲閃丘 10..14d 古代 清？ •土師笞 年報11

(}I・ ・I・ 13- ().102 本荘HI地市地区発生医学研究七ンクー迅設：r．m 兌捉潤企 12-11.75111 jlj f¥: :t:師器・須思器・紐文．七器 年恨II
5 • 31 
().I・ 5 ・ 26 9.＼梵HI地北地区熊本大学大学院社会文化科学研究ft研究衣新 試批況在 7.76rrl i1ift ピット・土師器 年報II

格：r汀t

().I ・5・ 1-1 ().103 本荘HI地北地区中央お療1棗（船）設営：I3lt 立会濁在 l50nt 古代 j：師笞 年報ll
().I・ 10 • 1・1 
<~I· 5 ・ 21 0-1().1 必学部地区H物団因支t.tほか設償工事 立会濶査 3,3IIi 遺捐・遺物なし 年恨11

m •6 • 25 ().105 妬学部地区宮本記念館新営1見械設佃及びその他：I：lit 立会濶ft 68.48ni 遺構・遺物なし 年報II

().I・ 6 • 28 本4EO1地北地区（医病））＆幹・環境整i何I:m 試拇関企 10ば古代・縄文土師器・縄文：出怪•土墟 年恨II

旧 •5 • 2•1 ().1(J6 洸学部地区宮本記念館（仮称）建設：r．m (lll建物撤去・樹木 ．v．会謂1i: 1332,、lrrl 遺旧・遺物なし 年Hlll
旧 •5 • 26 撤去・電気配線・給水脊配竹・ガス竹配行・ 1討木移IH)
(J.I • 6 ・、1
04 • 10 • 26~28 
04 ・II・ 12 
(),I・ 11 ・ 211 

01・7・26 0•I()8 :j•:fll;EI,JIJ彫lヽHttrl令揚水ifili水配竹改修Dlt 立会科り．忙 26,2ば 遺構・遺物なし 年恨11

O•I ・ 7 • 29 (J,1（J!I /!.\~狙1地北地区氾念碑設閥：l：m 立会湖企 7211! 遺構・遺物なし 年1Illl 
o,i • s • 6 
O•I • 8 • 20 
(J.I • 8 • 23 !9.＼嬰HI地ltl地区理学部駐怜場JRit:r.1t 試掘瀾←忙 11 rrl 古代 柱穴・ tJi思器・：I:師器 年tillI 

()4 • 8 • 9 ().110 ／犯＼忙Ij1地北地区熊本大学・)＜!t院社会文化9:け{t研究9:H研究屯新 ・，.f．会湖光 370ni 遺構・遺物なし 年報II
().I・ 8 • lOーII 築：I3It
m• ll ・5 
().I・ 11 • 11 
().I ・8 • Ii~ ().Ill 本荘111地北地区（朕病））訊幹・環境整情（ポンプ室 •RI 実 立会潤在 ・120rrl :t師器・須恵器・縄文：t：器・竪穴 年骰11
19 • 23 験棟取填・ガス切片•水道プラグlk. MI辺設情問述）エllt 発捉岡充 住居址・溝・ビット
().1 • 9 ・ 3 
().I ・9 • 1-1~22 
05 ・I・ Z'i~ 

0-1 • 9 • 16 0-112 本荘111地北地区Hi属病院都rliガス泊配行9紅理．T．m //,．会関企 5.7ni 遺捐・遺物なし 年恨11

().I・ 9 • 16 0-113 店町地区附属中学校台風被守による倒木起し :.'/.会頌企 8rd 遺捐・這物なし 年報11

01 ・ 9 • 16 ().11•I !,I．I嬰I・ll地Ili地区．T．学部台風彼＃1.:よる倒＊起し ;［会戊充 •Id 遺柑・這物なし 年紐ll

().I・ 9 ・ 21 ().115 藁学部地（え宮本；ie念館新営恨械設情及びその他工nt :＇［会潤 :Yi: IOni 遺構・遺物なし 年報11

0-1 ・ 9 ・ 21 (｝116-1 本荘l;I1地北地区附属病院台風彼井による針木起し ：＇．f．会潤充 8nt 遺構・遺物なし 年tllll

().I・ 9 • 21 （J.116 -2 4-:~l:I・り地Itj地区朕学部白風彼1fによる倒木起し ：＇［会潤．，，t l.5日 逍構・遺物なし 年骰11

(),I・ 10 • 12 ().117 !.I．I 嬰 ,~1地北地区f（要文化IIt案内仮設買J:llt 立会渕．ft (）,5ば 遺構・逍物なし 年骰II

(),I・ 10 • I~ <Ml7 !'~＼嬰 lol1地Iti地区．f(要文化財案1,.HIi.設骰；いJt ：v．会湖ft 0,51rl 遺構・遺物なし 年tilll 

04 ・ 10 ・ 19 0•118 /1,¥嬰I11地北地区夏11漱1.j記念碑摺tt設llt.I3It 立会訓，ft 0.31rl 遺構・逍物なし 、titll l 
04・10・22 orn） 木荘l}l地北地区附属刹院福利J1生施設りl込配線：闊t 立会別介 2.23nf 遺構・遺物なし 年tl!ll

0,1 ・ II ・ I ~28 0411 *iII;l•11 地：II:.地区（医1ii) ｝糾Iト・環撓整償 沿揖調:Ji: 551nt 縄文・古in・竪穴住Ill址．掘立柱建物址・消・ 年骰11
古代 畑•土閲器・リi忠器・縄文：I：器・

鉄鏃・勾王・石器

0・1・11・2H 042(） 渫学部地lるテニスコート整侃r.IIt .¥［会閲ft 6951tf 遺構・遺物なし 年tllll
()，i11 公 ().121 黙嬰Hl地!ti地区さく井設1g:Lilt ：＇［会潤．代 •13nt 遺構・遺物なし 年報ll

().1 12 ・ 6 ().122 本iI:I11地北地区中央診燎9屯（伯）．I3lt 立会調ft 66.39nt 遺構・遺物なし 年骰II

い・ 12・ 15 !,I.＼髭北地区情報ネットワーク館間速J3lt 試掲潤忙 18nl 古代 u：居址． t．t穴• iii忠器・：I：節器 年報II

().i. l2. 24 ().123 、1.I.＼梵団地北地区記念館（木造）取墳］：り1 立会潤丘 75-IId 遺情・遺物なし 年報11

().I • l ・ ll Q.12•I 本北団地北地区ポンペH（取設．．I．．事 立会潤丘 14.5d 遺構・遺物なし 年報11

05・2・1~2. “25 .11＼梵北地区情恨ネットワーク館mili.T.m（配脊1:IJ;) 立会関1r. J6<).081rl 'i!if¥: 土面諾・須忠器 ＊報告m
7-9 

05 • 2 • 21- ().1.ぷ !.I.＼嬰北地l1情報ネットワーク飢建設］:111 兌iu況ff. l liO.・lnf iifl: ：l：師器・が1恵器 ＊骰；!rm
3 ・ 30, 
5 ・ 9~6 ・ 10 

10 



I 構内遣跡と調査の概要

05 ・ 2 ・ 4. 8~11 0426 本荘団地北地区防火水槽取設工事 試掘•発掘 84111 近IIt 溝・土師器・須恵器・馬ft．鉗銭 本害
渕充

05 ・ 2 ・ 4 0427 !l1梵~I地北地区資料館lllJ水道押湿水修理：Ellt 立会剌充 l.5n1 遺構・遺物なし 年報11

05・2・21~22 (）428 1犯＼嬰[11地1り地IK樹木移t孔tlJt 立会調査 19出 退構・遺物なし 年報ll

05 • 2 • 21 0429 凍学部地区川水設情工事 立会洲充 4.25d 遺構・遺物なし 年報11

05・2・28. 0•130 本荘団地rtf地区駐JIt場環境整｛柑工llt 立会調査 l.816nt 
3 ・ 14, 4 ・ I 

05 ・ 3 ・ 1 0431 !l1嬰 J♦I地区事務/;;j倉blC新営工事 立会調査 l.21rl 遺構・遺物なし

05 ・ 3 ・ l ()432 教ff学部附属中学校卒業記念植栽等工ilt 立会調査 0.9'151rl 遺構・遺物なし

05 • 3 • l 0433 教打学部附属幼iItHI掲示板設Ill工事 .、［会冽査 0.8l nt 遺構・遺物なし

05 • 3 • 2 0134 !,91佐Itl地区工学部危険深品hl（改修工事（仮称） 立会調査 192.5nf 遺構・遺物なし

05 ・ 3 • 9 “35 !l＼提Jtl地区さく井設情工事（追加分） 立会調在 5.6m 遺構なし・：I:師器

05 • 3 • 10 ・ 15 ・ 0436 黙戻Iti地区事務局倉,,1<改修工事 立会調査 62.Mrd 迅構なし

16 • 18 

05 • 3 • M • 16 0437 •大江地区渫学部外灯設俯工事 立会調査 8.1 rrl 遺構・遺物なし

05・3・22 ＂鴻 教'(f学部附属幼Iltl引遊Jtlfi設•T.！lt 立会調査 4.M出 遺構・遺物なし

05・3・23 0139 m嬰Jtr地IK樹木ti!IJJI.:r3lt 立会調査 6nf 遺構・遺物なし

05・3・24 (),MO 教打学部附狐中学校洗i糾費1孔さ場新設：r.11i 立会調査 遺構・遺物なし

05・3・2<1 い41 教打学部附属小学校遊J.l•取設工事 立会潤査 2rd 遺構・遺物なし

05・3・24 0142 （＊荘北）附属病院福利厚生ガス行工事 立会潤査 9.l8rd 遺構・遺物なし

05 ・ 3 • 2•1 ().4•13 （本荘It)i11央診根棟述格棟11脊工りt 立会調査 0.8nf 遺構・遺物なし

05・3・25 0,144 n＼嬰東地区教ff学部附属投渡学校給水背湿水改修工事 立会調査 194d 遺構・遺物なし

05・3・28 0445 m嬰It1地区m務屈1)り樹木移偵工事 立会岡査 3.355m 遺構・遺物なし

2005年度

05 • 4 • 19- 0501 本荘I11地1♦1地区駐JI（場環境整憐工事（追加） 立会調査 28d 古代 土師器・須！ぷ罪 年報12
、I・20 

05・4・27 0502 医学部nt屈病院排水貯留情ポンプアップ排水行補修 立会凋査 4rrf 遺捐・遺物なし 年報12

05 • 2 • •I~ 0425 (nl嬰） t1Itll朽Wーク館本体：1:11~ 発掘潤充 1065.2m 縄文・古代竪穴住居址・掲立柱建物・縄文土 本報告皿
6 • 10 器・土師器・須恵器・黒色土器

05 ・ 5 • 30. 0503 （本荘）発生医学研究センター紺設整憫m業（外構） 立会謂査 2337.2nf 遺構・遺物なし 年報12
6 • 4~ 
6・5 
6・ M 

05 • 6 • 7 0和1 小硝tf1令JIP.設がス配管ildれ袖修•新設工事 立会濶査 7nt 遺構・遠物なし 年骰12
6 • 10 
05 ・ 6 • 9~ 0505 （医病）屈幹・現境整伯（設閑・曳さ家IIり） 立会岡査 55.96m 遺構・遺物なし 年報12
6 • 10 
6 ・ 12 

05・6・20 0.'i06 （大tI:）策学郎テニスコートフェンス取設 立会謂査 2.おrrl 遺構・遺物なし 年報12

05 ・ 6 ・ 21 0507 （＊荘,,,)敷地境界プロック改作工事 立会謁査 10.5面 遺構・遺物なし 年報12

05 ・ 7 ・ 8 0508 （！l＼嬰｝情報ネットワーク館仮設進入路工事 立会潤充 40.9nf 古代 土師器・須恵荏 年報12

05 ・ 7 13~ 0509 （医刹｝店幹・環坑整憐（曳さ家・移動先｝ 発揺関査 ll47nf 純文・弥古生代 住／＆址・溝•土師器・須恵器 年報12
7 ・ 14 古.tJ1•
7 ・ 19-
9 30 

05 ・ 7 ・ 19 0511 *1Enl地北地区ili水配管袖修 立会潤光 7.6rrl 古代 包含陪•土師器・須忠器 年報12

05 ・ 8 ・ 1 0512 教ff学部附属幼椎団物骰設開 立会岡在 0.96rrl 遺構・遺物なし 年報12

05 ・ 8 ・ 2- 0513エ④ （U¥嬰ltf).T.．学部他佼台改修施設整情や事業一 l 立会謂充 9.7m 古代 土師器・須忠器 年報12
8・3 

05 ・ 8 ・ 2~ 0513理② （黒嬰I●i)．て学部他校令改9E施設整伯等事業ー2 立会濶充 198.75m 古代 土師器・須恵器 年報12
8. 2:う

05 ・ 8 ・ 5 0514 医学部Jtl地区・テニスコート内給水設情工事 立会謂査 l9．釘d 遺構・遺物なし 年報12

05 • 8 ・ 5~ 0513エ⑤ （黒嬰lり）工学船他校合改修施設整情守事深ー） 立会潟査 17.8［" 遺構・遺物なし 年報12
8 ・ 10 

05 ・ 8 ・ 8~ 0513エ① （！A＼髪ItI)-T学部他校令改＇因施設整伯等事業ー 2 発掘潤充 80.88d 古代 住居址・土師器・須忠器 年報12
8 ・ 18 

05 • 8 • 18 0515 ＊荘団地 (ltI地区）駐JI［場閃境整｛釘r.nt（その2)．追加変立会綱査 235.98rd 古代 住屈址・土師器・須恵器 年報12
更

05 ・ 8 • 18~ 0515エ⑥ (!l.＼嬰Iti)工学部他校令改修始設整伯等事業ー 2 立会調査 14.7,rl 遺構・造物なし 年報12
8 ・ 23 

05 • 8 • 19~ 0513エ⑬ (!i1嬰lti)工学部Ill!校合改修抱設整佃等事業ー 4 立会潤査 259m 遺構・遠物なし 年報12
8 • 29 

05 • 8 • 2-1 0516 本荘IJ1地中地区外灯設伯工事 立会図査 11.4ni 遺構遺物なし 年報12

05・8・23一 0513]：⑫ (!l1嬰lif)工学部他佼令改修施設整fが等nt業ー 2 立会関充 17.2d 迅構・遺物なし 年報12
8 ・ 29 

05・8・25 0513:r．⑦(/!．＼央ItI)工学部他佼令改修胞設整憫等事栗ー 1 立会潤査 1'1.71rl 遺構・遺物なし 年報12
05・8・25 0513:r．⑧ （！l＼提ltl)工学部他佼合改9針抱設整情等事業ー2 立会濶光 86.11d 遺構・遺物なし 年報12

05・8・25 0513理③ （！l＼梵Iti)工学部他佼合改修胞設整俯等事業ー 1 立会閃光 65.Id 遺構・遣物なし 年報12

05・8・25 0513理④ （！l¥嬰9り）工学部他校令改修施設整俯等事業ー 1 立会岡企 120.2sn1 遺構・遺物なし 年報l2

05 ・ 8 ・ 29~ 0513エ⑪ （黙厖Iり）工学部他校令改修施設整flil等事菜ー2 立会関充 24.6ni 遺構・遺物なし 年報12
8 ・ 30 

05 ・ 8 ・ 30~ 0513エ⑩ （！l＼嬰Itl)工学部他校令改修施設整佃等事菜ー2 立会調査 20.4rrl 遺構・遺物なし 年報12
9 • I 
05 ・ 9 ・ I~ 0513理① （黙嬰,tr)工学部他校令改修施設整備等事業一 l 発揖濶充 67.6rrl 縄文・古代 竪穴住屈址・縄文土器 ：K妬器・ 年報12
9 ・ 13 須忠器

05・9・1. 0517 （医刹）基幹・環境整佃（曳さ家・現在地） 立会調査 1337trl 遺構・遺物なし 年報12
9 20 

05 • 9 ・ 4~ 0513理⑤ (!Al提Ttr)工学部他校舎改修施設整備等事業ー 1 立会潤査 4895d 遺構・逍物なし 年報12
9・5 

11 



3. これまでの調査と本秤収録の追跡

05 • 9・12~ 0513I⑨ （A¥嬰Iti)工学部他佼合改作胞設整情等事業ー 2 立会潤充 •13.9,rl 遺IR．遺物なし 年報12
9 ・ 27 

05 • 9・13 0518 附属病院都iiiガス設惰改9E.TJI 立会潟充 29ni 遺構・遺物なし 年flll2
05・9・14 0519 (1A＼嬰北）学務部介｝l{取設：Em 立会潤在 15i.i6rrl 遺IA・ 遭物なし 年報12
05 9 15 0513エ⑭ (!J.\~捐i) 工学郎他校合改修胞投整信等事業ー 5 立会岡充 O.i9nt 包含層・ピット 年報12

05 • 9 • 15 0513エ⑮ (!U斐1t1)工学部1也佼令改9民出設整情等事棠ー l 立会閃査 ・IO.5［1i 遺旧・遺物なし 年報12

05 • 9 • 15 0520 本荘団地北地区入退院1点ll加スロープ取設．1：nt 立会関企 17.18rrl 遺tR・遺物なし 年骰12
05 9 ・ 15 O.'l21 本1Enl地（北地区）か風倒＊り1起し 立会潤充 2.355nt 遺In．遭物なし 年報12
05 9 16~ 0513エ② （！即＼嬰ltl)工学部他校令改作抱設整情等事業-2 立会閃充 97.312"i tift ；l：邸岱・須忠笞 年報12
10 ・ 2 

05 ・ 9 ・ 16 0522 医学部附属刹院脊理棟附外給水パルプ取t}工事 立会岡査 2.25rrl 遺tR・遺物なし 年報12

05 ・ 9 ・町 0523 （医射）中央診根棟 (f.l:.t) 立会図企 57.6nt 遺旧・辺物なし 年報l2

05 10 11~ 0513エ③ (J.'・＼嬰lti)工学部他校合改9固も設整情等1F栗ー 2.3 立会岡充 150rrl 古代 U:/,1U1~ ・溝・：l：師器・ iIi恵器 年報12
II ・ 7 

05・10・11 0524 本荘l}l地（北地Ik)JIt.JI（ゲート整偏工事 立会調査 261,33IIi 遺'".遺物なし 年報12

お・ IO・ 13~ 0525 （！U嬰）情報ネットワーク設伯工llt 立会岡充 736Ili iliit 仕穴•土師岱・須患器 年報12
10. 1-1. 
10 17~ 
10 18 

05 IO M 0526 埋文閃査充内郎改修Ill械設債工m 立会閃企 2.01rl 遺IR・ 這物な L 年報12

05 • 10 • 19~ 0527 (！9.＼梵北）文法学部本館スロープ整情←T.m 立会潤査 44 Irl 遺fR・ 遺物なし 年報12
10 • 20 

05 ・ 10 • 21 0528 工学部ものづくり実刊究新営工事 立会潤充 810m 遺構・遺物なし 年報12

05 10 ・ 25 0529 （灰討）外来臨床研究棟玄閃llil環境整慎工事 立会閃充 381.12m 遺情・遺物なし 年報12

05 10 26 0530 渫学部温床室（苗l~i且室）補9t工事 立会閃査 5.5ni 遺In．遺物なし 年報12

05 • 11 • ・1 053l 旧情報処理センター展外階段取設：I：m 立会濶企 91T1 遺tn．遺物なし 年報l2

05・11・7 0532 教f学部附属養護学校給水引き込み漏水補修 立会内査 3.5rrl 遠情・遺物なし 年椛12

05・11・7 0533 （！！＼北）ポイラー屯給水管補修工m 立会調在 l.Irrl 遺Ill・遺物なし 年報12

05 • II • 16. 053-1 :！.＼嬰内地区囲閃改修工事 立会潤在 12-t.:lrrl 遺情・遺物なし 年報12
11 • 21 
05・11・29 0513エ⑯ (,11戻ltl)工学部他校令改修雄設整情等事架ー 2 立会潤充 48rd 古代 t1:9、}址 ・ti:穴 年報12
12 • 15 

05 • 11 • 29~ 0513理⑥ （！胆glti)工学部他校合改修施設整伯等耶亮ー 2 発掘潤査 241rl 古代 住9心址・溝・ピット・土師器 須 年報12
12 • 5 忠器

05 12 ・ 4 0513:T.Q?) (/，I,\~Iり）工学部他佼令改修施設整伯等事業-2 立会潤充 117.4ni 古代 ：l：師岱 年報12

05 • 12 • 7 0513エ⑱ W.¥嬰It1)：r會学部他校令改修施設整憫等事業ー 2 立会潤査 87nf 古代 ビット・：l：師器・須恵器 年報12

05 ・ 12 • 9 0513エ⑲ (ll.I嬰 J♦I) 工学部他佼令改修施設整伯等11l業ー 2 立会聞査 おIIi tift 包含M.：l：師器・ 3II息器 年報12

05 ・ 12 • 12 0513エ⑳(/),¥提ltl)工学部他佼令改作施設整俯等事業ー 2.5 立会潤企 "i 遺情 •il.'t物なし 年報12

05 • 12 • 12 0535 f.!('ff学部新1t1部農場竹藪抜恨 .¥'［会潤在 '155.71rl 柱穴 年報12

05 ・ 12 ・ 13 0513エ21 01,＼髭ItI)工学部他佼令改修等施設整iがJI業ー 1 立会潤充 0.5nl 遺構・遺物なし 年報12

05 ・ 12 • 13 0513エ22OJ.I嬰ItI)工学部他佼令改修施設整脩等i1i築'-2 立会岡在 3IIi 遺情・遺物なし 年報12

05 • 12 • 13 0513エ23(/1.1嬰itl)]―一学部他校令改修施設整憐等事業一 l 立会網充 87.5111 遺情・遺物なし 年報12

05 • 12 • 13 0513:r．24(！！,＼嬰IH)工学部Ill!佼令改修施設整i付等事業ー 2 立会調査 l8rrl 遺情・遺物なし 年報12

05 • 12 • 1-t 0513理⑦ （！i＼嬰Iti)工学部他校令改修施設整佃等事業ー 2 立会網査 86.6I" 辺情・迅物なし 年報12

05 • 12 • 14 0536 灰学部弓道場設llilエ11i 立会関査 82.73m 遺情・遺物なし 年報12

05 • 12 • 15 0513理R（焦琵l"）工学部他校令改修抱設整伯等事棠ー I.2 立会潤査 碗．51rl 遺構・遺物なし 年報12

05 • 12 • 16 0537 理学部プレハプ倉／，I(新営工事 .ff．会濁査 167111 遺構・遺物なし 年報12

05 • 12 • 19~ 0538 (！J.＼戻）情91ネットワーク館設！日工事（追加） 立会閃充 70.235111 古代 土師苔・須忠器 年ffll2
12 • 21. 
12 ・ 26 
06 ・I・ 6~ 
l • 11. 
2・カ～
3・2 

05 ・ 12 ・ 22 臨 9 *itl打地（中地区）ゴミ置場取設 立会汎査 ・18.51 nt 遺情・遺物なし 年報12

05 ・ 12 ・ 26 0513理⑨ (!iwtltI)エ:'f.郎f也佼令改作桔設整憐等事痰ー 2 立会関在 1(）ば 遺IR・ 遺物なし 年報12

06 ・ l ・ 4- 0513理⑯ (!J.＼斐ItI)工学部他校令改作施設整情等事祭ー 2 発掘図充 89ni i~if\: 住屈址・土師器・須恵器 年報12
l ・ 19 

06 ・ l • 5 0513埋⑪ （！I＼嬰lti)．．I：学郎他佼合改9料も設整情等事業ー 2 立会図充 70rrl 遺捐・遺物なし 年報12

06 • l ・ 10. 缶40 本荘団地 (I"地区） i隅設ガス行改修工IJ~ 立会図．忙 61.8rrl 遣構・遺物なL 年報12
1 • 25 
06 ・I・ 17 0513:r:25(！I.I嬰1")工学部他佼令改修胞設整伯等l胆業ー 7 立会潤査 lnl 遺情・遺物なし 年報12

06・1・20 0513エ26(！i1嬰,tr)工学部他佼令改修施設整伯等m業ー 7 ・｛f．会潤充 7()8IIi 遺構・遺物なし 年報12

06 • l • 26. 岱II (！9.＼嬰19i)理学部駐輪場整憐．T.m（追加． jlj追加含む） 立会岡査 ）110.linl i!i ft :I：師器・須患器 年報12
2・2 
2. JO 
2.切

06 ・I・ 23 0513工町（！l¥嬰iff)工学部1也校合改修施設整情等事究ー 7 立会閃充 45..In{ 遺情・遺物なし 年報12

06・1・24 0513エ28(!.I"＼嬰JtJ)工学部他校合改修姑設整憐等nt業ー 2 立会閲査 12irl 遺旧・遺物なし 年報12

06・1 26 0513エ29(9.＼忙lti）工学部他校合改修桔股整情等事発ー 1 立会閃企 40d 遺捐・遺物なし 年報12

06・1・27 ぽ12 （医病）基幹・環境整憐（曳さ家・移動経路） 立会潤先 1•1fl-ini 遺捐・遺物なし 年報12

06 1・30 0513:I:30 (}!.¥嬰lti)工学郎他校令改修給設整情等m菜ー 3 立会刃査 “̀.lni 遺捐・遺物なし 年報12

06 ・ 2 ・ 13 的 3 附属病院T.ltU序生徳紋団庭整信 立会閲充 338.9n1 遺捐・遺物なし 年報12

06 ・ 2 • 16, ぽi-14 （医病）絡幹・環境整情（紋伯・曳き家後） 立会潤充 39rrl 遺捐遺物なし 年報12

3 ・ 13 

06・2・li お45 教打学茄附属幼椎団プランコ1rIゴムマット布設 立会閲査 12ni 遺情・遺物なし 年報12

12 



ー 構内遣跡と調査の概要

06 • 2 • 24. 
3・7~ 
3・ 8. 
3 • 13. 
3・ 16~ 
3 • 17 

06 • 3 • 10 
06 • 3 • 13 
06・3・24 

06・3・30 

2005年度

06・4・11 

06・4・11 

06・4・11 

06・4・11~ 
4 • 12 
06 ・ 4 • 12 

06 • 4 • 13 
06 • 4 • 18~ 
4 • 19 
06 ・ 4 • 21 
06・4・24 

06 • 5 • 2 

06・5・11 

06・5・22 
5 • 25 
06・5・22 

06 ・ 5 ・ 22~ 
5 • 24 

06 ・ 6 • 12 

06 • 6 • 19 
06・6・22 
6 • 28 
7・3 

06・6・27 
7・7 

06 ・ 8 • 7 
06・8・11 

06・8・11 

06 ・ 8 ・ 21 

06 ・ 8 ・ 24~ 
8 • 25 
06 ・ 8 ・ 31~ 
9 ・ 1 

06 • 9 • 7 
06・9・11 

06・9・12 

06 • 9・14~
9 • 15 
06 ・ 9 ・ 20~ 
9 • 21 

06 • 10 • 2 
06 ・ 10 • 2 

06 ・ 10 ・ 2 
IO・ 16 
10 • Z1 
IO・ 30 
11 ・ 13 

06 • 10 • IO 
10 • 12 
06 • 10 • 13 
06 • 10 • 16 
06 • 10 • 19 
06 ・ 10 ・ 25 

06・11・2 

06 • 11・17
11. Z1 
12 • 4 
06・11・20 

06・11・30 

06 • 12 • 1 

0546 

0547 

0548 

0549 

0550 

0601 

0602 

0603 

0604 

0606 

0605 

0607 

0608 

0009 

0610 

0611① 

0611② 

0612(!) 

0612@ 

0614 

0613 

0615 

0612@ 

0616 

0617 

0618 

0619 

0611③ 

0611④ 

0620 

0611⑤ 

0611⑥ 

0611⑦ 

0611⑧ 

0611⑨ 

0621 

0622 

0623 

竺
g
g
知

g

g

g

竺
}

（凩髭）情椛ネットワーク館新営工事に伴う外捐工事

（限髭）北地区学生会館西側バイク阻場註匿工事

本荘団地（中地区）渡り廊下殷匠

（医病）外来化学縦法センクー屋外汚水配管工事

ぎ木祖修工事

教村学部附属中学校テニスコート移設

（瓜髪北）接地工事

（瓜髭北）資料館改修工事

（瓜髭北）資科館改修工事（屋外排水）

工学部研究実験mJ匹［取設工事
放送大学案内板取設工事

（黒髪市）工学部他校舎改修施設整臼等事業ー9

（瓜髪北）前面歩道配管補修工事

理学部駐翰場ガス洩れ補修

教打学部附属小学校遊具新殷

(li＼髪市）工学部他校合改修詰設整佗等事業ー1

（黙髪甫）工学部他校合改修施設藍伯等事業ー2

（瓜髪市）工学郎他校舎改修結設整偉等事業ー2

（黒髪市）工学部他校合改修柏設整償芍事業一6

（黙髪）環境安全センター給水配管補修

附属病院中央診療棟新営霞気設伯工事

附属病院中央齢楳棟新営機械設伯（衛生）工事

（瓜嬰w)工学部他校合改修施設整憫等事業一l

教'(:f学部附属中学校給水管補修エ事

（黙髭）プール附属家等環境配慮改修（アスペスト処理）エ
事

医学部附属病院駐JI［場側溝修理
教ff学部附属養餓学校屈外人工芝張替その他工1Jt

（！A¥嬰It1)工学部他校舎改修施設整備等事業ー3

（島嬰Iり）工学部他校舎改修施設整備等事業ー2

教行学部附属小学校プール系統給水漏水補修工事

（黒髪＂）工学部他校合改修祐設藍捐等事業ー 10

（屈髪南）工学部他校合改修施設整債等事業ー10

（黒髭市）工学部他校合改修施設整伯等nt業ー10

（凩嬰1悧工学部他校合改作施設整債等事業ー10

馬髪甫）工学部他校合改修枯設整信等事業ー2

（瓜髪）プール附属家等環境配慮改修（アスベスト処理）エ
事その2

（医内）環撓整偉（西偲駐平場等）工事

凩髪団地外灯取設その他工事

附属病院設債管理棟アキュームレークードレン管涸れ修理

（医刹）基幹・環境整伯（外灯）工事

（医刑）基幹藍伯（ポイラー設偏他更新）工事

（大江地区）用水設伯工事

医学部附属病院管理椋北閲外灯徴去工事

（本）医学部保健学科校舎改修露気設偉工事

訊髪市地区工学部通用門周辺栢栽

渡脱団地防火用水撤去工事

事務局正門樹木植替え

立会閃査

立会閃査

立会閃査

立会閃査

立会閃査

立会閃査

立会図査

発揺閃査

発揖閃査

立会閃査

立会因査

立会図査

立会閃査

立会田査

立会日査

立会閃査

立会閲査

発掘日査

発姐閃査

立会図査

立会図査

立会図査

立会閾査

立会関査

立会調査

立会悶査

立会閃査

立会図査

立会閲査

立会閲査

立会閲査

立会閃査

立会閃査

立会閃査

立会閃査

立会閃査

立会閃査

立会閃査

立会閃査

立会厨査

立会図査

立会図査

立会閃査

立会田査

立会図査

立会図査

1837nf 古代

48nf 

5.5nf 

1.92nf 

0.91nf 

5.94nf 

6nf 

32.lnf 古代

25.l2nf 古代

49.05nf 

l.5d 

5.2nf 

l.3d 

l.7nf 

0.98nf 

32nf 

129nf 

l.ld 古代

24d 古代

0.57nf 

72.4nf 

153nf 古代

21.98d 古代

l.7rd 

0,59rd 

8,75rd 

420.5lrd 

20.7nf 

64.lrd 古代

28rd 

49.64nf 

140rd 

32.96rd 

55.lrd 

105rd 

44rd 

発揖閃査 8.077.5d 古代
(50.68nf} 

26.79rd 

2.16nf 

296.4rd 

106.7rd 

0.24nt 

2.8nf 

239.4nf 古代

住屈址•土凹翡・須恵器 年報12

遺情・遺物なし

遠構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺情・遺物なし

遺構・遺物なし

土卸器

土師器

遺構・迫物なし

遭構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遠捐・遺物なし

遺情・遺物なし

遠構・遠物なし

遠旧・遺物なし

柱穴•土固器

往穴•土師四・須恵岱

遺柑・遺物なし

遺構・迫物なし

土師器・須恵骰

土師料・須恵甜

遺柑・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

溝•土師器

遺構・追物なし

遺構・遺物なし

遠情・遺物なし

遺捐・這物なし

遭構・遺物なし

土師蔚・須恵器・紐文土器

年報12

年報12

年報12

年報12

年報13

年報13

年報13

年報13

年報13

年報13

年紐13

年報13

年報13

年親13

年報13

年狐13

年転13

年紐13

年骰13

年報13

年報13

年報13

年報13

年戟13

年報13

年報13

年報13

年報13

年報13

年報13

年報13

年報13

年報13

年報13

年報13

本杏

遺旧・遺物なし

遺捐・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺捐・遠物なし

土師料

年報13

年報13

年報13

年報13

年報13

年報13

年報13

15rrl 

邸93rrl

3.36rrl 

遺旧・這物なし

退情・遺物なし

遺構・遺物なし

年報13

年輯13

年報13

13 



3. これまでの調査と本柑収録の遺跡

()6 • 12 • 15 (16l⑱ W.¥髪lt1)工学部他校舎改修詰設整備等事業一6 発掘岡充 162.7,rl 古代 ：I：師器・クII恵器・勁物ft 年骰l3
12 ・ 18~ 
12 • 25 
12 ・ 27~ 
12 ・お
07 ・I・ 4~ 
l. !I 

06 ・ 12 • HI (J633 本:Jl：北地区Itiml耽）l［場歩道環壌整佃工事 立会悶充 2943.79Id 遺構・逍物なし 年報13

O!i ・ 12 • 25 06:M （本~I;) 医学部保健学科校令改修1良械設備工事 立会潤究 113.36出 遺構・遺物なし 年恨13
07 ・ •I ・ 2 
07 ・I・ 10~ 0635 附属発設学校ガス漏れ緊急立会 立会濶充 13.45rrl 迅構姐物なし 年根l3
I・ 11 
I・ 19 

07 ・I・ 18 郎36 理学部1サ館外降路取設工事 発掘潤査 30.35,rl 古代 :I:師器・須恵器・礫 年骰13
I・ 22~ 
I・ 23 

07 ・I・ 30 侃37 (＊il;)医学部保徒学科校令改修工事 立会岡在 311.21d 遺構・遺物なし 年骰13

07 • 2 • I 06.18 （字留毛）ゴミ憫き場取設工事 立会調査 35ni 遺情・遺物なし 年11113

07・2・20 郎39 (＊1E)医学部保徒学科校舎CT用接地工事 立会濶査 4.35m 遺構・遺物なし 年報13

07 ・2 ・21> 0640 黙焚団地北地区知命棠ガス漏れ調査 立会潤査 l.521rl 遺構・遺物なし 年報13

07 ・ 3 ・ l 064l （本荘II1)医学部門衛所取り壊しエm 立会調介 52.42d 遺構・遺物なし 年fjil3

07 ・ 3 ・ 6 ⑯ 12 字留毛l}l地災；F復IEl:r．IIt ff．会湖充 l:~l.821rl 遺IJJ.遺物なし 年報13

Oi ・ 3 8 ⑯ 13 （川髭Wl)理学部温室取り壊し工事 立会図充 101.7rrl 古代 ：l：師岱 年報13

07 ・ 3 ・ 8 ( 1•1 （市地区）西側囲障改t友工事 立会岡査 55，おni 遺構・遺物なし 年報13

07 ・ 3 ・ 12 0645 *:il：内地区テニスコート埋設給水管湿水工事 立会関査 763rrl 遺構遺物なし 年恨13

07・3・20 叩 6 （医病）環境整情（救急棟改修）機械設備工事 立会関査 5.77rrl 遺構・遺物なし 年報13

Oi 3 • 22 ⑯17 （教）附属幼椎!QI皿は改修工事 立会汎査 25.7111 迅構・遺物なし 年flll3

07・3・26 ()6.18 （医病）環境整招 (Ill崎北念館外部改修）工事 立会潤充 l.15rd 遺構・遺物なし 年flll3

2007年度

07 • •1 • 10 0701 （教）附属梵設学校東l"I等改修工事 立会潤充 21rl 遺構・退物なし 年報M

07 • •1 • 12 （本荘）医学部図密講義1棗新常：r.~,~ 試掘潤充 古代 溝・柱穴• :l：器 年根1•I

07 ·•I· 13 0702 教↑学部附属幼椎団飼行小展取設工事 立会岡充 1s.21n1 遺構・遺物なし 年骰14

07 • -1 • 16 Oi03① (！J.＼忙Iti)工学部他校含改修胞設整侑等nt業一 6 立会謂査 611" 辺構・迅物なし 年報M
'1 • 20 

07 • 5 • 7~ 07().l (！J.＼嬰lti)新岱工IJtに伴う樹木移植．T．ll[ ff．会洞査 446rrl 古代 :I:師器・須忠器 年紐14
5・8 

07 • 6 ・ 7 医病）東刹棟新営］••1Jt 試掘潤充 年骰l4

07 ・ 6 13 0705 （医刹）東柑棟新営に伴う支陳配線替工事（電気設情） 立会潤充 7nf 遺構・遺物なし 年報l4

07 6 ・ 19 0703② (P..¥嬰lh）工学部他校舎改修施設整俯等事業ー13 立会紺究 469.2ば 遺In．遺物なし 年報l4
6 2l 
6 ・ 27 

07 6 20 07()6 本荘lti地区保健学科通JUl"l整flij 立会調査 1 7.4 IIf 迅構・遺物なし 年tlll4

07・6 20 Al提北地区総合研究棟新営工事 試掘謂充 柱穴・：I:岱 年Hil4

07 6・25 0703③ (）A1嬰市）工学部他佼令改修施設整備等事業ー13 立会調査 31.4111 迅構・遺物なし 年報14

07・6・26 0707 （本~.I:）医学部図書講義棟新営工事 立会濶光 l.590ni 陳祁物撤去・一次掘削 年恨14
6. 29 
7 ・ 10 
7 • 18~ 
7. l!J 

07・6・28 (｝7(）8 （！犯従：It)大教センターIti側雨水管つまり修理 立会岡．在 1.5ni 遺構・迅物なし 年報14

07 ・(i．2!) 0709 （本荘：II:)仮設渡り廊下取設工事 立会調充 -13.510 遺構・迅物なし 年報14

07 ・ 7 ・ :1 07(）3④ (i財grtI)工学部他校舎改修施設整佃等事業一 6.1'1 立会潤査 36rrl 遺情・選物なし 年戟l4

07 ・ 7 ・'1 0710 （京町）教有学部附展小中学校仮設校令取設工事（変班） 立会濶査 、IOrrl 逍構・遺物なし 年報l4

07 ・ 7 ・ 9~ 070孜D (!l＼嬰Iti)工学部他校令改修施設整備等事業一 6 立会曲査 58.75nf 逍構・遣物なし 年報14
7 ・ 10 

07 ・ 7 ・ 17 07ll （医甜）碁幹・環境整備（旧中央診療棟取り壊しに伴う龍気 立会調在 8.34nf 遺構・遺物なし 年tiし14
設t目）：r．1Jt

07 ・ 7 ・ 17 0703⑥-1 (!Aぽ訓1) 工学部他校舎改修施設整情等!lt棠— l3 立会荊1i: l.576.6ni 遺構・遺物なし 年til14

07 ・ 7 ・ 19 0703⑥-2 (：.I.＼提ItI)工学部他校舎改t芦施設整箔等事業ー13 立会調査 300，⑱nf 遺構・遺物なし 年報14

07 ・ 7 • 30~ 0707 （本荘）医学部図密講義棟新営工事 発掘湖査 l.590rrl 縄文・古代 竪穴11:l&•址•水Ill遺構・ピット 木柑

，．3 縄文時代石器・縄文土料・：I：師
器・ i(｛忠器・鉄岱

07 • 8 • 7 0712 （医病）東刹棟新営工事 立会調充 24m 一次掘削 本報告v
07・8・10 0713 渫学部屈外給水管油水修理工事 立会潤査 IId 遺情・辺物なし 年報14

07・8・22 0714 （黒斐itl)理学部1・ 2号館掲示板取設工事 立会潤査 15.71rl 遺構・遺物なし 年報14

07 ・ 8 23 0715 （黒提iり）工学部他校令改修胞設整慌等事業ー19 立会潤企 2.09ni 遠情・遺物なし 年報14

Oi ・ 8 ・ Zl~ 0712 (I只科）東病棟新営工事 発掘潤:Ji:. 589.29ni 縄古文代・古項・縄文土器・：I:師器・ tJi患器•石 本報告V
10 25 ・近IIt 器・古代鉄器・鉗製袴荀・馬什

宋銭

07 ・ 9 ・ 3 0716 本荘内地区駐車場1し入口整情 ．． 9．会潤充 公｝i．8rrl 遺構・遠物なし 年報14

07 • 9 • 1・1 0717 （医刹）基幹・環境整flli(11]中央診療棟取り壊しに伴う機械立会岡充 ・19.4rrl 迅情・這物なし 年恨14

10 • 3 設伯）工m

(17. 9. 25~ 0703⑦ (！l＼嬰iり）工学部他校舎改修施設整懐等事業ー 6,16 発揺潤査 275.5d 古代 WI，1}:J:・ピット 土師器・ Ui恵器 年報14
，．切

10 • 2 
07・9・27 0718 （大江）媒学部本館酎霰改修工事 発掘潤1t 26-1.32111 古代 消・：I：師器 年ftl4
10・ I~ 
10 • 2 

14 



07・10・4 
10 • 15~ 
10 ・ 16 
10 • 22 
10 ・ 25 
08 • l • 30~ 
1 ・ 31 
2 • 13 

07 • 10 ・ 19 
07 • 10 • 26~ 
11 • 28 
07 • 12 ・ 3~ 
12 • 4 
12 • 6~ 
12 ・ 7 
08 • 1 • 18 

07 • 12 ・ 5 

07 ・ 12 ・ 5 
12 • 11 

07 • 12 • 7 
12 • 10 
12 ・ 12 

07 • 12 • 7 

07 • 12 • 10 
12 • 17~ 
12 • 18 
08 • l • 16~ 
1 • 17 
07 ・ 12 ・ 14~ 
12 ・ Zi 

07 ・ 12・19

08 ・I・ 16~ 
I・ 17 

08・1・22 

08・1・22 

08・1・23 

08 ・I・ 25 

08・1・29~ 
1 • 30 

08 • 2 • 1 
2 • 4 
08・2・11 

08・2・25 

08・2・27 

08・2・29 

08・3・11 
3 • 26 

08 • 3 • 17 

08 • 3 • 21 

08 • 3 • 21 
08・3・25 

08・3・Zi 

08 • 3 • 31 

2008年度

OS・4• 2 
OS・ 5 • 7 
08・5・20 

08・5・26 

08 • 6 ・ 5 

08 ・ 6 ・ 6 
6 ・ 19 
6 ・ 23 
6 ・ 26 
7・4 
7 ・ 10 
7 ・ 18 
7 ・ 28 
8 • 25 
12 • l 
12 ・ 8 

08・6・20 
6 ・25~ 
7 ・ l 
7 ・28~ 
7 • 30 
12 ・ 4 
12 • 18~ 
12 • 19 

08・ 6 ・9~ 
6 ・ 10 

0719 

0720 

0719 

0721 

0722 

0723 

0724 

(lk町）教'fr!r：部附属小111学佼佼合芍改9Eエllt

り9務局＂餌！引用外給水行袖修工事

(Jj(IIr)教f学郎附属小中学校校令等改作工事

(）j(Hr附属,Jヽ99I) i2 令~o;;,~械設!Iii改修

(Jl1提）：匹'I:部8•l}•館内部改修その他工事

(J胆＼嬰）工学部8•S}•館IJ..l部改修電気設俯エllt

（木~Iり,,)医学部店礎研究棟 (C 棟取り 1良し） ：I：lli 

0725 (）田町）教f学郎附属小・中学校校令等改修電気設I日エIIt
0703⑧-1（瓜嬰IM)T.学郎他佼合改修抱設整情等m業一 6,18 

0721 

0726 

070⑲ 

(）;（RI附属,Jヽ,,,)佼令・字機械設情改修

医学部｝屈礎研究1点北開喫焼j所

(／l,＼嬰 1♦1) 工学部他佼令改9固施設整信等事業ー 20

0727 (IA＼嬰） ：r．牛郎8り館酎裳改修槻械設伯工事

0728 (IA＼~)工学部8•り館内部改修慨械設憐工nt

0703@-2 (IA¥嬰1tr）工9'f.部他校令改修抱設整債m業一 6,18 

0703i⑲ (！l＼嬰ltr)工：` 引郎他佼令改修抱設整債事業ー10

OiO:fs.8) —3 (！l＼嬰Itl)：l::'f.郎他佼合改修捻設整伯事業一 6,18 

07螂ー、1(A1梵19l)：r．学郎他佼令改修施設整｛が1t棠ー 6,18 

0729 

07．叩

0731 

0732 

0733 

07糾

0735 

0736 

Oi37 

0738 

0739 

0801 

0802 

0803 

08(),t 

0805 

0806 

0806 

0807 

(n¥嬰199)ボイラー等撤去工事

(！II嬰東）教＂学祁附属特別支援学校防火 JII水惰憧去：rJit

(！i1嬰1,l)lllfltll処理・ヒンター改修

(＊11;）特別高I.I浚電棟増築工事

（医刹） 111111央診根棟取り填しエlJi

W,¥嬰北）排水跨11111:)郎フェンス設匠I：りt

医学郎保健牛i}ボイラー9I1地下爪油タンク撤去工lJl
（大江It)薬学部il'IFJiIII水惰撤去：ElJt

（！l¥嬰191)ボイラー悦突徴去．t1"

（本荘l"）医学部保健学科記念碑取設工事
（！l¥嬰北） Illぼ注．r．灯Iti設．T．m

（灰病） 1U中央肪恨棟とりこわしエm（追加）
附属IIIA閉校散水復1U工事

痰学部渫1,'i_団竹理令ガス行改修工IIt

（木荘北） lit翰場Jit{I乳し工事

(!.I,＼嬰1t1)がイ?-:'i11tJ!lf.l給水脊湿水修理

(！l.＼嬰） 1+1地l引財IJ姑設支闊配管杵工事

（！l＼嬰） ll1地区困hl施設支印配管tド工事

(＊11:）h切吋[OO1年構義棟新営恨械設flii工事

構内逍跡と調査の概要

立会岡充

立会閲査

兌掘潤査

308.68rrl 弥生・古代 ピット・弥生：I:沿
土邸器

2.5出 遺情・遺物なし

230.3rrl 弥生・古代 竪穴住居・ビット・溝・弥生土
器・ 1：節器・須恵荏・打製石践

立会潤査 l.309.0Srrl 弥生・古代・竪穴{l:1i：·・ピット・弥生土器•土
近批・近代 師岱•9n思岱・近世．近代困磁器

立会調査

立会罰査

立会潤査

立会図査

立会閑充

発掘閃査

立会濁査

立会閾査

立会謂査

立会四査

立会調充

fl会潤査

立会潤査

立会岡．在

立会岡充

立会関査

立会潤査

立会潤査

立会潤充

立会図査

立会図．充

立会図充

立会関企

立会因査

立会日査

立会潤査

立会調査

立会図在

立会調充

立会調査

立会糊充

発掛潤査

立会潤査

97,rl 

14.l nf 

1.ooom 古代

90nf 

14&75m 古代？

遺構・遺物なし

遣構・姐物なし

;l:ht・ピット・：l:師器

遺構・遺物なし

ビット

112.65m 弥生・古代・竪穴｛l:居・ビット・近代j：坑・弥
近世・近代 生土岱•土師器・ク[i.1.!.｛器・近世．

近代囚磁器

1 rrl 

94.5d 

12rrl 

2rrl 

89rrl 

2.().1rrl 

96.irrl 古代

53.02,rl 古代

38.Snf 

4d 

11,25d 

12nt 

8-lrrl 

50.3rrl 

40rrl 

i33rrl 

208m 
1.8m 

10. • 135 
rrl 

20rrl 

2rrl 

1.8rd 

11.Irrl 

2lrl 

306.46面古代

125.2m i!ift 

29.7rrl 

遺情・遺物なし

遺情・遺物なし

遺情・遺物なし

遺情・遺物なし

遺構・遺物なし

遺情・遺物なし

:I:h9器

：I：師岱

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

土師岱

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺IR・ 遺物なし
遺情・遺物なし

遺'".遺物なし

遺構・遺物なし

遺捐・遺物なし

這情・迅物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺情・遺物なし

土r.11ia~

清・ピット・：l:師器・須恵器・近
代困磁召・石器

遺構・in物なし

本報告v

年ffll4

本報告v

本報告v

年報l4

年報l4

年報l4

年報14

年骰14

＊報告

年報14

年報14

年骰14

年報14

年報14

年報14

年報14

年報1•I

年報M

年報14

年報l4

年報l4

年報14

年報1•1

年報14

年報14

年報14

年骰14

年報l4

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

15 



3. これまでの調査と本班収録の遣跡

08 ・ 6 ・ 18 

08・6・23 
7 • 1 
7・3~ 
7・4 
7 • 15~ 
7 • 16 

08・7・10 

08・7・11 

08 ・ 7 • 14 

08 • 7 • 15 
08 • 8 • 18 
08 • 8 • 20~ 
8 • 22 

08 ・ 8 • 21 

08 • 8 • 21 
08・8・29 

08 • 9 • 1 
08 • 9 • 9~ 
9 • 10 

08 • 9 • 9 
08 • 10 • 6 
08・ 10・9 
10 ・ 10~ 
11 • 28 
08 • 10 • 10 
08 ・IO・ 15 

08 • 10 • 28 
08 • 10 • 29 
08・11・4 

08・11・6 

08 ・ 11 ・ 10 

08 • 11 • 18 
11 • 19~ 
11 • 21 
11 • 25 
08 ・ 11・18
11 ・ 20 
12 • 24 

08 • 12 • I 
08 ・ 12 ・ 3 

08 ・ 12 ・ 10 

08 • 12 • 11 
12 ・ 15~ 
12 ・ 19 
09 ・ I • 13~2 ・ 19 
08 ・ 12 ・ 22 
12 • 24~ 
12 • 25 
09・1・5-

2• 2 
3 • 10 
08 ・ 12 ・ 24 

08 ・ 12 ・ 26 

09・I・20 

09・1• 22 
09 ・ 2 ・ 2 

09 • 2 • 4 
09 • 2 • 5 
09 • 2 • 12 

09 • 2 • 12 
09 • 2 • 13 
09 ・ 2 ・ 13 
2 ・ 19 

09 • 2 ・ 23~ 
24 
2 ・ 27 
3 • 4~ 
3・5 
3 ・ 13 

09 • 2 • 16 
09 ・ 2 ・ 16 

09 • 2 • 17 
09 • 2 • 18 
09 ・ 2 ・ 18 

09・2・23 

09・2・24 

螂

呻

0810 

0811 

0812 

0813 

0814 

0814 

0815 

0816 

0817 

0818 

0820 

0821 

0822 

0819 

g
g
g
g
g
g
g
g
 

0831 

0832 

0833 

0831I 

0835 

0836 

細

g

g
螂

卿

0842 

0843 

0844 

匈 9

0850 

(lM髪北）有機系廃液処理祐設東仰拾水管泊水修理

（馬嬰＂）福利詰紋樹木移杭工事（追加）

字留毛HI地給水管補修工事
(JA＼髭IH)共川棟114陪改修筍気設憐工事

（瓜嬰w)掲示板移設工事

（本荘,,,)医学部茄況構内郎iiiガス配管団れ修理

（医病）東病棟新営工事

（医f1:l)京病棟新営工事

（本荘l")こばと保脊団支ほ碁悦等撤去工平

（本荘,,,)医学部基礎構内iii水道配符温れ修理

字留毛団地油タンク笹tll線補修工事

(ll.＼嬰北）ポンプ立西側給水管泄水修理

(llut:It)文法学部本館改修JtI側支阻物撤去工事

本荘団地（北地区）府護師柑令i.!ll設ガス管修理

本荘IU地区保健学科東lllllll11'4整伯

（渡寵｝体育館酎震改作その他エヰ

軟＂学部附属特別支援牛校氾水閃査補修工事

（本荘H)医学郎保健学科喫燻所取投工事

（医IAf)班カエm負担金
（瓜嬰Iり） :ltm棟黒嬰3柑木ft採・移MエlJJ-
五高llll校120周年記念偵樹

（本荘）こばと保守団改築電気設情工事

(/};＼髭北）学務部プレハプ倉＆I（改修機械阪伯工事
（本荘）こばと保宵園新営楓械設臼工事（変更2)

（渡脆）体f館酎震改修機械設憐エIF

文法学部講義室北側袷水竹涸水関査

(Ji＼髭北）軟脊学部本館東側汚水枡補修工事

(*1EIII)共用研究棟新営工事（変夏）

（阪刹）康刹棟新営機械設俯（衛生）工事（変更）

立会閃査

立会閲査I
発姐閃充

立会岡査

立会閃査

立会関査

立会潤査

立会閃査

発掘図充

立会関査

立会岡査

立会囮査

立会図査

立会岡査

立会閲査

立会閃充

一次捉削／

発掘口査

立会日査

立会日査

立会閃査

立会閃査

立会図査

立会謂査

立会閃査

一次掘削／

発担閃査／

立会閲査

発掘閃査

立会図査

立会図査

立会関査

一次掘削／
発掘閃査

03n1 

23.5d 古代

2nl 

3.6m 

•II.Im 
2.421rl 

8rrl 

212m 

ld 

1.771d 

0.96rrl 

2.1 rrl 

so.2m 

7.4rrl 

301rl 

69-l.95rrl 

4.8d 

O.Sm 

120.sm 

44.55m 

o.25m 
109d 

25m 

20m 近代

113.3d 

1.04,rl 

IArd 

M.13rrl 

580rd 

遺構・遠物なし

辺構・退物なし

遠構・遺物なし

遺構・遺物なし

弥生 沿発見

弥生・近世 弥生時代溝・近世消

弥生土西・石料・近世淘磁器

遺捐・遺物なし

遺捐・遺物なし

遺構・遺物なし

遺情・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遠物なし

遺構・遺物なし

紐文・古項・縄文土器・石器．古項時代玉．土

古代 師器・石笞・人什

（瓜髭北）軟↑学部本館・文法学部本館改修恨械設惜工事一次掛削／ 456.54rrl 古代
（変夏その 1.その2) 発提閃査

五店開校120周年記念M樹（追加）

（黙髭北）教脊学部本館改修I99日酎震褐油工事

(1A＼髭ltl){8蓄倉庫取設工事

(IA＼戻ltl)lt/地区ポイラー立改作：I：m

（凩嬰w) ものづくり実刊究RR新営にl'f!う支応樹木伐採・移
栢工事

(*if.I:)医学部図密講義棟培築機械設情工事
（黙嬰北）ポイラー焼突撹去工事

（！A¥嬰北） 9k'ft学郎本館・文法学部本館改修電気設憐工事
（変災）

⑱15 CIA＼嬰Jtl)褐祉施設新築工事

圏 6 （城東町）附属幼椎園ltr'I改修J:nt
匈 7-1 （瓜提北）教打学部本館改修（変夏）
~2 

匈 8-1 (!A＼忙北）文法学部本館改修（変夏，変児その2)
~5 

訊髪団地（北地区）外灯増設その他工事

（渡龍）体脊館酎震改修伐位般伯工事（追加）

0851 （医病）水路亙改修工m
0852 （黙嬰w)排水ポンプ霞源工事
0853 (！A＼戻H）ものづくり実惜室n新営電気訳伯工事
匈 7-3 (ll＼髭北）軟打学郎木館改修（変更その2)

08.引 (JA＼嬰北）北地区ポイラー立改修工m

立会閃充

立会閃査

立会調査

立会閃査

立会閃査

立会関査

立会閃査

立会閲査

立会刃充

立会訊査

立会囮査

立会閃査

立会閃査

発掘閃査

（立会閃査）

立会田査

立会図査

立会閃査

立会図査

立会閃査

這捐・遺物なし

溝・住居址•土栢呂•石召

遺捐・遠物なし

這情・遺物なし

迅椙・這物なし

遠構・遺物なし

遺構・遠物なし

溝
古代土鉦器・須恵器・石器

遺構・遺物なし

遺構・遠物なし

遺構・遺物なし

瓜曜石

ピット・住居址・土師器・須恵

器・弥生土路・縄文土器•石器・
鉄諾

溝・住居址・ピット・土師器・須

恵器・石器

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

本杏

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

本密

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

0.3rrl 

60rrl 

43.5d 

5IIf 

8n1 

7.2n1 

5rrl 

9.6n1 

l.6n1 

ld 

130.Sm 

138.17d 

遺構・這物なし

遠構・迅物なし

遺構・遺物なし

遠構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺情・遺物なし

遺構・遺物なし

遺捐・這物なし

遺捐・遠物なし

遺構・遺物なし

遺構・遣物なし

遺構・遣物なし

年紐15

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

3nf 

13.32nf 

8nf 

lnf 

0.5nf 

244.6nf 

l2nf 

遠構・遠物なし

遺構・遠物なし

遺構・遺物なし

遠構・遺物なし

遠構・遠物なし

遠構・遺物なし

土師器・須患岱

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15

年報15
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I 構内逍跡と調査の概要

09 • 2 • 26~ 0854 （屈髪北）北地区ポイラー宣改修工事 発掘図査 106d 古代 ビット ・土竪師穴器住居・須址恵・器道状・石遺製捐紡・
本密

3 ・ 12 土ほ墟lIl慕．

09・2・26 0855 （凩髪")In情恨処理センター改修電気設伯工事 立会田査 20.85nf 遺構・遺物なし 年帷15

09・2・Zl 0856 （黒髭w)ものづくり実冒虫n新営工事 立会閲査 60.99rrl 遺構・遠物なし 年戦15

09 ・ 3 ・ 3 0857 （凩髪l"）旧情霰処理センタースロープ取設工事 立会図査 33.l 14nf 遺捐・遺物なし 年帷15
（内Ll2irl)

09 ・ 3 ・ 4~ 0858 （屈髪北）款打学部本館改作京団柑牧工事 立会閃査 117nf 辺捐・遠物なし 年報15
3・6 
3・ 11 

09 • 3 • 6 0859 （瓜嬰川）共JII棟凩嬰3酎震改修機械設憫工事 立会関査 3.6nf 遺構・遺物なし 年報15
<o.32m) 

09 • 3 • 6 0860 (IA¥髭IH)ものづくり実習窪n新営機械設偉工事 立会囮査 ll5.54rrl 遺構・遠物なし 年報15
3 • 13 07.74m) 

09 ・ 3 • 9~ 0861 （島促北）文法学部本館改修東側植栽工事 立会罰査 336nf 逍構・遣物なし 年報15
3 • 11 
3 ・ 17 

09 ・ 3 • 9 0862 （瓜嬰w)共｝tll鼠IM髭3酎震改修電気股備工事 立会開査 2lrrl 遺構・遺物なし 年報15

09 • 3 • 10~ 0863 (U渇捐J}ポイラー寮他改修機械設情工事 立会関査 98.5rrl 遺構・遺物なし 年報15
3・ ll (4.86m) 

09 ・ 3 • 16 卿 （！彫髭北）環境整債（排水等）エ平 立会悶査 ll9.99rrl 住屈址・ピット・土毎器 年報15
3 • 23 

09 ・ 3 • 17 0865 （凩髪IH)1H地区ボイラー究周辺外柑工事 立会綱査 393.78rrl 遺構・遺物なし 年報15
(1.12rrl) 

09・3・23 0866 （凩髪北）学生会館北四排水等工m 立会図査 18rd 遠構・迫物なし 年報15

09・3・Zl 0867 （凩髪北）北地区ポイラー窪屈辺外捐工事 立会閃査 ”24rri 遺構・遺物なし 年殺15
(16.lnt) 

09 • 3 • 31 0868 （医病）カープミラー取設工事 立会閃査 2nf 遺構・遺物なし 年報15

2009年度

09 • 4 ・ 15 0901 （黒髪w)西門改修H栽移H工事 立会口査 18d 遺構・遺物なし 年骰16
4 • 17 
09・4・20 0902 （凩髪rtl)西門改作工事 立会田査 422nf 内扉・塀新設に際し黒褐色の住居 年報16
4 • 22 址らしさ遺構検出
4 ・ 24 それ以外遺構・遣物なし
4.町

4 • 30 
5 • 1 
5 • 25 
5 ・切
5 ・ 28 

09・4・23 0903 （本荘中），lI地区構内カープミラー取設工事 立会図査 1.19m 遺構・遺物なし 年報16

09 • 5 • 8 0904 （宇留毛）学生寄trl舎駐翰場新営工事 立会閃査 16d 遠構・遺物なし 年報16

09 ・5 • 8 0905 （馬髭内）歴外同水管改修工事 立会関査 5.8d 遺捐・遺物なし 年般16

09・5・'!:l 0906 （大江）漿学郎打渫フロンティアセンター新営その他工事 立会閃査 0.8nf 遺捐・遺物なし 年報16

09・5・28 0907 （医病）甚幹整阻｛電話交換設伯更新）工事その1（変更） 立会閃査 11.48rrl 遺構・遠物なし 年報16

09 • 6 ・ 5 0908 （医病）甚幹整伯（珊話交換設伯更新）工事その2 立会図査 l.6nf 遺構・遺物なし 年報16

09 • 6 ・ 4 0909 （大江）菜学部樹木伐採・移植工事 立会閃査 10.48d 遺捐・遠物なし 年報16

09・6・ ll 0910 （瓜髪北）ガス配管修理 立会閃査 3m 遺捐・遺物なし 年報16

09 • 7 • 3 0911 （大江）藁学郎＂藻フロンティアセンター新営その他砲気設立会閃査 3.24m 遺捐・遺物なし 年報16
7-22 偉工m

09 • 7 • 6 0912 熊本大学黒髪HI地（京地区）インフラ整恒 立会関査 1.2d 退捐・遠物なし 年報16

09 • 7 • 8 0913 （黒髪北）非常勧訊閾柑泊紺紋屈外給水管漏水修理 立会詞査 0.6rtf 遺構・遺物なし 年報16

09・ 7・ 8 0913 （瓜髪北）特別支援学校困外給水管湿水作理 立会謂査 0.8nf 遺捐・遠物なし 年報16

09 • 7 • 13 0914 （黒嬰北）文法学部本館酎震プレース荘礎まわり工事 立会詞査 3.5d 遺捐・遺物なし 年報16

09・7・28 0915 （字留毛）留学生柑合新営電気設伯工事（追加その5) 立会図査 2rrl 遺構・遺物なし 年報16

09 • 8 • 7 0916 （本荘中）動物資濶開発研究雄殷棟W閲屈外配管沿水修理 立会図査 3nf 遺捐・遺物なし 年報16

09・8・10 0917 （本荘中）捐内通節l:H根取設工事 立会関査 0.44nf 遺捐・遺物なし 年報16

09 • 9 ・ 4 0918 (IA髭北)教'f.1学部本館・文法学部本館I1期改修機械設困工立会閃査 5037d 遺捐・遠物なし 年報16
事

09 • 9 • 4 0919 （黒髭北）文法学部本館n期改修外捐工事（変更） 立会図査 464.8rd 遠構・遺物なし 年報16

09 • 9 • 4 0920 （訊嬰北）文法学部本館1I期改修束閲外構工事 立会閃査 3.56rrf 遺捐・遠物なし 年報16
10 • 2 • 24 
09・9・29 0921 （黒髪北）軟脊学部本館・文法学部本館n期改修電気殷情エ立会詞査 碑 ,If 遺構・遭物なし 年報16

事

09 • 10 • 6 0922 （訊髭市）工学部研究爽験棟準伯窪A撞接地工事 立会図査 3.6nf 遺構・遠物なし 年報16

09 • 10 • 13 0923 （医病）東病棟新営機械設伯（衛生）エ平（変更）． 立会図査／ 工区古代 ピット・住居 年報16
10 ・カ—

溌掘図査醗(R0025IC5o9含md 部） 
土師岱杯・須恵器遊

10 • 30 
11 • 12 
11 • 13 

50rrl 
⑪5.3m 

09 • 10 • 19 0924 （医病）東病棟新営機械設伯（衛生）工事追加その2 立会閾査／ 工区古代 ビット 年報16
10 • 23 

騎捕円脊 0925函⑨（③御四I記田含．9釦da d ） 1 ・

10 ・'Zl-30 

17 



3. これまでの調査と本19F収録の遺跡

09 10 ・ 27~ 0925 （灰1月）東科棟新1:tl:t械設情 (ni!l:)．13lt 追加その1 立会調企／ 工区(9古代 ピット・住居Jll:.i青 年根16
IO・ 30 発恨刃企 15.9ni 土師亮・店M;
ll ・ 12 (092.3含） ・I-．師笞・ i[（忠器
11 • 13 

⑩⑥⑧2377...2271rrl rrl rl 11 • 19 
ll ・ 24-
ll • 26 
12 ・ l~ 
12 3 

09 10 13 0926 （灰1ii)）＆怜松情 (I'.I家梵霜設情更新）ー[9It tf．会苫虻 &l1rl :l:C叫岱 年骰16
10 ・ 28 

09・10• 20 0927 (：lW捐I)ゴミ県rn場If{;[化I:ll[ 立会潤充 9.19nf :I：師器 年tll!6

09 ・ 10 ・ 21 0928 (!9.＼ ~:It:) 教h’祖り沐館・文法学部木館 II 期改修機械設阻I: ．{l会潤充 3.3rd 遺Ill・遺物なし 年骰16
91t 

09・10・ 29 0929 （医刹）術6刹棟ス Uープ取設；r．9It 立会濁在 2ni 遺情・遺物なし 年根16

09・11・4 0930 (＊41;．lt)）＃硯研究1東北側プレハプ9)ヽ屈改ig:I渾 立会岡査 0.9』Il 磁器 年報16

09・ll・l0 0931 （灰刹）東刹棟．It側IIM水行吟；IR設：r：," 立会潤査 1•IId A・ C irtlll ・遺物なし 年恨16
ll ・ 18 B{I:I&•址・縄文後IUJ:i：器・古代土

師器・須患器

09 11 10 0932 （凩駐南） 1日図齋館工学部分宣改修工＄ 立会潟査／地III熱試 i!jit 清 本書
11 ．貨～ 発掘潤査 掘・ピッ 1i ft :I: ti t} • Jfi!!．(t；； 
12 ・ 3 ト公捉

12 • M 0.981rt 
外溝エりt
230.7ni 

09 • 12 • 9 0933 (J;（町） ＂t料小学校プー/1,ft!!改9EI氾械註情］：りt 立会関充 I.Snt 遺捐・遺物なし 年報16

09 ・ 12 • 9 093i (!1.9髭川） Ill図冑館J:9}：郎うトi仕他改9芦電気設債工事 立会潤査 l4.6iId 遺構・遺物なし 年骰16

10 ・ l • i 0935 （黒髪北）体百館改修電気設臼工事 立会関．fr./ •l232lm 古代・近代 ピット ＊苔
l ・ 12 発掘潤企 土帥岱・須忠笞磁岱
l ・ 19 
l.お
2・2 

10 ・ 1 ・ 12 ()lJ36 (I反刹） Il•1 こばと f吊f11叫lllI:JI（場整fg 立会潤在 12rrl iIMさ 年報16

10 1 13 0937 （！、し＼梵Itl) ll•I図 1'『館ぷ:祖：部分オ什他改作慎械設{Q;［ IIt 立会潤．在 56IIi 遺構・遺物なし 年報l6
2 23 

10・1・14 0938 （黒髪南）エコロジーシステム実験宣接地工事 立会調：l'r./ IOd 縄文 溝・包含附 * tF 
2 ・ 17~ 発掘調．忙 縄文土器・弥生：l：器
2 • 19 
lO ・I・ 15 0939 (:I¥梵．It)教ff1'I:tl冴漁191期改9EI用側外Iり：1:11i 立会潤充 12rr/ 遺IR in物なし 年報16

10 ・ 1 ・ 26 邸 0 （！I\央Iti) 生物生．o．環境11•9Ehtり沼什It1t:r3lt 立会盟1査 I rrl 遺情・遺物なし 年tlll6

10 ・ l ・ 29 ()9.il (1J.＼貼It)ikff館h｛外隋段改9E:I3It .')［会潤充 I rrl 遺構・遺物なし 年報16

10・1・29 a12 （焦梵北） 9K付館9り｛外配水竹改作 立会調在 lni 遺IR.jR物なし 年報16

10 ・ 2 ・ 2 0943 (ilI忙lti) ll•II褐書館.1:．学部分3｛外情．いII 立会謂査 7n1 V字烈遺構（溝？） 年報16

lO ・ 2 ・ 8 0944 (！l＼忙北）教"f況I；本館II期改修東問外！nr.1It 立会調在 Im 遺構・遺物なし 年報16

10 • 2 • 8 09-15 (！J.＼嬰北）教打学部本館・文法学部本館改修伐械設t信工lJt 立会潤充 3rrl 遺情・遺物なし 年恨16
(n期）

10 ・ 2 ・ 8 ゆi6 （！l¥嬰北）教f{t部本館・文iJ沿暉：部本館改9E恨械設ft．工事立会調充 7.2m 遺情・遺物なし 年報16
(II期）追加

10 • 2 • 12 09-17 (・),if.)楽1各郎講義棟前外if.1:lJI 立会潤在 21rl 辺情・遺物なし 年報16

10 • 2 • 15 面 8 (！9.＼梵北）牧f(q湘凍軟衣既設駐翰場徴去•新設他工事 立会潟査 45nf 遺情・遺物なし 年報16

10 • 2 ・ 15 姻 9 （！！．＼梵北）教＂学郎東教立外情． I渭 立会潤査 0.5面 遺捐• in物なし 年報l6

10 • 2 • 15 0950 (!9.＼梵北）教ff牛部東教安耐英改9引恨械設伯＿T邪 立会潟査 4d 選捐・遺物なし 年報16

10 ・ 2 ・ 15 0951 (!•1.＼梵北）教＂牛部東教安紺哀改修電クは泣情工nt 立会因充 o.5m 遺構・辺物なし 年報16

10 ・ 2 ・ 22 0952 (}I＼梵 ltl) 生物t1北．Uln填•ft百棺折5"新営憤伎註債工事 立会苫充 l.5d 遺構・遺物なし 年報16

10 • 2 • 22 0953 （M¥梵ltl)生物生．g．＂＇gnfn1tfi衣新営電気紋情工事 立会関．在 lrrl 遺構・遺物なし 年紐16

10 ・ 3 ・ 1 095i (!A¥生IfI)環境整｛i(IIF.佑場:9)」;m 立会関査 2m 遺情・遺物なし 年報16

10 ・ 3 ・ 1 095S (!!.＼生Iti)環境整情駐怜鳩クはr紋伯：I：’" 立会岡充 2m 遺情・遺物なし 年報16

10 ・ 3 ・ 2 0956 （＊荘191)ポイう一5"安電設慌改9}その他T.1i 立会潤企 2rrl 遺IR・ 遺物なし 年報16

10 ・ 3 ・ 3 0957 （大u：北）深学ni凋外通＇lil悧Ii取設：r：l" 立会潤査 3ni 這情• in物なし 年報16

10 ・ 3 ・ 4 0958 (!/,\~東）教ff学部附属特別支援学校,Jヽ牛部遊Jし設屈工m 立会関査 2m 遺In.in物なし 年報16

10 3 4 0959 (!!、1嬰It)枚介{1:tl：本館1川県配水竹・述桔送水竹工?Jr 立会潟査 2rrl 逍構・遺物なし 年報16

10 3 5 0960 （本11:;lt)医学郎駐怜場1『{ilt13Ir. ff．会謁査 171rl 逍構覆：I：検Iii.at位i変史により保 年様16
rr・・遺物なし

IO・ 3 ・ 8 0961 <lA\~1t/) t柑岱倉bl(21r{設：r．?lt )［会調在 (）．83Id 遺構・遣物なし 年tlH6

10・3・8 0962 (！，\I 嬰Iti) 設大備！？：：1院:,,~1:1然l：げ：研究｛：け実験棟地1叫衷ft工学実験寮 立会調査 0.71rl 遺9柑・遺物なし 年t1il(i
改修電気

lO 3 lO 0963 (Jj（町）附拭,,,ti：佼佼令,tr餌li.I•l水竹改修：I：lli 立会調査 0.63ni ~祝l: ピット・浅いn！み 年報16
弥91:．時代売II•Il]様部

l0・3・ll 嬌 I (!l1央北） lkff館改修tE気設憫I:IIt（砥t11位去） 立会図査 1.211! 遺構・遺物なし 年報16

10・3・11 0965 (!•1,1嬰北）文t｝；りf:部本館駐佐場撤：1： T.9it )［会凶査 0..18nt 遺11'.遺物なし 年fIt16

10 3 12 0966 （！！．＼梵北） i吊健センクー 1li/M外il1•K栓取fド工事 立会洪査 0.8ni 遺構・遺物なし 年tiし16

10 3 15 0967 （！＼＼梵Ill)！It務M来客11IIII:II（場取設工lit 立会関充 2.J.lni 遺情・遺物なし 年報16

IO 3 ・ 16 0968 (：l.nt北）．JtlIIIQ!.¥＼梵（i揚水設情撤去他給水註俯改9E:r:2it 立会図企 3.761rl 遺情・遺物なし 年報16

IO・ 3 ・ 19 0969 (!i1梵東）ソフト・テニスコート拾水工事 立会岡査 0.2fof 遺情・遺物なし 年骰16

10 3・23 0970 （J田町）附属IItt校教11't-部lul．で．£がじ魂碑案内1累住設慨：I：m 立会関丑 0.12m 遺構・遺物なし 年報16

lO 3・23 09il rn1梵北） 文法,祖巧叩i紙tr卜1(i'.l:l'flJ：事 立会渭企 l.8rrl 遺情・遺物なし 年恨16

10 ・ 3 ・ 26 0972 （本:il:lff) 保健~i:HEIい給水配脊1:!Jt 立会刃ft 8.7rrl 遺IA・ 遺物なし 年報16

10 ・ 3 ・ 26 0973 （大ii：北）・応牛郎伍滋館K！外給水配行．T．?JI 立会因充 0.3-lIIi 遺構・遺物なし 年報16
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I 構内遺跡と調査の概淡

2010年度

10 ・、I・6 1001 しや即lI）ガスメータ付近ガス埋設管涸i曳関光 立会関査 3.9面 遺IR・ 遺物なし

10・6・25 1()()2 （黒嬰北）文法学部本館酎裳プレース設Inf也工事 立会図査 22nt 遺構・遺物なし
9 l 0.18nf 

10 • 6 • 30 1003 （！i＼嬰市）生物生．g．環境音容解析室竹板設訊．T．1p 立会潤査 0.18d 遺構・遺物なし

10 ・ 8 ・ 4 1001 (!•＇.＼嬰北）守術杢シャワー室改修工事 立会悶査 ll.04rd 遺構・遺物なし

IO・ 8 ・ 9 1005 (）;（町）附属小学校給排水設侑工事 立会調査 17rrl 遺構・遺物なし

lO.8. lO l()()(i (il，＼嬰北）文法学部本館阻期改修外構工llt 立会潤査／ 12ll.681rl 古代 ピット・住／計址・鼈粘土
9・3 発掘濶査 土師器・須恵器
9 ・ 6~10 
11 • 3 • 4 
10・8・!0 1007 （！i＼提北）教廿学部本館・文法学部本館Ill期改修悦械設俯：1: 立会岡究 48.21rl 遺構・遺物なし
9・3 事

10 ・ 8 ・ II l()()8 (!！,9嬰北）高If.配瑶線等改修工事 立会悶査 13』r! 遺構・遺物なし

10 • 9 • l l()09 (：l,＼嬰北）教有学部本館・文法学部本館111期改修霞気設伯エ立会開査／ l.61rl 古代 ビット・遺物なし
9・3 事 発掘謂査

10 • 9 • 15 1010 （城某）附屈幼椎団速動場ガス漏れ修理 立会潤査 2nl 迅構・遺物なし

10・9・24 1011 (！9．し戻Iti)理学部I• 2号館中庭梢枝 立会図査 23rrl 遺構・遺物なし

IO・ 10 ・、1 lOl2 （U¥嬰北）教行学部本館・文法学部本館m期改修恨械設情エ ．‘t会潤充 67.7rri 遺構なし
10 ・ 5 事（追加） 土師器J¥・
10 ・ 7 

10・10・4 1013 (：，•し髪北）教有学部本館周辺移禎等工事 立会調査 82Irl 遺情・遺物なし
10 ・ 5 
10 ・ 7 

10 ・ 11 ・ 10 1014 （！氾＼髭北）教脊学部本館耐混壁設骰等工事 立会調査 91.63ni 遺構・遺物なし
11 • 11 
10・10・26 1015 （！1¥炭北）教打学部本館皿期改修外構エlli 立会潤査 2101.0lm 逍構・遣物なし
11 ・ 2 • 1 
2・ 10 
2 • 15 
2 ・ 22 
2 • 25 
11 ・ 3 ・ 2 
3・3 

10・10・7 1016 (Ji1提北）教行学部浄化柑等撤去工事 立会岡査 98.46rrf 迅構・遺物なし

10 • 12 • 6 1017 (*1EItf)テニスコート整信エリ[ 立会図査 0.25出 這情・遺物なし

10 • 12 • 20 1018 （！i¥髪北）五高記念館樹木移梢工事 立会図査 4nf 退IRなし
須恵器・土師諾片

10 • 12 • 20 1019 （！！し炭北）五高記念館使所新営工事 立会調査 5rd 遺構・遺物なし

10 • 12 • 27 1020 (＊iIEIii)テニスコート整憐工事（追加） 立会調査 0.5nf 遺構・遺物なし

11 ・ 1 ・ 17 1021 （！胆＼髭北）五麻記念館便所新営霞気設伯．T.llt 立会潤査 2nf 遺構・遺物なし

11 • 1 • 17 1022 (！l.＼提；it)五店記念館便所新営機械設俯エllt 立会潤査 20.2rrl 遺構・遺物なし

II • I • 17 1023 （！！、＼嬰Wi)1J11障改修工事 立会調査 6.95nf 遺構・遺物なし

11 ・ 2 ・ 4 1()24 （本i/［北）カープミラー取設工ilt 立会調査 0,25d 遺構・逍物なし

11・2・24 1025 （本~I：中）医学部碁礎研究棟とりこわし支1勾配管仲工り1 立会調査 175.5rrl 遺構・逍物なし

2 • 25 

11 • 3 • 2 1026 (!！,＼嬰北）教ff学部本館北側排水設備修理工1It 立会詞査 10.3rrl 遺構・遺物なし

11 • 3 • 9 1027 （！犯＼嬰北）北地区門術所太陽光発砥設伯設In工事 立会閲査 9.6m 遺構・遺物なし

11・3・10 !028 （！｝．＼嬰北）教行学部本館正面入口前梢火管修理 立会図査 2.im 遺捐・遺物なし

11 ・ 3 16 1029 （本荘北）学生部室とりこわし工事 立会図査 3d 遺捐．這物なし
11・3・22 0.15m 

11 • 3 • 17 1030 （煤嬰Jti)環境整情（駐粕場等）工事 立会謂査 ld 迅捐・遺物なし

11・3・23 1031 (！.I.＼嬰北）教脊学部本館西OO・文法学部木館北側排水設旧改 立会関査 205.7rrl 遺構・遺物なし
作：r．事
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II 黙髪北地区の調査

1. 北地区ボイラー室改修工事に伴う発掘調査 (0854調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

北地区のボイラー室をポンプ室および埋蔵文化財調査室倉庫として改築するための工事であり、基

礎強化のために、旧ボイラー室の基礎用坑8箇所 (106mりを地表下1.7mまで掘り下げる工事である。

周辺ではくすのき会館新築のための埋蔵文化財調査しか行われておらず、埋蔵文化財についての十分

な情報のない地点であった。これに先立ち、煙突撤去工事が行われた際も立会調査を実施したが、攪

乱が激しく、遺構などは検出できなかった。しかし、これまでの調査経験から既存建物の基礎部分以

外のところには遣物包含層や逍構が残存している可能性があり、これまでも建物内の床を掘り下げる

工事においても立会調査を実施してきた。

掘削の結果、地表下l.0mから古代の土師器・須恵器を含む黒褐色土層が確認された。このため、

市文化財課に届け、立会調査から、発掘調査に変更することとした。文化財課に発掘届を提出し、そ

の日より着手する旨、了解を得た後、施設部と相談の上、 2月26日より発掘調査を開始することとし

た。

調査は、基礎の梁が調査区内に2本入っており、この梁が深さ1.2mほどまであったため、排土の

便宜を図るため、梁基礎を境に、調査区を3つに分け、北から I・ II・皿区とし、 I区をまず発掘し、

次に、そこを排土骰き場として、 II．皿区を同時に調査した。

発掘調査の結果、 7世紀中頃を中心とする竪穴住居址3基、道状辿構 l基、 11世紀ごろの土城l基、

古代ピット20基余を検出した。

立会調査は2009年2月24日に実施した。立会調査の掘削面積は12m2、発掘調査は106m2であった。

b.調査の経過

2009年2月26日 発掘調査開始。 1区を掘り下げ、 Ia区西側において黒いしみ（迫構）を確認、

その東側に硬化面 1を確認する。攪乱および包含層を上げる。

2009年2月27日 1号住居址およびIb区包含層を掘り下げる。測最基準点移設する。

2009年3月2日 1 号住居址ベルト実測•取り外し、 2~4 号ピットを掘り上げる。 I a区全体写

其撮影。その後、 Ib区を掘り上げ、全体写真を撮影する。 5号竪穴住居址を

検出し、掘り上げる。測最ソフトを用いて、調究区全体の測最を開始する。

2009年3月3日 II.皿区の機械による埋土・攪乱土の掘削後、 II・皿区の包含層を掘り下げ、 1

号竪穴住居址の南側部分を確認する。

2009年3月5日 II区中央で確認した、 15号竪穴住居址の皿区部分の中央部に土師皿を確認。住居

床面に土城が掘られていることを確認する。 1号竪穴住居址実測。

2009年3月6日 20号土城と命名し、掘り下げを行う。最終的に木炭が敷かれていることを確認。

2009年3月11日 20号土城および15号竪穴住居址の写真撮影、 II・皿区の測餓を行う。

2009年3月12日 発掘調査を終了する。
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l.北地区ポイラー喉改修上’li．に伴う発掘調査 (0854,J.¥J1f.J也．I！．i)
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図2 黒陵北地区東半における調査地点配置図 (1/2000) 
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Ｘ＝-20,726

ｃ・調査の組織

調査員：小畑弘己・大坪志子

事務担当：中川木綿子

発掘作業員：伊藤千代子・庄村弘幸・溜測俊子・早川期・

増田由美・増田理子・高野三千代・吉永孝夫・

渡遥勇

整理作業員：江口路・鬼塚美枝・小山正子・古閑満代・首

藤優子・末吉美紀・高松あゆみ・長谷智子・増

井弘子・山寄早苗

Ｘ＝-20,726

l層：床面

2府：パラス

3層：埋土

4層：赤褐色粘土層撹乱
5層：赤黒色土(IIue2､５YR1.7/1）

6層：黒色土(Hue5YR1.7/I）

7府：黒褐色土(HuelOYR2/2）
8届：黒褐色土(Hue2､5Y3/l）

9届：黒色土(HUelOYR2/l）

－遺構掘り込み

2ｍ０

（２）調査区の基本層序

周辺はすべて建物基礎に覆われているため、土層図は作成し

ていない。基本層序は、柱状模式図（図３）のとおりで、４層

図30854調査地点土層柱状模式図

(１／50）
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1.北地区ボイラー室改修．T．1iに伴う発掘調究 (0854，淵布地点）

までが現代の攪乱土である。 5層以下は、 5陪：赤褐色土 (Hue2.5YR1.7I l)、69習：黒褐色土

(Hue 5 YRl.7 I l)、7陪：黒褐色土 (HuelOYR212)、8層：黒褐色土 (Hue2.5YR3 I l)、9層：

黒色土 (HuelOYR2 I l) となる。追構ののる甚盤土は黄褐色土もしくはシルト質土である。

(3)検出遥構

＜竪穴住居址＞

1号竪穴住居址（図5)

I ・ II区にまたがって検出した 1辺5.0mの竪穴住居址である。住居址の方位は北東ー南西である。

踊は北東隅にあるが、建物梁の設懺によって破壊されており、その粘土の一部と小さな砂岩プロック

が残存しているにすぎない。砂岩プロックや粘土はII区側にも広がっていた。わずかな範囲であるが、
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図5 1号竪穴住居址実測図 (1/50) 
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u 黒髪北地脳の調森
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1.北地区ボイラー室改修工事に伴う発掘調査 (0854調査地点）
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図7 20号土堀実測図 (1/25) 

I区と II区それぞれに硬化面が認められた。壁の立ち上がりは深いところで15cmあまりである。柱

穴は検出できなかった。

15号竪穴住居址（図6)

II・皿区にまたがって検出した5.QX4.5mあまりの大型の竪穴住居址である。 1号竪穴住居址もほ

ぼ同様の規模をもつものと思われる。住居址の方位は 1号竪穴住居址と同じ、北東ー南西であり、寵

は北辺の中央部にある。鼈対向粘土が南辺中央部に残っており、入り口がここに存在した可能性があ

る。中央部、南よりに0.5x2.0mの範囲の硬化面が認められる。柱穴は検出できなかった。

床面には砂岩プロックや焼けた粘土とともに、 15--30cmほどの礫が数個散乱していた。床面に張

り付くようにして、図8:8の須恵器薔が出土している。またその西側の住居址南西コーナーの床か

ら互いに30cmほど離れて石製紡錘車（図8: 18 ・ 19)が出土した。
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II 黒嬰北地区の調査

く土堀＞

20号土塘墓（図7)

15号竪穴住居址に重なるように営まれた南北に主軸をもつ長方形の墓と思われる辿構である。長さ

2.lm、幅l.Om、深さ0.7mを測る。 15号竪穴住居址の床面を検出中に発見した。 15号竪穴住居址の遺

物と考えていた土師皿 l点は本土城に伴うものであった。この土師皿は上を向いた状態であり、墓城

に供えられたものである。また、掘り下げていくうちに、幕城の南側で土師皿2枚を合わせ口にして

重ねたものが発見された。北側と南側の土師皿は20cmほどの高さの差がある。床面に近づくにつれ

木炭の最が多くなり、おそらく床面に敷き詰めたものと考えられる。その厚さは0.2mほどであった。

これら以外には何も発見することはできなかった。土師皿内からは何も検出していない。

く道路跡＞

14号道路跡（図4)

15号住居址の東辺に沿うように幅0.3mほどの硬化した面が検出された。人が頻繁に歩いたため堅

く締まった硬化面を形成したもので、迫の跡と考えられる。 15号竪穴住居址には平行するが、その北

側延長部にある 1号竪穴住居址とは並行せず、そのまま延長すれば、一部重なるため、同時期のもの

とは考えられない。包含層からは8世紀後半代の遺物も出土しているが、竪穴住居址の壁の深さから

みると、より古いものの可能性が高い。

(4)出土遥物

1号竪穴住居址（図8:1~5) 

図8: 1は須恵器の高台付杯である。高台部を欠損する。図8: 2は須恵器の杯である。図8:3 

は土師器の甕形土器の口縁部の破片である。図8:4は口径が小さい土師器の壺形土器である。図

8:5は土師器の高杯の脚部片である。図8:6は砂岩製の砥石の破片であり、裏面を欠いている。

図8:7は鉄製の刀子と思われる破片である。

15号竪穴住居址（図8:8~20) 

図8: 8~9は須恵器のかえしのある盗である。図8:10は須恵器の杯身である。図8: 11 ・ 12は

須恵器のかえしのない杯である。図8:13は肩の張る壺（長頸壺）の破片であり、図8:14は須恵器

の壺の口縁部である。図8:15は士師器の鉢形土器、図8:16は甕形土器である。図8:17は甑の把

手の破片である。図8: 18 ・ 19はいずれも滑石製の紡錘車であり、 18は断面が偏平な台形で、上面に

環状の窪みが認められる。 19は18に比べ小型であるが、厚く、断面形は長方形である。図8: 20は鉄

製刀子である。

20号土堀出土遥物（図8: 21-23) 

図8: 21--23はすべて完形の土師皿である。ヘラ切ののち底部をナデ整形しており、 23には板目が

残っている。

包含層出土遥物（図8: 24-34,図9：35~38) 

図8: 24は須恵器の壺の肩～胴部の破片である。図8:25は須恵器の壺もしくは鉢の高台部分の破

片である。図8: 26--29は須恵器蓋、図8: 30 ・ 31は須恵器杯、図8:32は高台付碗、図8: 33は須

恵器壺の口縁部である。図8: 34は土師器杯の底部片である。図9: 35は土師質の甑の底部と思われ

る破片である。直径 1cmほどの円形の貰通孔が3個確認できる。図9: 36~38は土師器の甕の口縁

部片である。
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II .']．＼髪北地区の調査
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図9 0854調査地点出土迎物実測図2 (1 /4) 

表3 0854調査地点出土追物一院表
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1.北地区ポイラー＊．改修＿l?J［に伴う発掘調在 (0854調査地点）

図 番号 還物 種類（闘糧） 法量 (ca) 残存量 特徴 色 n 出土遺構 饂 考

8 23 土師器 u; 
底口若径If m 8 4.2 完形 外内：回転ナデ

：回転ナデ
内外 ． H u e IO Y R 8 / 2 
: Hue lOYR 812 20り寸．墟ool 籾圧痕

24 須恵器 壺 且 店部約 l/6
内：回キ転ナデ． タタ

外内 ： H ue IO Y R 4 I I 2穴49ij1•:ピット (1サ竪
外；タタキ．削り : Hue lOYR 3/2 ,,.}址上）

25 i.n．lg．苔 壺 凪 店郎・底部片 外内：回転ナデ
：回転ナデ

外内 ： ll ue 5 Y 4 1 I 
Hue 5Y 511 刀リ・ピット

26 須患岱 位
翡1こlit 1:1 

約1/4 外内：回転ナデ：回転ナデ
内外 H u e 7 . 5 Y R i I 6 
Hue 7.5YR 51 4 

路II区よ包り含東層餌）(14サ道

27 須恵岱 必
盟口径 16 

約1/8
内：回削転ナデ． ナデ，

外：阿転りナデ． l'IIJり

内外 ． H u e lO Y R 5 / l 
: Hue lOYR 5 / 2 II区泣含陪丙半

28 須恵岱 gt 
盟口径 1:u 

約l/2 外内：阿転転ナデデ，， ナデ
・回ナ 削り

外内 ： Hue 5 Y 6 / 2 
: Hue 5 Y 6/ l 

含I 屈[,(束~飢含1 陪半分・11区包

29 須恵器 甚
盟LItf 1l 4,6 

J/2 外内：回転転ナデ， 削削IJ 
：回ナデ． り

外内 ： H u e 7 . 5Y 6 / 1 
: Hue SGY 6/ 1 

撹1乱区撹乱． II・ m区

30 須．lg．ぉ M; 塁11 径悶 1 1. 2 約116 外内：回転転ナデ
：回 ナ・ア

内外 ： ll u e 5 Y 6 / l 
• Hue 7.5Y 5 / I 

m[{包含柑

31 須恵．岱 M; 口径見 1•1 
底器 310 .5 

約II •1 外内：回転転ナデ
：回ナデ

内外， H u e 5 Y 7 1 2 
: Hue 5Y 6/2 1区包含屈

32 須患甜 碗 底器口if高t t 9 底部のみ 外内・回転転ナデ
：回ナデ

外内 ： H u e 7 .S Y 5 1 2 
・ Hue 7.5Y 5/2 包含層

33 須恵器 壺 且 LI縁部片 内外 ：回転ナデ
．回転ナデ

外内 ' H u e 2.5 Y 5 / 3 
: Hue Ni 10 

路ll[よ{．包り含東層問）(14号道

“ 
：t．師器 杯 底口笞径径高 82 

底部・別部 内外：回回転ナデ 内外 ' H u e 7 . 5 ¥' R 5 1 3 mIi．包含屈I /3 ： 転ナデ • Hue IOYR 613 

， 35 :t．面岱 虹 底口召抒径高 12.i 底郎約2/3 内外：ナデ． 回転りナデ
．ナデ．削

外内 ． H ue IO Y R 7 ; 4 
Hue 7.5YR 614 mliAi含N

>
外内：阿転転ナデ， 削り 外内 ： H ue 5 Y R 6 1 6 36 ＋．師岱 甕 n縁部片 ・回＂ ナデ．ハケ • Hue lOYR 4 I 4 [［｛包含円 外面にスス？あり

37 ..l:trli器 甕 II樟部片 外内：ナデ． 削り 外内 ： ！ l ue I OY R i / 4 II.皿I:{.撹乱
：ナデ : Hue IOYR 716 

38 上師笞 甕
昇口径 27 n樟郎・朋部片 外内：回転ナデ． n削lJり

：回転ナデ． り
外内 ： H ue 7.5 Y R 7 1 4 
: Hue 7.5YR 6/4 

区II撹区乱p. 1 • n m 外面にスス？あり

39 縄文土荏 深鉢形土荏凪 阻郎片 外内： ナデ
：ナデ

内外 ： H u e 7 . 5 Y R 6 I 3 
• Hue 7.5YR 6/3 

15サ竪穴住居址P-18細い凸帯数条

40 縄文上岱 鉢形＿1：器 翡昆窃 胴部9ヤ 内外 ：： 磨府きさ 外内 ' H u e lO Y R 8 / 2 
: Hue lOYR 8/2 15り竪穴住居址P-15

41 縄文1：器 深鉢形i：器凪 脱部）i・ 外内 ：： 磨磨さき 外内 ： H u e 2.5 Y 6 / 3 
: Hue !OYR 7 /4 II区包含層酉半 閃部に沈線

縄文土器（図8:39~41)

図8:39は外面に 3条ほどの細い疵矧腫れ突帯を張り付けたもので、縄文時代前期の羅B式の深

鉢土器の破片と思われる。図8: 40 ・ 41は縄文時代後期後半の御領式もしくは天城式段階の深鉢形土

器の胴部の屈曲部の破片である。 41には屈曲部上段に細い沈線が巡る。

30 



n 黒嬰北地区の調査

(5)まとめ

今回の発掘調査では、本地点の周辺で唯一本格的な発掘調究がなされた福利施設建設に伴う発掘調

査 (9407調査地点：熊本大学埋蔵文化財調査報告書第 1集）で検出された遺構群 (8~9世紀代）よ

り一段階古い7世紀代前半の竪穴住居址群を検出した。これは、それらに先行する時期より、当地が

集落の一部として機能していたことを証明している。 9407調査地点は本調査地点の北50mにあり、

「馬」銘刻書土器や土馬、多最の晟害土器、布目瓦などの追物とともにほぼ南北に軸をとる掘立柱建

物が検出されている。これらは越州窯青磁などの貴重な陶磁器も伴っており、当地点が官術関連施設

であった可能性を示している。今回の発掘調査は、この官術関連の遣構が終了して久しい時期の墓が

検出された。これは底部に木炭を敷いた一般墓とは異なる墓であり、領主層の墓である可能性もある。

これは黒髪町遣跡群の変遷を知る上で新たな知見であった。

また、建物内部という状況にもかかわらず、比較的残りが良い状況で迪構群が検出されたという事

実は、今後、再開発による既存建物の改修に際しても、埋蔵文化財の有無に関しては留意せねばなら

ないことを強く示唆している。
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2. 体育館改修電気設備工lliに伴う発掘調究 (0935~,\J在地、I奴）

2.体育館改修電気設備工事に伴う発掘調査 (0935調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

法学部棟から引き込んで道路を超えて西側の武夫原内を経由して体育館へ繋がる経路である。法学

部棟から武夫原の最初の人孔（人孔No.l)およびその間の配線部、武夫原南東端の人孔（人孔No.2)

部分を立会調査した。人孔No.lにおいて土器の包含層を検出したので、市文化課に連絡し、そのまま

発掘へ移行してよい旨の指導を受け、発掘調査に切り替えた。その後、立会調壺を継続したが、遺

構・迫物は検出していない。工事の掘削面積は423.21面である。

b.調査の経過

2010年1月7日 調査開始。道路横断部分・人孔N0.1 ・人孔No.2 を立会•発掘調査。

2010年1月13日 体育館前～武夫原南側道路・人孔No.3を立会調査。雪が積もる。

2010年1月19日 便所横～学生会館西側道路を立会調壺。

2010年1月22日 学生会館北側広場～西側道路・人孔No.4を立会調査。

2010年1月28日 文化部室東側人孔～北地区ポンプ室・人孔No.5を立会調査。

2010年2月2日 体育館南側～プール配線を立会調査。これをもって調査終了。

c.調査の組織

調査貝：小畑弘己

事務担当：村田知聖

整理作業貝：江口 路・鬼塚美枝・小山正子・神川めぐみ・首藤優子・末吉美紀・谷川優子・高濱

美来•田上 慶•長谷智子・早川 翔・増井弘子・山寄早苗

(2)調査区の基本層序

人孔No.lの基本層序は、上から砂陪（厚さ15cm)、バラス層（厚さ15cm)、埋め土層（厚さ35cm)、

2層：黒褐色土層 (HuelOYRl.7/ 1)ー逍物包含層（厚さ 5cm)、3層：黒褐色土層 (HuelOYR3 / 2) 

ー遺物包含層 (1厚さ30cm)、4層：黒褐色土層 (Hue7.5YR3 I 2)：地山層肉眼では、 2層が濃い

黒、 3層が暗茶褐色、 4層が茶褐色という色感である（写呉14)。

人孔No.2の基本層序は、砂陪 (1厚さ20cm)、バラス層 (20cm)、 1層：淡茶褐色土層

(HuelOYR 3 / 3)ー近代畑もしくは溝の覆土層（厚さ80cm)、2層：黒褐色土層 (HuelOYRl.7/ 1) 

ー遺物包含層、 3層：黒褐色土層 (HuelOYR3 I 2)ー退物包含層である。

(3)検出遥構

く人孔No.1> 
人孔No.l部分では、遺物包含層と地山に掘り込まれた柱穴と思われる直径0.4m、深さ0.9m余りの

ピット 1つを検出した（写真15)。それ以外にやわらかな黒色土を含む不整形な0.3--0.4mほどのピッ

トがあるが、深さが0.2mと浅く、遺物も含まないことから、これらは根穴と思われる。人孔Nn1の

柱穴 1 (M 1)からは、土師器甕．杯を中心として、須恵器も含め20点ほどの破片が出土した。これ

らは検出面から深さ0.5mほどのところに集中していた。
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2.体育館改修電気設備工事に伴う発掘調1f.(0935調査地点）
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図11 人孔No.1遥構配慨図 (1/20) 

く人孔No.2> 
人孔No.2は、埋土層の下が、淡茶褐色土層であり、摩耗した瓦片や磁器茶碗の破片などが出土した。

近代以降のものと思われ、これを本調査区の 1層とした。地表面からの深さ1.2mほどを下げた時点で、

人孔No.lの2層と思われる遺物包含層が厚さO.lmほど堆積しているのを確認した。この層からは須

恵器高台碗の口縁部の破片 1点が出土した。掘削部の西半分は、依然l層と同じであり、南側壁の土

層を確認したところ、 2層を切り込んでおり、南北方向の溝になるものと思われる。掘削深度がこれ

以上深く及ばないため、この面で調査を終了している。

出土遺物としては、 1層から出土した瓦？ 2点、磁器茶碗1点、 2層から出土した須恵器高台付椀

破片1点がある。

これ以外に立会調査を実施した地区の調査結果を以下に記しておく。

く道路横断部分＞

法学部棟と人孔No.lを繋ぐ配管部分の掘削は、道路下0.65mであり、この部分は0.7mで人孔No.lの

遺物包含層である 2層が現れる。道路西端から人孔No.1の掘削部分の間は、高圧ケープルや給水管、

暗渠などで部分的に撹乱を受けていた。遣物・辿構ともに検出していない（写真11・ 12)。

武夫原内の人孔No.1と人孔No.2間は、人孔部分の土層の観察により、グランドレベルから深さ0.6

mまでは埋め土層もしくは近代畑土であり、遺物包含層である 2層上面のレベルは南へ行くにしたが

い低くなるため、掘削深度が包含層に達することはないことから、慎重に工事を進めるよう指導した。

く体育館前～武夫原南側道路＞

2010年1月13日に体育館前の人孔部分（人孔No.3)について立会調査を実施した。地表下0.65mほ

どで暗褐色土になり、地山の褐色土は1.0mほどで露出する。その間の0.8m付近に厚さ 2cmあまりの

硬い層がレンズ状に断片的に認められたが、人為的なものである可能性は少ない。遺構・逍物ともに

認められなかった（写真18)。
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II 
黒髪北地区の調査
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図12 0935調査地点出土遥物実測図 (1/ 4) 

＜便所横～学生会館前交差点＞

2010年1月19日に立会調査を実施した。武夫原南東端の人孔部分の調査と土層の堆積状況は同じで

あり、配線部分の掘削深度である地表下0.65mではまだ近代もしくは近世の畑土であり、遺構・遺物

ともに検出していない。

く学生会館北側広場～西側道路＞

2010年1月22日に立会調査を実施した。人孔部分（人孔No.4)はほとんど埋設管（排水管）や不明

の攪乱によって破壊されており、迪構・遺物ともに検出していない。わずかに残る未攪乱部分での土

層観察によると、地表下0.8mまで埋土であり、深さ1.2---1.lm部分に黒色の強い色調の層がある。そ

の上下は暗褐色土である。未攪乱部分においては土器などの包含される状況は確認できなかった。地

表下1.35mまで掘削したが、固い地山には達していないようである。これから東側に延び、建物に引

き込まれる部分については、人孔から3.0mほど掘削に立ち会ったが、掘削深度は地表下0.65mであり、

埋土層内に収まるため、そのまま工事を進めるように指禅した。

道路部分は人孔から横断部分と南側に延びる部分があるが、南側に延びる部分約20mの南北端2.0

mずつを立会い、土層を確認したが、掘削深度0.7mの上部はすべて埋土であり、既槻乱部分に相当

することから、それ以後の工事は慎重に進めるよう指導した。

く文化部室東側人孔～北地区ポンプ室＞

2001年1月28日に立会調査を実施した。文化部室建設時の発掘調査の成果 (9802調査地点）などの

成果により、遺物包含層は地表下1.0mで検出されることが予想されることから、それより掘削深度

が深い人孔部分（人孔No.5)のみ立会調査を実施した。その結果、地表下1.05mで直径5mmほどの

赤色土のパミスを含む黒色土層が現れた。追物包含層相当層と思われ、徐々に掘削深度1.35mまで下

げたが、遺物は出土しなかった。

く体育館南側～プール配線＞

2010年2月2日に立会調査を実施した。地表下0.4mまでは現代埋め土であり、その下部は地表下

0.65mまで黒褐色土であった。その下部は明茶褐色の土層となる。これにはニガ土が含まれ、地山で

あろうと思われるが、遺構は検出できなかった。上部の黒褐色土層を含め、遣物は出土していない。

(4)出土遺物

図12:1は人孔No.lの柱穴1から出土した土師器の甕形土器の破片である。これ以外に須恵器の杯

などの小片が出土している。おおよそ8世紀代の柱穴と思われる。図12: 2 ・ 3は人孔No.2の第1層

から出土した磁器の碗と陶器皿の破片である。時期は不明であるが、近世末～近代のものと思われる。
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2. 体育館改修電気設備工事に伴う発掘調在 (0935調究地点）

表4 0935調査地点出土遺物一覧表

図 番号 遺物 種類（器種） 法塁 (crn) 残存屈 特徴 色 詞 出土道構 偽 考

12 I 土師器 甕
罪口径 29.6 

11緑部・朋部片
外内．回転転ナナデデ會削り
: lH ru ．ハケ

外内 ： ll u e 7 .5 Y R 8 1 3 
: lluc 7.5YR 714 

人卜孔ぬI 11；・ピッ

2 磁器 碗 >口径 12 L)縁部）r 内外 ：ナデ 外内 ： ll u e 5 G Y 8 / l 人孔No2 I層
：ナデ : lluc 5 G Y 8/l 

3 洵器 皿 胴部1i• 内外 ： ナデ 内外 ： H u e lO Y R 4 / 3 人孔No2 1層
'ナデ : 1-!ue JOY R 3/2 

(5)まとめ

今回の調査のきっかけとなった配線工事は黒髪南の西側を南北200m、東西100mあまりにわたって

地下掘削を伴うものであり、黒愛町辿跡群中でも調査事例の少ない本地域の遺構の残り具合を知る上

できわめて好都合の調査と期待された。ただし、配線部分は掘削幅が0.8mほどと狭く、深さも0.8m

を超えることははく、遺構の状況はほとんど把握できなかった。とくに武夫原グランドから学生会館

北側広場の間のエ区は古代の官道推定ラインと交差するため、注目したが、掘削深度内では道路や溝

などの遺構は確認できなかった。また、人孔部分では人孔No.lで古代の包含層や柱穴1個を検出した

が、人孔No.2では近代の大きな溝と重なり、それ以外の地点でも既存配管による攪乱が著しく、遣構

は検出できなかった。
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m 黒髪南地区の調査





m 焦斐南地区の調査

1.黒髪団地南地区総合研究棟共同溝設備工事に伴う発掘調査 (0302

調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本調査地点は熊本大学黒嬰南地区の西側中央に位置し、黒嬰逍跡群に含まれる。白川右岸の標高17

mの地点にあたる。本調査地点の周辺で実施された既往の調査で、古代官術関連の遺構と考えられる

建物群や、 0204調査地点では、本学内に存在が推定されている古代官道の側溝と思われる溝を検出し

た。 9909調査地点（熊本大学埋蔵文化財調査室年報6)や0203調査地点（同9)では過構検出面が下

がり、土層堆積の様相が異なることが分かっていた。今回の調査区のうち、 II調査区は古代の遺構群

と白川河川敷との間の様子を把握するに絶好の地点にあたり、古代道路の予想範囲に重なる可能性も

あるなど、注目された。

本調査地点は、工学部百周年記念館・総合研究棟の南北に、新たに共同溝を敷設する工事である。

北側の I区では0203・ 0210調査地点の調査結果により、遺構の残存状態はほぼ良好であることが予想

された。調査区の一次掘削を 8月4日から行い、 6日より調査を開始した。古代の包含層は良好な状

態で遺存していたが、該期の遺構や選物はほとんど検出されなかった。包含層を除去し、地山を検出

する段階で黒曜石の剥片・チップが出土することが確認されたため、調査区に 1辺lmのグリッドを

設定し、状況に合わせ拡張しながら地山を掘り下げた。その結果、縄文早期を中心とした土器•石器

が大量に出土した。このため、遺物の出土がなくなる範囲・深さになるまで掘削し、調査を終了した。

調査面積は168.2面である。

II区においては、 9月25日に機械により掘削を行い、追構検出面まで下げた。 10月1日より、作業

員を導入し、遣構掘り、壁面の清掃などを実施し、 10月3日に作業を終了した。しかし、北半分にお

いて掘削幅が足りないことが判明し、およそ lm両側に拡張して再度、 10月7日より10月10日まで、

その部分の調査を実施した。調査面積は I区が168.2m2、IIが253.5面である。

b.調査の経過

I区 2003年8月4日 一次掘削開始。

2003年8月6日 調査開始。包含層の上面精査、一部掘り下げ。

2003年8月11日 遮構検出、順次掘下げ・測最・写真撮影。

2003年8月19日 包含層と地山層間で黒曜石が出土し始める。

2003年8月22日 地山までの調査区全体写真撮影。午後、グリッド設定。

石器・土器の検出、取り上げ。

2003年9月9日 全体写真撮影。確認の掘り下げ、迪物取り上げ。

2003年9月12日 調査終了。

II区 2003年9月25日 重機による一次掘削。

2003年10月1日 調査開始。遣構掘り、壁面消掃。

2003年10月3日 写真撮影、選物取り上げ、平面図・土層図実測。

2003年10月7日 拡張部調査開始。

2003年10月10日 調査終了。
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c.調査の組織

調査貝：小畑弘己・大坪志子

事務担当：坂元紀乃

m 黒嬰南地区の調査

発掘作業貝：稲本佳子・岡田イツ代・黒木重信・黒木タケ子・小細工洋子・溜渕俊子・西 信ニ・

林田恵子・早田咲百合・堀川貞子・前田宏一郎・松井昭子・松本和徳・桃井哲夫

整理作業貝：江口 路・鬼塚美枝・小山正子・首藤優子・末吉美紀・溜渕俊子・林田恵子・早田咲

百合・増井弘子・山寄早苗

(2)調査区の基本層序

I地区周辺の大略の層序は、次のとおりである（図13)。表土下 l.Omまで現代埋土 (1層）、その

下に古代の追物包含層 (2層）があり、その下部が地山と呼ぶ遺構面の附 (3層）となる。調査区の

中央付近で、地山層の下に縄文時代の遺物包含層が 2 陪 (4 層• 5層）存在することが確認された。

3層上部には、地点により縄文時代後・晩期の辿物が入ることは既応の調在で知られていたが、 3層

は無遺物語と認識していた。今回は、その下に縄文時代早期まで遡る遣物包含層があることが新たに

判明した。 5層の下は基盤となる岩盤の固い層の上面に広がる、赤く粘性の高い土 (61習）になるが、

調査区の南半では5層が消滅し、 6層の上に直接3層が堆積する。

II区の北半分は褐色土の地山面上に追物包含層である黒色土が10cmほど堆積していたが、その上

部は旧運動場建設のためほとんど削平されていた。また、この遣物包含層は、南側半分は近世以降に

削平を受けており、当初、古代の迫構面がこの南側部分においても確認されると予想していたが、そ

れに反してすべて削平を受けていることが判明した。

土層図（図16)の左半分の最下部の15層からは江戸期と思われる磁器の破片が出土し、 44号溝より

南側は削平されていることがわかる。北側調査区の黒色土の下部から黄褐色土上部にかけては、縄文

時代後期以降の遺物を含む。調査区全体に広がる地山面上に堆積した黒色土は、この北側と南側とで

は性格が異なる別の堆積物であることが調壺終盤になって判明した。

よって、本来的な掘削面（自然の作用の可能性もある）は、調査区南側より下がる可能性があるが、

今回はそれ以上掘削していない。

(3)検出遥構

I区

a．古代以降の遥構

本調査区では、竪穴住居址や掘立柱建物址などの遺構は検出され

ず、小さな溝が4条と土坑1基を検出したのみである。調査区南部

では、竪穴住居址かと思われるプランを確認したが、南半分のプラ

ンが把握できなかったことと、明確な床が検出されず遣物も細片ば

かりで住居址と判断する決め手に欠けた。

＜溝＞

1号溝（図15)

調査区南側 1/3あたりを束西に走る幅 lm、深さ0.48mの溝で

ある。遺物はない。古代の包含層に掘り込まれており、中世以降の

ものであろう。

埋土

1層：凩褐色 I:Clluo IOYR3/3) 
2層： M＼褐色i:(Hue I OYR2/2) 
3崩： ll＼色土(lluelOYRI.7/1) 
4~: 黙褐色土 (lluoI OYR2/2) 

E 

図14 基本土屈柱状模式図
(1 /3) 
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.'．1桟狙1地南地区総合研究棟共同溝設備7̀..：liに伴う発掘晶l1t(0302調査地点）
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1. 里厖団地南地区総合研究棟共同溝設備l?ltに伴う発掘調査 (0302調介地．I．＇i.)

4号溝 •5号溝• 6号溝（図15)

調壺区北部を平行に東西方向に走る。大きさはそれぞれ輻0.4m、深さ0.2m、幅0.66m、深さ0.3m、

幅約4.0m、深さ約0.9mである。 6号溝は南側の壁が緩やかに落ちて平坦面を作り、さらに一段落ち

る。遺物はほとんど出土しなかった。いずれも埋土の土府の観察より、古代の溝と考えた。

10号溝（図15)

調壺区南部を東西に走る幅0.4、深さ0.2mほどの溝である。焼土が帯状に分布するようなもので、

形も不正形であることから、近現代の撹乱の可能性が高い。

く土堀＞

2号土坑

調査区北に位骰する、長軸約1.6m、幅l.Omの楕円形である。形状から幕城とも考えたが、出土遣

物がなくその性格は不明である。

b.縄文時代包含層の調査

基本層序の項で述べたように、通常地l|Iと呼称している土！褐上面から縄文時代後・晩期の逍物や黒

曜石片が出土したため、無遣物層に達するまで掘下げることとした。

調究区下場の北端から、調査区の中心長軸を基準として lmごとのグリッドを設定した。中心軸よ

り東側をA列、西側をB列とし、北から番号を付した。千鳥格子状に掘削をおこない、迫物の出土状

況に応じてグリッドを掘下げていく方針をとった。

掘削を行った結果、 5号溝の南側約1.5mの範囲である A・ B 7 --Al2 ・ B13グリッド、それから 2

m南の A・ B16--A25 ・ B24の間で辿物が集中的に出土した。早期の遣物は 3層上面から20--30cm

下位の4・5層から出土する傾向にあり、黒曜石のチップが多いのは3層である。 A・ B26より南側で

は4・5層が無くなり、それとともに追物の出土もないことを確認した。

]I区

＜溝＞

44号溝（図15)

調究区中央をほぼ東西に走る幅3.5m、深さ0.5mほどの溝である。中からは褐色釉を掛けた陶器鉢

（図21:80)が出土した。近世以降のものと思われる。

くピット＞

調究区北半部を中心に多数のピットが検出された。ただし、すべて建物の柱として認定できるもの

ではなく、中には樹根の痕跡も含まれる。

＜縄文時代遥物包含層＞

調壺区の北半を中心として16層の黒色土層から縄文土器がパンコンテナ 1箱ほど出土した。

(4) 出土遥物

I区

今回で新たに確認された縄文時代の追物包含層からは、縄文土器と石器が総数760点出土した。遺

物の出土は調査区中央付近に集中していた。山形押型文士器、条痕文尖底鉢形土器など早期の土器を

中心に僅かながら前期・中期・後期・晩期までの土器がある。石器は黒曜石の剥片が最も多く、礫や

石匙（縦朋・横刑）、石鏃などを含む。
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Ill 忠嬰南地区の澗究
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縄文土器

゜

[]j 患嬰南地区の調究

61 

7 
-f 

10cm 

図17:1は砲弾形をした尖底に近い丸底の条痕土器である。口径は約13cm、器裔も12cm程度と小

さい。内 ・外而ともに机い条痕を施す。押型文以前の早期前葉の土器である可能性がある。

図17:2～図18:1までは、縄文時代早期の押型文土器である。lill7: 2 ~20は、山形押型文土器

である。このうち、脳117:2 ~10は、緩やかな山形の文様が施文されている。図17:6はこの中では

文様がつぶれず明瞭で、やや鋭角の山形文様である。図17:2 ・ 4および3・ 5はそれぞれ同一個体

と思われる。I叉117: 11 ・ 12は文様の山が詞＜鋭角で、文様である山の単位が大きいのが特徴である。

図17:13は桁円と山形の中間的な山形文である。図17: 14~20までは、上記の山形文とは違い、文様

単位が細かく緻密に施文されており 、微細山形押型文とよばれる一群であろう。図： 21~29は、格子

目文の押型文土器である。このうち図17:21 ~24は細かな格子目文である。21・ 22の口縁部は、端部

は平で滑らかに仕上げられている。2点は同一固体と思われる。屈117:25~27は格子目の単位が図

17: 21~24の倍ほどの大きさである。26は口縁部であるが、唯一内而まで格子H文が施文されている。

図17:28 ・ 29は、 同じく大きめ格子H文をもつが、格子が正方形ではなく横艮の長方形で、歪みがあ

る。図18:1は流麗な1111線を描く 山形文がほどこされた、手向山式である。これらの押型文土器は、

熊本県内では瀬川裏辿跡で確認されており、早水台式などの早期中業の頃ではないかと思われる。図

18 : 31 ・ 32はいずれも土器の外而に縄文を施す。早期の土器であろう。図18:33~37は早期中葉の平

椋式である。刺突文と沈線、撚糸文により施文されている。図18:38は、内 ・外而ともに丁寧な貝殻

条痕を施し、外而はさらに半裁竹管状の施文具により格子文様を描く 。前期中業の西庖津式である。

図18:39は細い棒状の施文具で連弧文を描く 。中期中葉の春日式と思われる。図18:40~42は、後期

初頭の南福寺式の17縁部、n縁部下の文様;;,・,:である。図18:43は後期中業の錨崎式の鉢の口縁部であ
る。鐘崎式によくみられるが、本例にも赤色額料が途布された痕跡がある。!All8:44は後期後葉の烏

井原式の浅鉢の口縁部で、微細な羽状文が施されている。図18:45は細片のため型式は不明である。

沈線があり表而はJiJf磨されているようである。図18:46は後期後業の御領式の深鉢の口縁部である。

図18:47~63は晩期以降の土器である。図 ：47・ 48は内 ・外面に丁玲iな条痕を、図18:49 ・ 50は粗い
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図20 0302調査地点 I区出土遥物実測図4 (1 / 4 ・ 3/ 4) 

条痕を施す。図18: 51 ・ 52は晩期初頭、古閑式の深鉢の口縁部である。沈線は磨きのために潰れ、粗

雑な印象である。図18:53は1こ1縁部にヘラによる刻目が施されている。図： 54・ 55はわずかに細かな

ハケ目が観察される。これらは同一固体の可能性もある。図19:56は条痕？がうすく残る。図19:

57 ・ 58無文である。図19:59 ・ 60は、外面は粗い条痕があり、内而は平滑に仕上げ、磨かれている。

図19: 62 ・ 63は縄文晩期深鉢の底部である。

縄文時代の石器

図20:74-76は打製石鏃である。図20:74と同76は早期に特有の長脚鏃である。どちらも青灰色の

黒曜石を素材としている。図20:75はサヌカイト製の石鏃である。細身の体部からやや開き気味の短

い脚をもつ。図20:77は漆黒色の黒曜石剥片を素材とした打製の錐である。加工が粗く晩期以降の所

産である可能性が高い。図20:78はサヌカイト製の横長剥片を用いた両面加工の石匙である。左側部
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図21 0302調査地点lI区出土逍物実測図 (1/ 4) 

は尖るが、他端は直線的に片側から加工している。図20:79はサヌカイトの縦長剥片を用いた縦型の

石匙である。整形加工は主に素材の主要剥離而側に背而から施されており、礫而上から行われた剥離

はヒンジフラクチャーを起こしている。図20:78に比べ風化が浅く 、縄文時代晩期以降のものと思わ

れる。図20:78は早期のものである可能性が詞い。

古代以降の迎物

図20:64は土師悩の小製甍の口縁である。65は古代の高杯の脚部である。外而には赤色顔料が塗布

されている。凶20:66は古代の土師器杯、図20:67は小型壷の口縁部、医120:68は甕の頸部、図20:
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1.黒嬰団地南地区総合研究棟共lil溝設備工事に伴う発掘調1t(0302調査地、’・li)

69は甕の口縁部である。図20:70の土師器小皿は底部に糸切りの跡が残る。小型であり大宰府絹年x
Xに相当か。図20:71は須恵器杯、図20:72は長頸壷または平瓶の口頸部だろう。図20:73は壷の胴

部と思われる。

11区

古代以降の遥物

図21:80は褐釉を施す陶器の鉢の破片である。 44号溝から出土した。図21: 81は須恵器の蓋である。

図21:82はかえしのある須恵器の薔の破片である。図21:83は須恵器の高杯の脚部の破片である。 47

号ピットから出土した。図21: 84 ・ 85は土師器の杯の小破片である。図21: 86 ・ 87は土師器の甑もし

くは鉢の破片である。図21: 88は土師器高杯の杯部の小片、図21:89は土師器の高杯もしくは器台の

脚部の小片である。図21: 89は22号ピットから、他は包含層より出土した。図21: 90--96は土師器の

甕形土器の口縁部片の破片である。図21:90は38号ピットから、他は包含層より出土した。

弥生時代の遣物

図21: 97--102は弥生中期～後期前半の甕形土器の破片である。図21: 97--100が口縁部、同101が

胴部、同102が底部片である。同98は38号ピット、同99は66号ピット、他は包含層からの出土である。

縄文時代の遥物

図21: 103--109は縄文土器である。図21: 103は天城・古閑式段階の深鉢の頸部の破片である。図

21 : 105 ・ 106は太郎迫式段階の深鉢形土器の胴部の破片である。図21: 107 ・ 108は鐘崎式土器のよう

な沈線による渦巻文があるが、同型式かは疑問である。縄文時代後期前半の土器であることは間違い

ない。同一個体の可能性もある。図21: 109は縁帯文土器であり、復元すると粘土を貼りつけた4つ

の波状の高まりをもつもので、口縁部は幅5cmの帯状の部分のみわずかに肥厚し、その外面中央に

連続刺突文を施している。内面は削り技法により削られており、器壁が博くなっている。口縁部のつ

くりなども非常にシャープである。貼付文は浅い円形刺突の周囲を放射状に沈線で取り巻いている。

縄文時代後期前半～中葉にかけての土器群である。

表5 0302調査地点出土遥物一覧表

図 番号 遺物 種類（器種） 法量 (Clll) 残存 fil 特徴 色関 出土遺構 慣考

小閲丸符底j:盟[jlf. 12.9 内外 ： ナデ 外I人I:Hue IOYR 5/2 
I g 11607. 1166.1. 

17 I 縄文上器 1/2 . ·J• デ : Hue IOYR 6 I 4 11671. 11672. 
内・外面：条痕文

11655 

2 縄文I:器 深鉢形上笞
誤! l i f 25.9 

(J縁郎片 外内： ナデ
：ナデ

外内 ： H ue 7. 5 Y R 7 1 6 
: Hue 7.5YR 616 I Iメ． 11979 外面：山形押Rじ文

3 縄文土笞
深鉢形1:2,凪 用郎片 内外 ・ ナデ 内外 ： H u e IO Y R 6 1 4 11メ． 12613 外mi.IIJ形押型文
か ナデ Hue 7.SYR 616 

4 縄文上器
円筒形：l:2i狐 朋部片 内外 ・ ナデ 内外 ： H u e 7 . 5 ¥『R 7 / 6 I r,< 12122 外面：山形押型文
か ：ナデ • Hue 7.5YR 6/6 

5 縄文：l：器
深鉢形上岱鳳 胴部片 内外：： ナデ 内外 ： Il u e I [{ 12641 外面：山形押型文
か . llue 7.5YR 6 I G 

6 縄文土器
深鉢形1．岱履 胴部It 内外・・ ナデ

内外 ． H u e I(,(． ペルト北 外面・山形押型文
か : Hue 7.5YR 616 

7 縄文上器
深鉢形上岱且 祖部片 内外 ナデ 内外 ． H u e i . 5 Y R • I / 2 I I~ 遺物集中区西 外面．山形押型文
か ナテ’ : Hue 7.5¥'R 616 

深鉢形1；召 I Ii苔 内外 ナデ 内外 ： H u e IO Y R 8 1 2 8 縄文士笞 か 罪 胴部片 ：ナデ : Hue IOYR 8 I 4 1区 12128
外面：山形押閃文

48 



m 黒嬰南地区の調査

図 醤号 遺均 種類（羅糧） 法量 (a:i} 残存量 特微 色謂 出土遭構 臼考

17 ， 縄文土器 深鉢形か上召履 屈郎片 内外 ： ナデ
：ナデ

外内： H ue lOY R 7 1 2 
• Hue lOYR 7 I 4 撹乱 外面：山形押閃文

10 縄文土器 深鉢形か土器凪 胴部片 内外 ： ナデ
：ナテ’

外内： H ue lO Y R 8 1 4 
: Hue IOYR 712 1区 11664

外面：山形押型文

II 縄文士器 深鉢形か土器凪 胴郎片 外内： ナデ
：ナデ

外内： H u e lO Y R 7 I 4 
: Hue lOYR 6/4 

撹乱 外ifii：山形押型文

12 縄文土器 深鉢形か土器> 胴部片 外内： ナデ 外内： ll u c IO Y R 7 / 4 1区 12543 外ifi:Il1形押型文：ナデ : lluc 7.SYR 6/6 

13 縄文土器 深鉢形か土粒 胴部）ヤ 外内： ナデ 外内： H u e lO Y R 6 / 3 区1区ペルト北拡張 外面惰円に近い山形押型文
：ナデ : Hue lOYR 6/3 

14 縄文土器 深鉢形土器

閉i＂浦l 往・ 29 

l1縁部片 外内： ナデ 外内： H u e IOY R 8 / 4 1区 1196S 外面：山形押型文：ナデ : Hue IOYR 6/3 

15 縄文土器 深鉢形土器 崩部）ヤ 外内： ナデ 外内： H u e 2.5 Y 7 I 4 I (i{ 12002 外面：山形押型文：ナデ : Hue 2.5Y 5/3 

16 縄文土器 深鉢形土器 胴郎片 外内： ナデ 外内： ！ l u e 7.5 Y R 7 1 6 I区ペルト北拡張 外祉i:111形押型文：ナデ : Hue 7.5YR 7 /6 区

17 縄文土器 深鉢形土器凪 胴部片 外内： ナデ
：ナデ

外内： llue l OY R 7 / 4 
: Hue IOYR i /4 1区集中区ペルト内 外副：山形押型文

18 縄文土器 深鉢形土笞凪 胴部片 外内：ナデ
：ナデ

内外 ： H u e 7 . 5 Y R 6 1 6 
: Hue 5YR 6/6 

I区 6サ溝巾 外Iti：山形押型文

19 縄文士器 深鉢形士器員 胴郎片 外内： ナデ
：ナデ

外内： H u e 7.5 Y R 7 1 6 
: Hue 7.5YR 516 1区 12422 外面：山形押型文

20 縄文土器 深鉢形土召且 胴部片 外内： ナデ
：ナデ

外内： H ue IOY R 6 / 2 
: Hue IOYR 8 / 4 

l区 6サ溝III 外面：山形押型文

21 縄文土器
円簡形土召凪 口縁郎・別郎9ヤ 外内： ナデ 外内： H u e IO Y R 8 / 4 I r4 外面．格子•H押祖文
か ：ナテ’ • Hue 7.5YR 6/6 

22 縄文土器
円筒形土召凪 口は部片 外内： ナデ 外内： H u e 7.5 Y R 7 I 6 I区． 4附 外面．格—'fl-.1押型文
か ：ナデ : Hue 7.5YR 716 

23 縄文土器
円筒形土荏凪 胴部片 外内： ナデ 外内： ll u c IO Y R 7 1 4 1区 11941 外面：格子目押型文
か ：ナデ : Hue IOYR 514 

深鉢形土器且 外内： ナデ 外1J.J: Hue IOYR 7 /3 
I Ii. 

24 縄文土器 胴部片 12008, 11661. 外面：格子H押型文
？ ：タタキ : Hue 7.SYR 514 12.芍7

25 縄文土器 深鉢形土器凪 明部）ヤ 内外：： ナデ
外内： H ue 
: Hue 7.SYR 6/8 

内1区集巾区ペルト 外曲：格f-H押型文

26 縄文土器 円筒形か土器履 口縁郎片 外内：ナデ
：ナデ

外内： 1-I UC 7.S Y R 6 / 6 
: Hue 7.SYR 514 

I区）1974 内外面：格子n押型文

” 
縄文土器

円筒形土岱鳳 胴郎片 外内：ナデ 外内： H ue 7.S Y R 5 I 6 1区 11998 外面・格子日押型文
か ：ナテ’ : Hue 7.SYR 6/6 

28 縄文土器 深鉢形土器屈 胴郎片 内外 ： ナデ
：ナデ

内外 ： H u e 7. 5 Y R 6 1 6 
: Hue 7.SYR 616 I I!!: 12550 

外面；格子H押型文

18 29 縄文土諾 深鉢形土器鳳 胴郎I¥・ 外内：ナデ
：ナデ

内外 ： H u e 2 . 5 Y 7 1 3 
: Hue IOYR 814 I区 ll660 8-17 

30 縄文土器 深鉢形±器且 阻郎片 外内：ナデ
：ナデ

内外 ： H u e IO Y R 5 1 2 
: Hue IOYR 512 I I?. 1痴 2 外面・山形押型文

31 縄文土器
深鉢形：t器且 困郎片 内外 ： ナデ 外内： ll u e lO Y R 5 1 4 1「i1: 119-19. 縄文
か ：ナデ : Hue IOYR 6/4 11959 ? 

32 縄文土器
深鉢形士註且 屈部片 内外 ：ナデ 内外 ： H ue IO Y R 7 1 4 1区 11964.12538 縄文
か ：ナデ : Hue 7.5YR 616 

33 縄文士器
深鉢形土器凪 口は部片 内外 ： ナデ 外内： H u e lO Y R 7 1 4 1区 12003 口行部：刻H凹線文
か ：ナデ : Hue lOYR 714 

34 縄文土器 深鉢形か±器凪 口縁部片 外内： ナデ
：ナデ

外内： H ue 2.5Y 6 / 3 
: Hue IOYR 8/4 

1区 820 刺突文．凹絞文

35 縄文土器 深鉢形か土荏羅 胴部片 外内：ナデ
：ナデ

外内： H u e IOY R 8 / 3 
: Hue IOYR 7 14 I Ii!: 包含層 刺突文．凹線文

36 縄文土器 深鉢形か：i：器

骨誤
胴部片 外内： ナデ 外内： H ue 2.5Y 6 / 3 坑I区よ 包r"含層 1サ：I；拠糸文．世l線文：ナデ : Hue IOYR 7 I 4 り， 17・A

37 縄文土器 深鉢形か土諾 胴部片 外内： ナデ 内外 ： H u e IO Y R 8 / 4 1区 20A 竹行文．撚糸文．刺突文
：ナデ : Hue IOYR 8/2 

凪 外内： ナデ 外内 ： H u e S Y R 4 / 6 1区 12423.1242サ・1. 内格^（・・文外面：貝般条文． 外面：38 縄文土器 深鉢形土笞 胴部片
：ナデ : Hue 7.5YR 4/6 12444. 12431. 5 

溝

39 縄文土器
深鉢形士笞凪 胴郎片 外内： ナデ 内外 ' H u e 2 .5 Y 6 / 3 1区 12149 連弧文？ ：ナデ : Hue 2.5Y 5/2 

40 縄文土器 深鉢形土器凪 口籍郎片 外内：ナデ
：ナデ

内外 ： H u e 7 .5 Y R 5 / 6 
: Hue 7.5YR 5 / 4 I区 11920

太い沈諒

41 縄文土器 深鉢形土苔> 胴部片 外内： ナデ 内外 ： l fo e 5 Y R 4 1 6 I区 11920 太い沈祝（籾狽？）：ナデ : llue 5 YR 4 I 4 

42 縄文土器 深鉢形上笞 胴部片 外内： ナデ 外内 ： H u e 7.5 Y R 7 I 4 I Ii!'. 122<Xl 太い沈級：ナデ : Hue 7.5YR 5/4 
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1.黒嬰団地南地区総合研究棟共同溝設備：／l：事に伴う発掘調査 (0302調究地点）

図 番号 道物 種類（器種） 法塁 (a:i) 残存量 特微 色詞 出土辺構 田考

18 43 縄文土器 鉢形上器
翡口径 22 n緑部片 内外 ，， 磨府きさ 外内 ． ll u c IO Y R 6 / 4 

: Hue JOYR 5 I 4 1区包含層 府il'I縄文．丹が残る

44 縄文:l:i器 浅鉢形t器羅 LI粒部片 外内 ：： 府府きき 外内 ： ll u c 2 .5 Y 5 / 3 
: llue 2.5Y 3/ l 

1区 12635 沈線．細：J:J状文

45 縄文．．． I：器 員 胴部Jヤ 外内 ：ナデ
：ナデ

外内 ： l-l u c IO Y R 6 / 3 
: lluc 5 YR 6/4 

I区包含培

46 縄文土器 深鉢形＋．器
翡口径 25.5 

口緑部・胴部）t外内 ，： 靡粁きき 外内 ： H u e 7 .5 Y R 、1/ 3 
: llue 7.5YR 4/ I 

1区包含層

47 縄文土器
深鉢形t器履 胴部片 外内 ・ ナデ 外内 ： H u e 7.5Y R 5 / 4 I区 12426 内・外面：貝殻条痕文
か ・ナデ ・Hue 5YR 514 

•18 縄文上器
深鉢形土器羅 朋部片 内外 ： ナデ 外内 ： H u e 5 Y R 5 / 4 I区 12123 内・外面： l1殻条痕文
か ：ナデ : Hue 5 YR 514 

49 縄文：I:器 深鉢形か上器員 胴部片 外内： ナデ
：ナデ

外内 ： l l u c 7. 5 Y R 5 / 4 
: lluc SYR 5/6 

l区 ll943 内条痕面はH殻条痕． 外面は粗い

50 縄文土器 深鉢形土器 底器口径径高 5.9 底部胴部片 外内： ナデ
：ナデ

外内 ： H ue 7. 5 Y R 4 1 4 
: Hue 7.5YR 4/4 

1区 11958 外条痕面：粗い条痕． 内面は貝殻

5l 縄文 •I：器 深鉢形土器
翡U径 38.3 口緑部・胴部約 外内 ：： 磨ナデき， 府き 外内 ： ll uc IO Y R 7 / 8 層1区 12553. 包含 外沈hi線: U粒一部煤．口緑：粗

1/8 : Hue IOYR 718 し‘

52 縄文：t器 深鉢形土器且 胴郎）t 外内：ナデ
：ナデ．靡き

JJ-外1 • Hu<'2.5Y 713 
: Hue JOYR 7 / 4 

1区 12548 51 と 1•1-·固体の可能性

53 縄文：I:岱 深鉢器形？士 員 19樟部片 外内： ナデ
：ナデ

内外 H u e IO Y R 6 / 2 
: Hue IOYR 5/3 I区 a含屈

54 縄文：I：器 鉢形土器 羅 口縁部・朋部9i・ 内外 ， ナデ
，ナデ

外内 ： ll u e 5 Y R 5 1 6 
. Hut! 5YR 5/6 

1区 12534.l加40外面：ハケ状具ナデ

55 縄文・1:t& 鉢形1：器
盟口径 24 

日柑部・刷部Jt外内： ナデ 外内 ： ll u c 5 Y R 5 / 6 1119区3611.941626. 3912, 535, 外uli：ハケ状具ナデ：ナデ : Hue 5YR 5/6 
11909 

19 56 縄文土器 深鉢形土器
盟U径 22.7 u松部・胴部 内外 ： ナデ 外内 ： H u e IO Y R 5 / 2 I区 11644 太いハケ？ （H殻条痕？）

l/8 ：ナデ : Hue IOYR 5/ 2 

57 縄文I：器 深鉢形上器
盟口径 26 

LI晨剥部9i• 外内： ナデ
：ナデ

内外 ： ll u e IO Y R 8 / 4 
• lluc IOYR 8 / 2 1区 12224 無文

58 縄文上岱 鉢形上器 員 胴部Jl・ 内外 ． ナデ
'ナデ

外内 ： ll u c IOY R 6 1 4 
• lluc IOYR 3/2 

1区包含渇

59 縄文•I：器 深鉢形：l：器> 胴部）ヤ 外内 ・： 閉府きき 内外 B u e 7 . S Y R 5 1 6 含1層区 1号土坑・包 条損
• Hue 7.5YR 51 4 . 11932 

60 縄文土器 深鉢形土器 鼎1部）ヤ 外内 ：： 府磨きき 外内 ： lluc 7.5Y R 5 / 6 1区包含層 条痕• Hue IOYR 4 / I 

61 縄文．．I：器 深鉢形t．器員 刷部片 外内 ： ナデ
：ナデ

外内 ： Hu e JOY R 8 / 4 
: Hue IOYR 7 /6 l H. 6サ溝1$/ 条痕あり

62 縄文土器 深鉢形土器 底器口径径店 6.6 底部l/3 外内 ： ナデ
：ナデ

外内 ： H u e 2. 5 Y 7 1 4 
: Hue IOYR 6 / 4 

含1層区 3サ遺構lH包

63 縄文1．．器 深鉢形：i：器 底器口高径径 7.9 底部約J/4 内外 ・ ナデ．ナデ
外内 ． H u e 2.5Y 7 / 3 

• lluc IOYR 7 /6 1区包含屈質I:

20 &I 七師器 甕 員 胴部1ヤ 内外：ナデ． ハケHH 
：ナデ．ハケ

内外 H u e 5 Y R 5 / 6 
: Hue 5YR 5/3 I IR 包含附

65 上師器 几・ 杯 履 脚部片 外内： ナデ
：ナデ，磨き

外内 ； ll uc 7a'> Y R 7 1 6 
: Hue 5 YR 5/8 

1区包含層下げ 丹液I)

66 -I •. tii器 杯 鳳 l _1粒部）t 外内：圃転転ナデ
：圃ナデ

外内 ： 1-IUC 5 Y R 6 / 6 
: Hue 5YR 6/6 

1区包含層

67 上師器 甕 履 n枯部片 外内 ： ナデ
：ナデ

外内 ： H ue 7. 5 Y R 7 I 6 
• Hue IOYR 7 /4 

1区包含層 全体'"滅している

68 l．．師器 甕 凪 朋部｝t 外内： ナデ：ナデ
外内 ： H ue 5 Y R 6 / 6 

• Hue 5YR 6/8 1区包含層

69 :t:師器 甕 凪 11縁郎）t 内外 ： ナデ
：ナデ

内外 ： ll u c IO Y R 6 1 4 
: Hue JOYR 6/3 

坑I区より包巾含層 1サ土

70 土師岱 皿 底器口径径高 4.6 1/4 外内：回転転ナデ
：岡ナデ

外内 ． H u e IO Y R 8 / •I 
: Hue 7.5YR 714 

1区包含層 底部糸切り

71 須息器 杯 凪 口紺部）t 外内 ：： 回回転転ナナデデ 内外 ： H u e 2 . 5 Y 7 / 2 
: Hue 5 Y 7 /::! 

下I部区 樹木④也含層

72 須患器 壺？ 履 日頸部9t 内外：回転転ナデ
：匝ナデ

内外 ： H u e 5 Y 5 / I 
: lluc 5 Y 4 / l 

1区 トレンチ

73 須息器 .<●1 9 履 朋部片 内外 ．： 回阿転転ナナデデ 内外 ： H u e 5 Y 6 / 2 
: Hue 7.5Y 6/2 

1区包含層

74 6 器 Ii 鏃 底器口径高径 002.5 .邸85 1区 12525 青灰色想曜石．重且0.5g

75 ＂岱 石鏃
口悶径 2.25 
器底 01..35 4 

I区 B-119 サヌカイト．頂塁0.7g

76 石器 打鏃 底口器径径高 021. .. 925 5 5 I IX #1火色焦曜1:1．頂祉1.2g
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m 黒嬰南地区の調査

図 番号 遺物 種類（器種） 法置 (cm) 残存量 特微 色謂 出土遺構 偽考

20 77 石器 錐 底岱口径径高 201...4755 5 5 1区 12494 訊曜石．爪塁1.5g

78 石器 石匙 底器口径径店 54 . .46 5 1区 12131 サヌカイト．煎iitl8g
1.1 

79 石器 石匙 底口器径径高 07 4..2 7 1区 11642 サヌカイト．重祉17.8g

21 80 陶器 鉢
盟口径 19.5 

口緑郎・胴部片 外内： ナデ
：ナデ

外内： Hue 5 Y R 3 / 3 
: Hue 2.5Y5/ 3 

ll区 44号溝 褐釉

81 須恵器 菟

＇ 
胴部片 外内：回転転ナデ 外内： H ue 2.5Y 6 / l n区 47号：回ナデ : Hue 2.5Y 6/ l 

82 須忠器 甚 口緑部片 内外 ：： 回回転転ナナデデ 外内： H u e 2.5Y 6 / 2 n区拡張区黙
: Hue 2.5Y 612 

83 須忠器 店杯 底器n径径店 9.8 約1/2 外内 ：： 回回転転ナナデデ．． 削削りり 内外 ： H u e 5 Y 6 / 2 
: Hue 5Y 6/ l 

11区拡張区黒

84 土師器 杯 凪 口緑部片 外内 ：： 回回転転ナナデデ 外内： H ue lO Y R 7 1 4 
: Hue lOYR 6/6 

II区南最下

85 土師器 杯 員 口縁部片 内：ナデ外：ナデ 内外 ： H u e 7 .5 Y R 7 / 6 
: Hue 2.5YR 5/6 

II I?. 丹挽り

86 土師器 伍 履 口緑部片 内外 ：ナデ． 削り
：ナデ

内外 ： H u e IO Y R 6 / 4 
: Hue 7$YR 616 

n区拡張区凩

87 士師器 甑

翌品且謡
阻部片 外内： ナデ 外内： Hu e 7.5Y R 7 I 6 n区拡張区黙：ナデ : Hue 7.5YR 6/6 

88 土師器 紅杯 胴部片 外内： ナデ 外内： Hue 7.5 Y R 7 1 6 n区拡張区駄：ナデ : Hue 7.5YR 8/6 

89 土師器 脚部片 外内： ナデ 外内： Hue 7.SY R 7 1 6 n区 22号遺構：ナデ．ハケU : Hue 7.5YR 7 /4 

凪
外内：回転転ナデ． 削I) 外内： Hue 2.5YR 6 / 8 90 土師器 甕 口緑部片 ：回ナデ．ハケ

: Hue 2.5Y 6/8 
II区 38号遺構

目

91 士師器 甕 履 口様部片
外内：回転転ナデ． 削り
：回目 ナデ．ハケ

外内： Hue 2.5YR 6 / 6 
: Hue 5YR 5/6 

n区南最下

92 土師器 甕 凪 胴部片 外内 ：： ナナデデ．． エハ具ケ痕" 
外rJ.J: Hue 7.SYR 6/6 
: Hue IOYR 8/ 4 

n区

93 土師諾 甕 凪 口縁郎片 外内：ナデ
：ナデ

外内： Hue 7.5Y R 6 / 6 
: Hue 7.5YR 7 I 4 

JI区

94 土師器 甕 履 口緑部片 外内： ナデ
：ナデ

外内： Hue 5 Y R 6 / 6 
: Hue 5YR 6/6 

II区

95 土師器 甕 凪 口様部片 外内： ナデ
：ナデ

外I人I:Hue lOYR 8/4 
: Hue lOYR 7 I 4 

n区

96 土師器 甕
盟口径 26.9 

口縁部・胴部片
外内：回転転ナデ． 削り
：回目 ナデ．ハケ

外内： Hue 7.5Y R 6 / 4 
: Hue 7.5YR 6/ 4 

n区 p.13

97 弥生土器 甕 員 口縁部片 外内：ナデ
：ナデ

外内： H ue 25 Y 7 / 3 
: Hue 2.5Y 6/2 

II Li{ 

98 弥生土器 甕 凪 口粒部9t 外内：回転転ナデ：回ナデ
外内： Hue I OY R 8 / 3 
: Hue lOYR 7 /3 

II区 38号遺構

99 弥生士器 甕 凪 口縁部9t 外内：回転転ナデ
：回ナデ

内外 ： H u e 7 .5 Y R 7 / 6 
: Hue lOYR 8 / 4 

n区 66号遺構

100 弥生土器 甕 履 口絃郎片 内外：回回転転ナデ
： ナデ

内外 ： H ue 2.5Y 8 / 4 
: Hue 2.5Y 7 I 4 

n区拡張区黒

101 弥生土器 甕

籠底I召:I 径径店 04 
胴部片 外内：回転転ナデ 外内： H ue lOY R 8 / 3 II区拡張区黙 突帝（外面）

：回ナデ : Hue lOYR 8/ 4 

102 弥生土器 甕 底部・肘部片 外内： ナデデ．． ハケHl'I 外内： Hue IOY R 5 / l 11区拡張区焦 外外面面刷に毛吹目き文こあぼりれ痕あり． 内
：ナ ハケ : Hue 7.5YR 6/4 

103 縄文土器 深鉢形．1••辟凪 胴部片 外内 ：： 聞府きき 外内： H u e IOY R 7 / 3 
: Hue lOYR 5/2 

n区拡張I刃黙

104 縄文土器 浅鉢形土器履 崩部）ヤ 外内： ナデ
：ナデ

外内： Hue lOY R 8 1 2 
: Hue lOYR 81 4 

n区

105 縄文土器 深鉢形：I：岱履 胴部）ヤ 外内 ：： 磨ナデき 外内： Hue 2.5Y 5 / 4 
: Hue lOYR 6/6 

n 区 P•17

106 縄文土器 深鉢形土器凪 肘部片 外内 ：： 府ナデき 外内： H ue 2.5Y 5 / 2 
: Hue lOYR 714 

II区 P・12

107 縄文土器 深鉢形土器履 胴部片 外内：府き
：ナデ

内外 ： H u e 2 .5 Y 5 / 2 
: llue 2.5Y 4 / l 

n区 P-10

108 縄文土器 深鉢形土器且 胴部片 外内 ：： 磨ナデき 外内： Hu e 2.5Y 5 / 2 
: Hue 2.5Y 4 / l 

II IK P-11 

109 縄文土器 深鉢形土器
盟口径 32.5 

口緑部・胴部）ヤ 外内 ：： ナナデデ．． 削nIJりり 外内： H ue 7.S Y R 5 1 6 
: Hue 7.5YR 6/6 

II 区 P•5 付口縁文部下刺突文・山形部に貼
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1.黒嬰団地南地区総合研究棟共阿溝設備工事に伴う発掘調査 (0302調査地点）

(5) まとめ

I区では、これまで地山と呼び、基本的に無遺物層と認識していた土層下に、縄文時代の早期の遺

物包含層が確認できたのは新たに得た知見である。これまで、地山土層上部には縄文時代後晩期の追

物が含まれることは確認されていたが、この地山土層が岩盤層までの間で少なくとも 3層に分層でき

ることが確認できた。本学の構内調査において縄文時代の遺物がまとまって出土したのは今回が最初

である。 I区では検出が想定された古代の遺構はほとんど検出されなかったが、 3層に形成されるは

ずの古代の遺構がなかったことは、縄文時代の遥物包含層の確認にとっては、幸いしたと言える。

縄文時代早期の選物は前薬と考えられる時期から中葉までの土器がある。これらはおおむね4層か

ら5層上部にかけて出土している。迪物検出時は、必ずしも層位の峻別が出来たわけではないが、 3

層はアカホヤ火山灰の二次堆積といわれ早期と前期を分ける土層であるため、早期に属する遺物は4

層以下の出土と考えて差し支えないであろう。この早期の追物包含層は0302調査地点I区のちょうど

中央部付近で消えてしまい、逍物も出土しない。道路を隔てた黒嬰北地区の南西端に位置する9802調

査地点ではこの4・5・6屈は確認できていないが、やはり手向山式を前後する時期の押型文土器が

出土している。 9802調査地点では3層の下は固い岩盤層であり、押型文はこの3層中や岩盤層の窪み

に入り込んでいた。 9802調査地点の調査時には、 4・ 5層を認識できなった可能性もあるが、 9802調

査地点では縄文時代 (3層相当）・弥生時代の遺物包含層自体が隙く、 4・ 5層は明確に形成してい

なかった可能性が翡い。 0302調究地点から20m東側に位置する0210調査地点では、やはり黒曜石が出

土しているが、早期の追物は含まれていない。もう少し掘下げていたなら、あるいは検出したかもし

れないが、 4・5層の南限とその範囲外に位置するため存在しない可能性のほうが高いかもしれない。

このようなことから考えると、縄文時代早期の遺物包含層の分布範囲は、黒髪南地区の北側という限

られた範囲であると想定される。もちろん、確認できた箇所は本調査地点のみであるため、南地区に

おいてどのように分布するかはまだ不明であり、今後の調査時には注意が必要である。

また、 II区においては南側段丘の境目とそれを巡る溝（堀）が検出され、思いのほか削平が著しい

ことが明らかになった。ただし、調査区北部を中心に縄文時代後期前半～中薬の土器群が検出されて

おり、縄文時代の追物包含層がこの一帯に良好な状態で残っていることが明らかになった。また、 II

区検出の土器群は I区と一部時期が重なるものもあるが、中心となる時期を異にしている。両地点は

20mほどしか離れておらず、この一帯が縄文時代の早期～晩期にかけて迫跡が営まれるような立地で

あったことを物語っている。

縄文土器については、水ノ江和同氏（文化庁文化財部記念物課）に多大なる御教示を賜った。文末

ながら、記して感謝申し上げます。
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皿 黒髪南地区の調査

2. 旧図書館工学部分室他改修工事に伴う発掘調査 (0932調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

埋蔵文化財調査室が使用していた旧図害館工学部分室を学生用サロンおよび事務局会議室へ改築す

るための工事である。周辺のライフラインの工事については立会調査で対応していたが、北地区ボイ

ラー室の改築工事の際、基礎部分以外のところには遺構や遣物包含層が良好に残存していたという経

験から、建物内部の地下ピット建設予定箇所において、試掘を行った。この結果、建物内の地表から

約0.8mの深さで、古代の遺物包含層と思われる黒色土を確認した。検出レベルは、建物周囲のアス

ファルトから 8cm程度下である。熊本市文化財課に連絡し、引き続き発掘調査へ移行することと

なった。施設部と協議の上、条件整備が整う11月30日より発掘調査を開始することとした。その結果、

古代遺物包含層および古代の溝1条を検出した。

この他、関連工事のため2009年11月10日と12月14日に2件の立会調査を実施した。

建物内の地中梁の構造観察のため、 2箇所において0.6x0.3mで梁の脇を掘削した。掘り方内であ

り、遺構・遺物の出土はない。地中梁については、当初予定していた掘削の必要がなくなったため、

これ以上の掘削はない。

また、周辺の階段・ゴミ骰き場の撤去につき立会調査を実施した。階段部分は、基礎石は地表下0.3

mの深さであり、撤去には支障はなかった。ゴミ置き場は基礎鉄筋入りコンクリートが厚さ0.6mほ

どあり、地表下0.5mほどまで削平されていた。遺構・退物は検出できなかった。

調査面積は、地中梁試掘・地下ピット試掘0.98m2、外溝工事立会230.7m2である。

b.調査の経過

2009年11月30日 一次掘削開始。

2009年12月1日 I区 掘り下げ、西側に溝を確認、掘り始める。

II -1区埋め土、撹乱掘り。

II -2区 南西隅の 1/4の表土を掘り上げ、撹乱も掘って、包含層を掘り下げ

る。

2009年12月2日 I区溝 (M1)完掘。

II区 撹乱部分がほぽ終わり、包含層掘削をほぼ終了。北東端にて溝 (M1) 

の西側の立ち上がりを確認している。

皿区 包含層をすべて掘り下げる。

2009年12月3日 II区 1号溝 (M1)を掘り下げ、完掘。全体消掃後、写真撮影。全体測批。

調査終了

c.調査の組織

調査員：小畑弘己・大坪志子

事務担当：村田知聖

発掘作業員：永田大祐・乍 誠二•森山宏美・白都節子・菊池フミヨ・北村一成•福田鈴子

整理作業員：江口 路・鬼塚美枝・小山正子・神川めぐみ・首藤優子・末吉美紀・谷川優子・高濱

美来•田上 艇•長谷智子・早川 翔・増井弘子・山脊早苗
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2. InI;;.(|,IF館1．．学部分空他改修工4Jiに伴う発掘訊喩 (09:12瀾在地．I．'i.）
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図22 0932調査地点迫構配四図・土府断面図 (1/100 ・ 1 /50) 
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W !.I:!，娑南地区の調究

(2)調査区の基本層序（図22)

建物内部であるため、そのほとんどが建物建設時の埋士であった。レンガ秘み建物は 11晋而 （旧表

土）を掘り込んで作られており、それを破壊して、同じ而から旧図濫館建物の基礎を作っている。梁

は旧地表而に接するように作られていた。土l習断而包含府は以下のとおりである。

l F;t,: :馬褐色土 (Hue7.5YRl / 2)、1厚さ 8cm

2培 ：黒褐色土 (Hue5 YR 2/ 1)、辿物包含！門、駆さ12cm

3)爵：赤褐色土 (I-Iue2.5YR1.7I l)、辿物包含屁、）厚さ15~20cm

4/杓：黒褐色土 (I-IuelOYR2 / 2)、基盤土

ただし、辿物は分けていない。

(3)検出追構

掘削工事は、建物の西側と北側をL字形に掘削するものである。掘削単位ごとに便宜的に I区～皿

区と呼び分けている。本建物の基礎以外に、それ以前に建てられた建物の基礎（煉瓦つくり）が存在

し、IFI地表土および辿物包含陪を破壊している。この煉瓦甚礎は、 lll区で東西方向、 I区で南北方向

に延びており、これらはL字形に復元できる。東西方向の畑瓦基礎の南側には方形に煉瓦が組まれた

柱礎石が2個ほど確認できた。これら近代以降の建物によって大部分を破壊されていたが、北西部分

には造物包含罰が残っており、北康部では削平を免れた溝を 1条検出した。ただし、溝 (l号溝）は

包含/fりを切り込んだような状況は確認できなかった。また、包含｝将（暗褐色土）下部からは大きな須

恵器片なども出土しているが、ニガらしき固い而の上にのっており 、当初はこれを竪穴住居址の硬化

而とも考えたが、住居状のプランを確認できず、さらにニガがlll区まで広く広がることから、下部陪

に含まれるニガと判断した。よって、 Il区とm区には逍構は存在しないものと思われる。
く1号溝＞（図22)

唯一検出した 1号溝は、 ifii定幅2mほどで、中間部に一段下がる二段掘りの1栃而形を示す。土師器

や須恵器の小片が出土しており、古代の辿構と思われる。

(4) 出土遇物

辿物はII・皿区の辿物包含101(2 ・ 3序）からおもに出土した。須恵器 ・土師器の小さな破片のみ

であるが、中に黄釉陶器の水注の把手部分の破片（図23:1)があった。把手の下に貼花文をあしら

い、この部分に褐釉を掛けるこのタイプの水注は、唐の長沙窯のもので、越•J•I•I惣粁磁 ・ 旭：三彩ととも

に8世紀代の初期貿易陶磁器のポピュラーな製品の一つである。釉の剥離が箸しい。2はヘラで記号

ロ
芍
ぶ
｀
ー
”

．、

2
 

，
汎
日
日
ロ
ロ

3
 

“鬱5
 

゜
10cm 

図23 0932調査地点出土迎物実測図 (1/ 4) 
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2. 旧図書館工学部分室他改修L1［に伴う発掘調究 (0932調究地点）

表6 0932調査地点出土遥物一覧表

図 番8 遺物 種類（翡種） 法量 (a:1) 残存量 特徴 色 fJ!I 出土遺構 口考

23 I 磁若（長沙） 水注 且 朋部）；• 外内： ナデ
．ナデ

外内 ： H ue IO Y R i I I 
: Hue 5 Y 811 

m区包含円 限押の押花文上に褐色釉

2 須恵器 む 且 朋部片 外内 ．： 回回転転ナナデ・ア 外内 ： H u e 7 .5 Y 6 / 2 
• Hue IOY 61 I 皿区 包含層 刻円・ヘラ品号？

3 上師諾 移動式醒 且 底部）¥・ 外内 削削 II))． ハケH
内外 ． H u e IO Y R 7 1 • I 
Hue 5YR 618 

n[｛ 包含円

凪
内ナデ．タタキ．

4 須慈舒 社 租部片
阿転ナデ 外内 ： H u e 7.5 Y 6 / l IR 撹乱
外．ド1転ナデ． タタ ・Hue 7.5Y61l 
キ

5 縄文上器 深鉢形上岱叶 胴部）t 外内 ：： 府内ささ 外内 ： H ue IO Y I< 7 / 4 
: Hue IOYR 7 I 4 

I [,{ Iサ溝 外面に剌突文あり

もしくは文字を刻んだ須恵器の蓋片である。 3は移動式の鼈の底部の破片である。 3は須恵器の壺形

土器の破片である。 5は縄文時代後期後半の深鉢形土器の破片である。

(5)まとめ

今回の調査は、逍構や追物こそ豊富ではなかったが、建物の地下にも十分に遺構や迫物が残存して

いることを証明した事例である。これまで、同様の事例は、黒髪北地区ボイラー室改槃工事に伴う発

掘調査 (0854調査地点）や渡鹿地区の体育館耐窟改修工事に伴う発掘調査 (0819調査地点）などがあ

る。最近の構内における建設工事は改築工事が多く、今後もこのような観点から、工事に際しては細

心の注意を払う必要があろう。

黒髭町辿跡は古代官術蚕養の駅推定地である。この本学黒嬰南地区における既往の調査でも古代道

路と思われる溝や南北方向に配置された掘立柱建物址や屋敷地を囲う長方形の区割り溝も検出されて

いる。ただし、本地点周辺ではこれまでは竪穴住居址や小さな溝が検出されているだけで、官術関連

施設や有力層の存在を示す逍物はこれまで発見されていなかった。今回発見された長沙窯の褐釉水注

は、破片ではあるが、 8世紀代においてこのような貴重品をもてる有力層が存在したことを裏付ける

重要な資料となった。
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Ill 黒嬰南地区の調査

3. エコロジーシステム実験室接地工事に伴う発掘調査 (0938調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

理学部において計画されたエコロジーシステム実験室 (9907調査地点）のアース設骰工事に伴う発

掘調査である。すでに本体プレハプの建設時の発掘調査により、縄文時代の辿物包含靡があることが

判明していた。工事予定区のうち、プレハプの南側に南北に平行する配線部分は地表下1.0mほど掘

削予定であり、そこからプレハプに繋がる部分は地表下0.35mであるので、とくに深い南北部分につ

いて掘削に立ち会った。立会調査は2010年1月14日に実施した。

その結果、地表下0.5~0.6mでII紆褐色の辿物包含層が現れ、その中から縄文土器数片が出土した。

また、 北側配線部の東端では幅l.Omほどで断面形がV字形の黒褐色土を含む溝状追構が検出された

ため、掘削工事を中止し、発掘調査が必要であると判断し、関連部局と発掘調査にむけて協議を開始

した。なお、縄文時代の包含l界直前までで掘削をとめ、北側のトレンチをトレンチ I、南側のトレン

チをトレンチIIと呼称することとした。

理学部との協談の結果、発掘調査は2010年2月17日より開始した。発掘調査面稜は、二つのトレン

チを合わせて10面であった。

9:. •::: :.‘, •' 

① 
x＝-21. 000 

X=-21, 100 

白 川

゜
100m 

図24 黒駿南地区（東部）における調査地点配四図 (1/2000) 
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3. エコロジーシステム実験室接地工事に伴う発掘調在 (0938調在地点）

b.調査の経過

2010年2月17日 作業貝を投入して、包含層および遺構を掘り始める。

2010年2月18日 トレンチ Iの南側の2回目の掘り下げを行う。鐘崎式土器の鉢の口縁部が発見さ

れる。 1号溝の図面を取り、石を取り除き、下まで掘り下げる。トレンチII2号

溝を掘り上げ、実測の後、 1号溝を掘り上げる。

2010年2月19日 トレンチ Iの包含層の3回目の掘り下げを行い、トレンチ IとトレンチIIの全体

c.調査の組織

写真を撮影する。 トレンチ Iの遺物を取り上げ、 トレンチ II も 1 号溝• 3号遺構

の実測と西側6点ほどの選物を実測し、取り上げる。その後、 1トレンチ北側壁

面の土層の写真撮影と実測を行う。トレンチ位置の測量点を行う。発掘を終了す

る。

調査員：小畑弘己・大坪志子

事務担当：村田知型

発掘作業員：菊池フミヨ・北村一成・乍 誠ニ・白都節子

整理作業員：江口 路・鬼塚美枝・小山正子・神川めぐみ・首藤優子・末吉美紀・谷川優子・高濱

美来•田上 慶•長谷智子・早川 翔・増井弘子・山寄早苗

(2)調査区の基本層序（図26)

Iトレンチを基本にして述べる。土層は基本的に8枚に分離できる。 1~4層までが現代の埋土で

ある。 5 層が近世・近代、 6 層が古代、 7 陪 •8 層が縄文時代包含層と考えられる。古代の遺物は、

攪乱土の中に磨耗したものが若干数認められるので、本来は包含層があったものと思われるが、 5層

によって削平されたものと思われる。古代と思われる 6層は部分的にしか確認できていない。以下、

5層以下の土層の特徴を述べる。

5層（黒褐色土層： Hue7.5YR2 I 2、固くしまる）近世・近代耕作土？

6層（黒褐色土層： HuelOYR3/2、やわらかい）古代相当層

7層（黒褐色土層： Hue7.5YR3 I 2、やわからい）遺物包含陪

8層（褐色土層： Hue7.5YR4 I 4、やわらか） 遺物包含層

7層と 8層からは縄文時代の遣物が出土しているが、層位ごとに遺物の型式が区分できる出土状況

ではない。 9層は無辿物層であり、地山層である。トレンチ Iの西側ではまだ露出していないが、ト

レンチ中ほどで露出しており、西側へいくに従い低くなるものと思われる。追物はこの傾斜の低い部

分に集中する傾向がある。

(3)検出遺構

＜溝＞

1号溝（図26)

トレンチ Iの東端で検出した幅1.5m、深さ0.8mの断面V字形の溝である。トレンチrrまで延びて
いる。トレンチIIでは2号溝に切られているが、幅80cm、深さ35cmほどが残っていた。底面近くは

幅80cmほど2段掘りされているが、この状況はトレンチIIでは確認できなかった。トレンチ Iでは、

この2段掘り上面に人頭大の礫4個ほどが投げこまれていた。覆士はやわらかい暗赤褐色～黒褐色の
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皿 黒髪南地区の調査
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Ill 共悽さ南地区の調査
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図27 0938調査地点縄文土器実測図 (1/ 4) 

土である。溝の方向は北から西に40度ほど振れている。水の流れは、底面の研さからみて、北から南

方向と誰定される。時期はトレンチIlの部分で、弥生土器の甕形土器の小片を検出 しているが、毅土

の状態からみて、古代以降のものと思われる。

2号溝（図26)

トレンチIl全域にほぽ韮なるように東西方向の方位をもつ輻0.8m、深さ0.2mの溝である。断面形

はU字形を呈する。掘り込みの面はこれより数十センチは詞かったものと息われる。 1サ溝を切る
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3. エコロジーシステム実験室接地1：巾に伴う発掘、楳11f.(0938調介地点）

ため、それより新しく、やや灰色を帯びた暗褐色土であり、近世・近代のものと思われる。出土退物

は縄文土器のみで、時期を示すものは出土していない。

＜縄文時代遣物包含層と集中区＞

溝を検出後、これらが切り込む黄褐色士．を掘り下げ、縄文土器およそ120点を検出した。辿物の分

布状況をみると、 トレンチ Iは西側に一部撹乱層が入り込んでいるが、ほぼ縄文の包含附が良く残っ

ており、厚さ20cmほどの逍物が含まれる。土器の破片は20cmほどの大きさのものもあり、礫が周

辺から出土する。この集中区は住居址である可能性も想定されたが、先にも述べたように、自然の地

形の傾斜に起因するものと思われる。それを証明するように、 トレンチの東側へ行くと、 8層が地形

の上昇とともに消失しており、迎物がまれとなる。さらに、 トレンチIIは調査区西側の一部から数点

出土したのみであり、これを衷付けている。これは隣接する9907地点の調査（埋蔵文化財調査室年報

6)でも縄文時代の逍物が染中する部分が地形が傾斜して低くなる調究区の南部隅に偏っており、こ

れと一連のものと思われる。今回、辿物は117点を位骰を記録して取り上げた。図26中の黒ドットの

番号は取り上げ番号であり、図示した追物の出土位個を示す。表7を参照されたい。

(4)出土遣物（図27)

縄文土器のほとんどは胴部～底部までの破片で、文様をもつ口縁部付近の破片は10点にも満たない

ものである。図示した口縁部破片は、御手洗A式、小池原上層式、錐崎式の特徴をもつことから、

これらの土器群は後期前策に属するものと思われる。

図27: 1 ---4は口縁部もしくは口縁部外面に爪形の刺突文をもつ深鉢形土器の破片である。図：

27: 2は口唇外面に刺突文がある。器壁は隙く、口縁部は直口でやや外傾もしくは内湾気味を呈する。

これらが御手洗A式土器の深鉢形土器であろう。図27:5~7は山形の口縁部をもつ深鉢形土器で

ある。図21:7は無文、同5は浅い刺突文、同6は山形口縁の頂部に刺突文、外面に波状沈線文を施

す。小池原上層段階の土器である可能性がある。図27: 8 ---12は鐘崎式土器の鉢形土器である。同9

のみ磨消縄文をもたない。口縁破片（図27:8)は丹塗りが施されている。

表7 0938調査地点出土遥物一覧表

図 醤号 道物 種類（器糧） 法量 (a:i) 残存口 特徴 色覇 出土還構 flil 考

z 1 縄文士器 深鉢形＋．器鳳 11柑郎/¥・ 内外 ナデ 内外 ： ll u c 7 .5 Y 3 / 2 IIトレン・1-3 I;・遺構 llりimlII文．外面刺突文
• 1ftさ : I lue 7.5Y 5 i 2 1•• 層

2 縄文l：器 深鉢形上路> ll籍郎）i・ 内外 ・｝・デ 内外 ： ll u e lO Y R 4 1 1 Nu21 I: 1fli II¥形文ナデ • Hue lOYR 412 

3 縄文1：器 深鉢形1沿； 11柑郎）t 内外 •J ・ ・r 外内 ll u e 2.5Y 5 / 3 Nc160 外面瓜形文ナ・ア . Hue 5 Y 4 12 

4 関文土器 深鉢形：I・・岱履 I―（松部片 外内 ・ ナデ
.,•デ

外内 ・ ll u c、 l OY R 5 1 3 
• lluc IOYR 5 / 4 

冷76 外面瓜形文

5 縄文：l：器 深鉢形l：器羅 II粒部）i ・ 外内 ． •ナJ ・デデ．． lIif1りささ 外内 ： H u e IO Y R 4 1 3 
: Hue IOYR 5/ 4 1 り清 外I「Iilli及RI:i．糾刺突文

6 縄文土荏 深鉢形1：器

翡1 l l tt部）ヤ 内外 ：・ 府府きさ 内外 ： H u e 2 .5 Y 4 1 1 IIトレンチ3サ遺情 l突・-文［hi．h1内11[h文i剌，突外文mil円線文・刺
. Hue 2.5Y 51 2 .!:/cl 

I I 
内外 ． ナデ 内外 H u e 2. 5 Y 5 / 3 7 縄文＿i：器 深鉢形上器

羞
II樟郎片 ナデ • llue IOYR 613 

21}清 内外爪iススあり

1 1 1t 
外内 ．' け)f9fきさ

外内 ． ll u e IOY R 3 / I 8 縄文土器 鉢形—9••岱 盟 I I t及郎9;• 
lluc IOYR 3/2 

碑 9Hii1関文

， 縄文：l：器 鉢形±器 狐 柑郎/¥・ 内外 ： •I ・デ
. ・/・デ．用さ

内外 . ll u c 2 .5 Y 5 1 4 
. Hut: i.5YR 3 i I M42 ・ ~96 

10 縄文＿1：器 鉢形t路 鳳 呪部9;• 内外 I内Hささ 内外 H u <' lO Y R 2 / I 
Hue lOYR 312 四 序in縄文

11 関文土器 鉢形十．器 鳳 [l柑郎）t 内外．ナデ． 用さき
. ・/・デ．粁

r外'-1 Hue 2.5YR 5、』6
Hue 2.5YR 5 / 6 ふ117 門稼文
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m 黒髪南地区の調査

図 番号 辺物 種類（鱈糧） 法fit(co) 残存紐 特費 色 ll!I 出土遺構 饂考

z 12 縄文土岱 鉢形土路 且 口縁部片 内外 ： ナデ
：ナデ

内外 ： H u e S Y R 5 1 6 
: Hue 5YR 5/6 

2サ溝 内外面丹喰り

13 縄文土路 鉢形上岱 且7 TiE部片 内外 ．. 府IJjきさ 内外 H u e lO Y R 5 1 , 1 
• Hue 7.5YR 5/,I 

Nl99 

14 縄文土岱 深鉢形土笞履 用部片 内外 ： ナデ 内外 ： H u e lO Y R 4 I 3 N:J.45 ・ I!トレンチ掲
：ナデ : Hue 7.5YR 4/3 乱

15 縄文土器 深鉢形l：沿履 租部片 外内 ： ナデ
・ナデ．磨さ

内外 ： H u e 2 .5 Y 6 / l 
: Hue lOYR 6 / 3 

f'b6 

16 縄文土器 深鉢形土岱凪 刷部片 外内 ： ナデ
：ナデ

内外 ： H u e 2 . 5 Y R 4 / 2 
: Hue IOYR 5 / 4 

包含層

17 縄文土器 深鉢形：I:器履 底部115 外内：ナデ
：ナデ

内外 ： H u e 2 . 5 Y 6 / l 
: Hue 2.5Y 7 / 1 

2り溝

18 縄文土器 深鉢形土器狐 胴部片 外内： ナデ
：ナデ．削り

外内 ： H ue 2.5Y 5 / 3 
: Hue 7.5YR 6/6 

IIトレンチ 1サ溝

19 縄文土器 深鉢形；l：岱且 9紅部片 外内 ・： ナナデデ．． A削IJりり 内外 ： H u e lO Y R 6 / 4 
: Hue 5YR 616 

2り清

20 縄文土器 深鉢形上岱履 底部9ヤ 外内 ． •J-デ
：ナデ

内外 ： ll u e lO Y R 4 1 1 
: llue 7.5YR 6/6 

2サ溝

21 縄文土器 深鉢形1：器 庇悶ロt抒なt l0 . 6 9託郎片 内外 ： ナデ
：ナデ

内外 ： H u e 2 . 5 Y 3 / 1 
: Hue 2.5Y 61 4 

幽 •OO68

(5)まとめ

今回、白川沿いの地点において以前確認されていた縄文時代の包含層を調査し、その広がりを確認

した。幅0.8mほどのトレンチではあったが、縄文土器の分布状況を追認でき、これらの集中区がよ

り南側へ広がることが判明した。今回検出した土器の時期は縄文時代後期前葉を中心としており、隣

接する9907調査地点でも御手洗A式土器が検出されていることから、本地点はほぼ同期の比較的短

い期間に形成された遺跡といえよう。また、白川を挟んで、対岸には北久根山貝塚があり、当地一帯

が後期の前葉から中業にかけての逍跡が広がることが予想される。今後は、今回発掘した遺物の分布

がどのような広がりをもつのか、また、住居址などの遺構を伴うのかなど、周辺の調査に期待したい。
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W 本荘北地区の調査





W 本荘北地区の調査

1.本荘団地北地区防火水槽取設工事に伴う発掘調査 (0426調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

大学病院管理棟の玄関前に防火水槽を建設する工事であり、 2005年2月4日に試掘を行い、地表下

1.5mで溝状の追構を確認した。このため、市文化課に連絡し、発掘調査の許可をもらい、発掘調査

に切り替え、 2月8・ 9日に調査を実施した。この結果、北東～南西方向に延びる溝2条を検出した。

溝内からは磁器や陶器片のほか、馬の下顎骨や銅銭（北宋銭）なども出土した。調査面積は84m2で

ある。

b.調査の経過

2005年2月8日 調査開始。 1・ 2号溝を検出。掘り下げる。

2005年2月9日 遣構完掘削。清掃の後写真撮影。迫構実測。調査完了。

c.調査の組織

調査員：小畑弘己

事務担当：前田知聖

発掘作業員：押方富江・小細工洋子・林田恵子・番山明子・福田久美子・松本和徳•宮村邦子

整理作業員：江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古賀敬子・古閑満代・首藤優子・末吉美紀・溜渕俊

子・早田咲百合・増井弘子・山寄早苗

(2)調査区の基本層序（図29)

調査区北壁で確認した。 1・ 2層は埋土である。それ以下は3層：黒褐色土 (Hue7.5YR2 I 2)が

l.0mほど厚く堆積しており、その下にレンズ状に4層：黒褐色土 (Hue5YR 2 I I) と5層

(Hue7.5YR 3 I I)が30cmほどの厚さで堆積している。これらの層は周辺の調査地点でみられる堆

積土とは異なっており、 2号溝自体の覆土の可能性もある。

(3)検出遥構

＜溝＞

1号溝（図29)

調査区西側を北東ー南西方向に流れる断面逆台形の溝である。幅l.0m、深さ0.6mを測る。 2号溝

とは並走しており、一連の溝である可能性がある。

2号溝（図29)

調査区中央を北東一南西方向に流れる幅3.5m、深さ2.0mあまりの溝である。断面形は緩やかな逆

台形を呈する。

(4)出土遥物

1号溝出土遥物（図30:1~5) 

図30:1 ・ 2は陶器碗、図30:3は染付皿、図30:4は染付碗、図30:5は陶器碗である。 1は海

鼠釉をかける黒い胎土であり、 2は京焼風の胎土と釉である。 5は黒褐～緑色の釉を掛ける。

65 



て

ー
がr
：
：
上
—
-
一---

-~
—·--

--~
-L

 •-
--

ー・
・

二 胃
図 2 8 汁 洪 共 筈 図 - 9 サ 一 f 5 彗 悦 淫 、 浙 閉 繭 図 ( 1 ¥ 2 0 0 0 )

〗 万 芦

＼  

5
病
棟

l
 

L
-

-•
 
炉 ，
 

病
棟

、
IB
臨
床
捻
義

-・・
・・
・・
・
 

．．．
．
 -・
・・
・
 こ
唸

ご
呵 r-
--
=
r
 

応
l•

い
rt 
0
 西

□□
 

℃
理
棟

．． ． ．  -••
 

・ 会 ． ．  r  
• ••

 

‘ ‘ヽ ・

．  ． ．  

•• • 

も め

姿 秀へ / f

l . 4 " / . H J l i l l l ~ t J t l ! Iぶ [ ) j ' . } ( l j <~ ~ 】 R ]苺 」 し F E 1 → 5 冷 1 6 - J i冷 ( 0 42 6 ~ I E J l l lt O

＼
 

7
 
「

゜
1
0
0
m
 



W 本荘北地区の調査

[
6
9
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9
Z
,
1
1
A
 
ー

A 1号溝

璽
A'Uヨ五50m

l層：暗赤褐色土(llue5YR3/2)

゜
5m 

2号溝

北壁 LH==14. 50m 

e・ 

C'LH=12. 50m ---- 1屈：暗褐色土(HueIOYR3/3) 
2層：黒掲色土(Hue7. 5YR3/2) 
3層：瓜褐色土(llue7.5YR3/2) 
4層：灰褐色土(lluo7.5YR4/2) 
5層：暗赤褐色土(lluo5YR3/2)
6層：黙褐色土(lluo7.5YR3/2) 
7屈：極黒色土(Hue7. 5YR2/3) 
8/M:褐色土(Hue7. 5YR4/3) 
9屈：凩褐色土(llue7.5YR3/2) 
10層：黒褐色土(llue5YR3/I) 
11層：暗赤褐色土(llue5YR3/2)
12層：暗赤褐色土(lluc5YR3/3)
13層：屈褐色土(lluc5YR3/2)
14層：暗赤褐色土(lluc5YR3/2)
15層：暗赤褐色土(llue2.5YR3/2) 
16層：暗赤褐色土(llue5YR3/2)
17層：屈褐色土(lluclOYR2/3)
18層：黒褐色土(lluc7.5YR3/2) 
19層：暗赤褐色土(lluc5YR3/2)
20層：馬褐色土(Hue7. 5YR3/2) 
21層：黄土
22屈：馬褐色土(Hue7. 5YR2/2) 

1層：埋土
2層：焼土
3層：訊褐色土(Hue7. 5YR2/2) 
41B:屈掲色土(lluc5YR2/1) 
5吊：黒褐色土(Hue7.5YR3/1) 

゜
2m 

図29 0426調査地点遥構配置図・溝・北壁土層断面図（1/100 • 1 /50) 
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図30 0426調査地点1・ 2号溝出土逍物実測図 (1/ 4) 

2号溝出土追物（図30:6 ~15) 

図30:6は刷毛II文様、図30:7は海臥釉、図30:8は白灰色釉の陶器の碗である。図30:8の底

部は鉗胎である。1:x130:9は陶器の大llllであるが、やや赤みがかった白色の釉薬が厚く掛かっている。

図30:10はやや廿みがかった色洲の染付の徳利もしくは面である。1:x130: 11 ・ 12は陶器揺鉢の口縁部

破片である。II緑部のみ褐柚を掛ける。図30: 13 ・ 14は砂粒が多く入る胎士を用いた平瓦の破片であ

る。外而は朔ILいi(1iHによる ll|lきが施され、内而にはより細やかな布1-1の圧痕をとどめる。固30:15は

北宋銭である。 1サ溝 ．2り溝ともいずれも19・世紀以降の所廂と考えられる。

(5) まとめ

今回の調究は周辺に既往の調ft例がな く、新たな知見といえよう。白川南岸に位附する本地区を含

めた本庄辿跡群内にはいく筋もの自然流路や人工的な濠や溝が巡っている。とくに医学部校舎の所在

する本荘中地区は古代～近代にかけての数多くの溝や禄が検出されている。今回検出した近世末もし

くは近代の溝もその一つと息われるが、このおおよそ北方向から流―ドする溝がどのような方向へ向か

うのか、現在のところ詳らかな情報を持たない。今後の周辺での調森に期待したい。

表8 0426調査地点出土追物一究表

図 番号 遺物 種類（諄櫂） 法量 (ci,) 残存量 特徴 色謂 出土遺9鼻 鑓 考

I l if ,,~郎のみが） 内 1 ・ア 内 II皿 7.5¥'512
、10 I 囚’石 絨？ 1kif 59 

I 2 外 ナ ・ア． n•J9) 外 lluじ 1(IYK5 3 Iり！＂t:；紅
l l if: 内：ナ・，， 11・1 ・ 11110 IOYR 7 I •I 

2 囚硲 鋭 J1tif :1 底郎 ・ 削部9;•
外•/·デ． n,1 り 外 ' !Im• 10¥'R 7 2 1サ1貴

）i(焼風Hr上
岱，(:,

ll!fり8 l'・I ・ ・J・・r 内 llul. h 1‘I色
:1 屯 f,I 小皿 IIt1 f I iltA；；)¥・ 

外 '/・i' 外： lluc,',1•1 色 lり溝
i“?i 
I liI 内 •I••f I’•I II99し'1り 1•I 色

1 ,i f.i 鋭 /』tif IIU郎J； • 
外 •J-·r' 外 ll91P l'WI色

I :;i貴
t；砧
I I tf 内 •Iデ 内 llue ~f,(;y 3 I 

5 囚 i; 磁 ，，tf f IIH,1~1 ',· 
外 ➔·,' 外 llu(• 2:,GY 3 I lり渇

召Ri
l l tf 内'•/サ』 内， 11u9, 25Y 6/ 3 2り溝 ('I'郎）蚊ド

6 囚む 帆 ,itif I 6 約I:J 
外・+デ 外 lluc IOYR 5 3 層

t,＂: 
I lif 内ナデ 内 lluo IOllG、II 

7 囚芯 帆 btit 18 I I 3 外 '•J•7‘．削り 外 IIし1(• 1011G •I I 2りI”r．沿
む店

1 l!f 内． 1デ 内'!IしIC 10¥'7 I 
8 囚む 慌 '，tIt 16 '，ui:112 

外削り 外． lluc 75¥'R 5 、1 2り1員1:射
1.,tli 
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W 本荘北地区の調査

図 番号 迫物 種類（器種） 法屈 (cm) 残存置 特徴 色詞 出土遵構 慌考

30 ， 陶器 大皿 底器口径径高 7.8 底部・胴部片 外内： ナデ 外内： Hue 5 Y 6 / l 2号溝（中部）最下
：ナデ : Hue 5 Y 6/2 層

10 染付 徳利・壺 底器口径径高 6.6 底部約l/8 外内：： 回ナ転デナデ 外内： Hue lOYR 7 / 3 
: Hue IOYR 7 /2 

最部1サ最下溝下屈層）・ 2号2号溝溝北側中

11 陶器 描鉢 履 口緑部片 外内 ：： ナナデデ， 削り 外内： H ue 7.5 Y R 3 I 2 
: Hue 7.5YR 212 

2サ溝北OO景下層

12 陶器 描鉢 凪 口緑部片 外内：ナデ． 削り
：ナデ

外内： Hue lOY R 2 / 2 
: Hue IOYR 2/2 

2号溝中部最下層 刷毛目文様

13 瓦 布目瓦 籠 破片 外内：布目
：ナデ

外内： Hue 2.5Y 7 I l 
: Hue 2.5Y 7 /2 

2号溝南部最下層 布n

14 瓦 布目瓦 履 破片 外内 ：： 布タ目タキ 外内： Hue 2.SY 7 / 2 
: Hue 2.5Y 6/2 

2号溝最下層 布目

15 銅銭 皇宋通賓
盟長さ 2.45 
さ 02. .13 5 

ほぼ完形 悶： 外内： Hue 
: Hue 

2号溝 煎iii:2.lg,風化顕著
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2.基幹環境整備（西側駐車場等）に伴う発掘調査 (0622調査地点）

2.基幹環境整備（西側駐車場等）に伴う発掘調査 (0622調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

中央診療棟の建設後その西側に駐車場を整備する工事である。 9箇所ほどを掘削し、建設予定地内

の全体的な遣構の残り具合を把握することとした。

人孔No.6では地表下2.lmで包含層が検出された。逮構面は地表下2.3mの部分にあたる。土師器細

片1片が出土した。

枡Nn56の地点では地表下1.5mで粘性の強い近代の溝もしくは埋め土と思われる層を確認．地表下

2.2mまで下げると近代の陶磁器や瓦片が出土した。

人孔No.9では地表下2mまで下げたが．途中1.5mの深さで上記枡地点と同じく近代陶磁器が出土

した。

枡No.20の地点では地表下1.3mまで掘り下げたが砂層と褐色の砂質土の互層であり、遺物・遺構と

もに検出できなかった。

枡Na9の地点は地表下1.4mまで下げるが、途中この一帯の台地部で検出される古代遺物包含層で

ある黒褐色土層が確認できたため、精査を行ったが、迫物や遺構は検出できなかった。

枡応31の地点は地表下1.3mまで下げたが、大部分がゴミ穴で撹乱されており、わずかに破壊され

ていない部分で砂質土が検出されたものの、遺物・追構ともに発見できなかった。

予定地内の中央部に位置しているクスノキの大木の根を抜く工事では、 1.9mほど掘削したが、砂

質土のみで、遣構・遣物ともに検出していない。

おそらく山崎記念館の北側から中央診療棟にかけては深い谷が入っており、地表下2mほど下げて

も近代の遺物が出るのみで、古代の遣構面には達していない。これに対して南東部では地表下1.8m

ほどで迫構や遺物包含層が検出されるという状況である。

このうち、山崎記念館の南側から西側へ抜ける部分の排水管付設のため、 2mほど掘り下げる工事

の際、南側の調査区と西側のL字状の角部分で古代の遣構・迫物を検出した。このため、発掘調査

に切り替え、 2日間で発掘調査を終了した。遺構は竪穴住居址l甚および溝l条であり、この両者の間

はすべて攪乱されていた。

全体の調査対象面積は8077.5面であり、発掘調査を実施した面積は50.68面であった。

b.調査の経過

2006年10月27日 立会途中で古代包含層らしき土壌を発見したので、重機で攪乱層および埋土を除

去した後、壁に矢板を設置して、人力によって攪乱を掘り下げ、 1号竪穴住居址

を検出した。立会調究から発掘調査に切り替え、その日のうちに 1号竪穴住居址

の床面をほぼ掘り終えた。

2006年10月30日 2号溝掘り上げ、全体を消掃し、逍構の写真撮影を行う。測最基準点を測最シス

70 

c.調査の組織

テムで測簸し、全体図は手書きによって実測した。その後、 1号竪穴住居址の掘

方を検出し、写真撮影後、実測し、調査を完了した。

調査員：小畑弘己



IV 本荘北地区の調査

事務担当：中川木綿子

発掘作業員：今村明美・早田咲百合•前田

日出男•森川 護・森川征

子・森田登

整理作業員：江口 路・鬼塚美枝・小山正

子・古賀敬子・古閑満代・洒

水直子・首藤優子・末吉美

紀・溜渕俊子・長谷智子・増

井弘子・山寄早苗

(2)調査区の基本層序

調査区の基本土層は、地表部分から1.3m

まで埋土層 (1層）、その下部が近世と思わ

れる 2層：黒褐色土層 (HuelOYR3 I I)、

その下部に水田もしくは畑の土壌と思われる

3層：黒褐色土層 (Hue5 YR 3 / l :厚さ

20cm)、マンガンの沈殿層である4層：赤黒

色土層 (Hue2.5YR1.7I I：厚さ10cm)、周辺

の調査地点で古代～縄文時代の遺物を含む層

に相当する 5層：黒褐色土層(Hue7.5YR3 / 1 

：厚さ25cm)がある。遺構はこの 5層中か

ら掘り込まれている。基盤土は暗褐色

(Hue7.5YR 3 I 3)のシルト質土層である。

s 

(3)検出遥構

＜竪穴住居跡＞

1号竪穴住居址（図31)

調査区の東端で検出した竪穴住居と思われ

る遣構である。調査区隅に住居址のコーナー

部分を検出した。住居址の覆土は黒褐色土

(Hue5 YR 3/ l)である。住居址の深さは

検出面から 5~10cmである。床面と思われ

る部分硬化面が確認でき、その上には、少最

の土器片とともに多最の焼土、砂岩プロック

が散乱した状態であった。時期を示す明確な

遣物は出土していないが、周辺地点の調査成

果からみて、本構造の竪穴住居址は8世紀後

半代のものと推定される。

/ l‘ 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
＼ 

＼ 

／ 

／ 

／ 

／ 

／ 

/ 1号竪穴住居址

゜
5m 

図31 0622調査地点遥構配置図 (1/100) 
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2.基幹環境整備（西側駐車場等）に伴う発掘調査 (0622調査地点）
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図32 0622調査地点出土逍物実測図 (1/ 4) 

表9 0622調査地点出土遺物一覧表

図 番号 迫物 種類（器種） 法量 (cm) 残存口 特徴 色詞 出土遺構 偉考

32 l 須恵器 円面硯
盟口径 22.3 

約 1/4 内外 ：： 回回転転ナナデデ．， 削ナデり 外内： Hue S Y 6 / l 2号溝上眉 外面に自然釉あり
: Hue SY 8/2 

2 士師器 甕
謡口径 23.6 

口緑部片 内外 ：ナデ． 削り 外内： Hue IOY R 7 1 4 2号溝J:層
：ナデ．ハケIi : Hue lOYR 7 /4 

悶長さ 3.5 外内： タタキ 外内： H ue 2.S Y 4 / 1 
3 須忠器 円盤

さ 31.1,3 ：タクキ : Hue 2.5YR 4/3 
洒側包含層撹乱 再加工

4 弥生土器 央 鳳 口緑部片 外内： ナデ 外内： Hue lOY R 6 / 3 匝1号半竪穴住居址上部
：ナデ : Hue 2.5Y 7 / 4 

5 縄文土器 深鉢形土器員 頸部片 外内 ： ： 暦／仔きき 外内： H ue 7.5Y R 5 / 6 面1号下竪穴住居址硬化
: Hue 7.5YR 5/ 6 

6 縄文土器 深鉢形土器履 頸部片 外内 ：： 府磨きき 外内： Hue 2.5Y 5 / 3 西1号半竪穴住居址J.:部
: Hue 2.5Y 3/ l 

＜溝＞

2号溝（図31)

調査区の西端で検出した溝である。溝の底面近くを検出しており、固31の点線は溝の掘り込み面の

推定ラインである。底面にはマンガンの沈殿層が認められた。立ち上がり面と溝のもっとも深いとこ

ろの差は0.43cmである。溝内部の落ち込みラインと掘り込み推定ラインの間から須恵器の円面硯の

破片（図32:1)が出土した。この溝は本調査区を間において調査された山崎記念館移設地 (0509調

査地点）およびポンプ室建設地 (0411調査地点）の発掘調査でその延長部がそれぞれ検出されている

ものである。他の地点では8世紀後半を中心とした時期の遺物が出土している。

(4)出土遣物（図32)

2号溝出土遺物

図32:1は2号溝から出土した須恵器の円面硯である。復元直径は22.3cm、陸部が18cmほどであ

る。おそらく 4つの獣脚がつくものと思われる。図32:2は土師器の甕形土器の口縁部破片である。

その他の出土遺物

図32:3は須恵器壺の胴部片の側面を面取りして整形した円盤である。図32:4は弥生時代中期初

頭の甕形土器の口縁部片である。図32:5 ・ 6は縄文時代後期後半の御領式段階の深鉢形土器の頸部

の破片である。
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IV 本荘北地区の調査

(5) まとめ

今回の調査は狭い面積ながら、山崎記念館移設地 (0509調査地点）およびポンプ室建設地 (0411調

査地点）に挟まれており、両地点の調査成果を補足した結呆となった。両地点で検出された本地点の

2号溝に相当する古代溝は、 2mほどの深さをもち、溝の下段部がきわめて狭くて深いという特徴的

な構造をもっ。同様の構造をもつ溝は本地区の北東部に位慨する医学部基礎研究棟 (9601調査地点）

でも検出されている。ここでは溝の中から多抵の「寺」や「佛」などの刻害をもつ燈明皿が検出され、

文献には現れていない豪族の氏寺関連の追構ではないかと推定したことがある（熊本大学埋蔵文化財

調査報告第4集）。この地点は本地区の北東部にあり、溝の方向も異なるため本地点の溝と連結するこ

とはないが、同時代の同じ構造をもつ溝である点、今回円面硯を検出した点を考慮すると、同様の性

格の溝である可能性がある。溝の深さや構造からみても掘削には大変な労力が必要で、少なくとも識

字層が存在しうるような施設をめぐる溝であったことは確かであろう。今後は溝がどのように巡るの

か、それに囲まれた内部に存在したと思われる建物群の検出が今後の課題である。
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3. 医学部図俳講義棟新営工事に伴う発掘調査 (0707調壺地、点）

3. 医学部図書講義棟新営工事に伴う発掘調査 (0707調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

医学部図書講義棟の建物建設に先立ち発掘調査を実施した。敷地内は既存建物の基礎や樹木が残っ

ており、小さな建物基礎と樹木の撤去部の周辺を地表下0.75mほど下げ、撤去に支障のないことを確

認し、撤去できる構造物はすべて事前に撤去した。しかし、撤去が不可能な建物基礎に関しては、発

掘調査終了後に撤去することとし、一次掘削の際に立会しながら、掘削範囲を決定した。その結果、

調査区の東半分は既存建物の基礎ですべて破壊されており、南側も基礎杭とそれを巻く基礎部が残存

していていることが判明した。このため、西側を主な調査区に設定し、南側は旧排水路によって削平

が著しく、発掘調査が不可能な最南端を除いて杭基礎の間をできるだけ調査することとした。

発掘調査は7月30日より開始し、台地側を I区、南側斜面部をII区と称し、 II区は8月9日ごろよ

り調査を開始し、 8月31日に全体の空中撮影を行って、 9月3日終了した。発掘調査の面積はl,590m2

である。

b.調査の経過

2007年7月30日 機材の搬入およびプレハプの設営を行う。攪乱層の除去作業を行う。南西部から

攪乱部分の除去および、畑上面に堆積した茶褐色土壌を掘り下げる。土師器・須

恵器などの土器片が出土する。

2007年7月31日 攪乱層の除去作業と並行して、畑上面に堆積した茶褐色土壌を掘り下げを続ける。

Il区の東側端の一角で水田らしき畦を確認する。

2007年8月2日 北部の撹乱層掘り。台風5号接近中のための養生を行う。

2007年8月3日 台風・雨のため、現場休み。

2007年8月6日 西側北部～中部にかけて攪乱をほぼ掘りあげる。追構面を精査し、住居址4基ほ

どを確認する。

2007年8月7日 調査区北部掘り下げ。 2号～8号住居址を掘り下げ。南側調査区掘り下げ・ Il a 

区砂層掘り下げ。

2007年8月9日 2 号住居址• 8号住居址出土状況・土層写真撮影・同実測。 MlO・ Il a区10号溝

掘り下げ。

2007年8月20日 北部遺構出し。 2 号住居址•8 号住居址床面出し。 Il b区掘り下げ（水田上面土）。

Il C区清掃。

2007年8月21日 北部遺構出し。 Ilb区掘り下げ（水田上面土）。ほぼ水田面まで達する。

2007年8月22日 Ilb・Ilc区水田面を出し、写真撮影。

2007年8月24日 水田址を実測し、サンプル収集後、水田基盤土（暗赤褐色土）を掘り上げる。

2007年8月31日 遺構面を清掃し、模型ヘリコプターによる空中写真を行う。 90・ 91号掘立柱建物

を写真し、実測を行う。ピットにすべて番号を付け、迫物を取り上げる。

2007年9月3日 調査終了。

c.調査の組織

調査員：小畑弘己
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W 本荘北地区の調査

事務担当：中川木綿子

発掘作業員：井手春代・江藤恵子・大越貞子・大越忠ー・緒方京子・押方富江・倉元慎平・古賀敬

子・田中香苗・溜渕久美子・溜渕俊子・成瀬好子・林田恵子・弘中正芳•福田久美

子・堀川貞子・前田日出男•前田美恵子・増井弘子・松井昭子・三好栄太郎

整理作業員：伊藤千代子・江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古賀敬子・古閑満代・首藤優子・末吉

美紀・溜渕俊子・長谷智子・増井弘子・山寄早苗

(2)調査区の基本層序

I区（台地部）はすでに削平を受けていたので、検出面のすぐ上部は近世以降の耕作土 (2層：に

ぶい黄褐色土：図36参照）である。この層は谷部で水田を被覆する洪水砂層を覆っている。台地上に

おいて遣構ののる基盤土は、暗褐色シルト質土 (Hue7.5YR3 I 3)である。

(3)検出遺構

調査区は長方形であるが、北東側の辺の2/3と南東側辺のすべてにわたって旧建物によって攪乱

を受けていた。とくに南側は谷部に相当するため、掘り下げに従って、建物基礎が露出するという状

況であった。迪構は破壊を免れた部分にほぼL字形に分布していた。 L字形の長軸の部分（台地部）

をI区、底辺の部分をII区と呼称し、 II区（谷部）は3分割し、西側からIIa区、 IIb区、 IIC区

とした。 I区も削平や配管、ごみ穴などによる攪乱でかなり破壊を受けていたが、予想を越えて、残

存状況はよい方であった。

検出遺構としては、 I区台地上から、 6世紀代の竪穴住居址1基、 7世紀末～8世紀後半代と思わ

れる竪穴住居址10基、柱穴多数を検出した。 II区東寄りを中心に9世紀後半～10世紀代以降の所産と

思われる 2x2m小区画の水田迪構19枚とそれに付設する幅0.6mあまりの水路を検出した。さらに

その下からは谷の落ち際に設置された排水用の水路2条を検出した。

＜竪穴住居址＞

1号竪穴住居址（図34)

I区の南端にあり、攪乱によってその大部分を破壊されている。削乎もひどく、壁の立ち上がりは

5cmほどである。床面の直径30cmほどの硬化面の上から土師器の高杯（図37:1)が割れた状態

で出土した。古墳時代のものであろう。

2号竪穴住居址（図34)

I区の北東隅で検出した2.0x2.0m、深さ0.3mの小型の竪穴住居址である。東隅に鼈が設けられて

いる。砂岩ブロックの支脚とその周辺にパミス状の焼土を含む土壌が堆積しており、砲と認定したが、

北東隅に壁を掘り込むように、土師器の甑が埋め込まれており、鼈の可能性もある。この甑の横には

15--20cmの角礫が出土し、甑の内部からは完形の土師器の高台付碗（図37:4)が出土した。甑と

土壁の接する部分は焼けており、周辺からは木炭も出土する。よって、甑を再利用した鼈であり、内

部から出土した土師器の高台付碗は寵や住居を壊す際に入れられた可能性もある。この甑の周辺から

は破砕した土師器や須恵器の甕形土器や杯類（図37: 2 ・ 5 ・ 7 ・ 11)が多数出土した。両者が寵で

あるとすると、 2つの鼈をもつ住居となる。ただし、両者の間が配管の攪乱によって破壊されている

ため、明確な関係は不明である。これ以外に、住居南壁の床面からは完形の須恵器の蓋（図37:3) 

が出土した。また床面からは砂岩ブロックの破片や礫が多数出土している。柱穴は確認できなかった。
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3. 医学部図書溝義棟新営工事に伴う発掘調査 (0707調査地点）
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W 本荘北地区の調査

S 1号竪穴住居址
I 

=＝-＼_£=込

i 2号竪穴住居址
E
g
c
・
c
l
1
1
=
1
 

g
 
a
 ’~ 

い

ー

／

~
 

＇ 

L
 

a
o
 

一
。
。。。゚

C
S
o
e
 

ー

LH_:::_!3._33m I屈： ！A＼褐色土(llue7.5YR2/2) 
2/cl :黙褐色士(llue5YR2/2)
3屈：暗赤灰色上(Hue2.5YR3/l) 

2 
4附：極暗褐色J:(Huc7.5Y2/3) 

/［；［：三；； 芸圭室苓ま翌廷ま菩苔喜[[3cmがバ／ス状に混じる
LH=13.33-m 

二←一こ□ニ

3号竪穴住居址

』①

2 L旺 !3,50m＝一澤：黙褐色1:（Hue7.5YR2/2)
2層：暗褐色：I:(Hue 7. 5YR3/ 4) 

..LIE.13~5しOm

ー主戸手

｀
 
八
贖
噂

‘, 

5号土坑

ー
‘, 

｀ヽ`・

ー
・々ウ

6号竪穴住居址

~]9’ 
、・如

LH=13.50m 

J ——== 1層： ／i溝色土(lluoI OYR2/2), 
赤色土(HueI OR4/6) 2~5cmのバシス多く含む

2,'cl:極暗褐色土(lluo7.5YR2/3), 
赤色土(HuolOR5/8)2~5cmバシスまばらに含む

3附：凩褐色J:(Hue 7. 5YR3/2) 
LH=13.50m 

/9----ヘ̀-_1層： ！il褐色±(lluo5YR2/2) LH=13.50m 

LH=13,50m 

戸辛ニくこ

=＝＼ク―—―与古-- 0--9<= 
2m 

図34 1 • 2 • 3 • 6号竪穴住居址 •5号土坑実測図 (1 /50) 

77 



3.医学部図杏講義棟新営工事に伴う発掘調査 (0707調査地点）

3号竪穴住居址（図34)

I区2号竪穴住居址の東側に隣接して検出した竪穴住居と思われる遺構である。大半を建物による

攪乱で破壊されるため規模や平面プランが定かではない。砂岩プロック 3点が遣構西側に並んで出土

している。中からは須恵器藍（図37:12）や土師器の甕形土器の破片が出土した。

6号竪穴住居址（図34)

I区2号竪穴住居址の南部で確認した竪穴住居址と思われる遺物の集中区である。周辺に壁の立ち

上がりを求めたが、 12号竪穴住居址や11号竪穴住居址と平面プランが合わないため、そのまま一つの

住居内部と判断した。覆土は木炭の小片や砂岩プロックの小片を含む黒褐色土 (5YR 2/ 2)であり、

その中から河原円礫2点と小片になった土師器甕（図38:17)が出土した。

12号竪穴住居址（図35)

6号竪穴住居址の南東側に竪穴住居址と思われる壁の立ち上がりを確認した。覆土より土師器高台

付碗（図37: 14) と土師器甑底部（図37:15)が出土した。

8号竪穴住居址（図35)

I区中央部で検出した4.7X5.Qmの竪穴住居址である。中心部を除いてほとんど攪乱を受けており、

寵や柱穴などは検出できなかった。壁の立ち上がりは10cmあまり残存している。床面には10---20cm

大の河原礫が11個ほど出土しており、数個集中する部分もある。その間から須恵器蓋（図38:19)や

土師器の高杯（図38: 21---23)などが出土した。これらは時期をたがえており、おそらく、須恵器蓋

は後世の混入の可能性がある。古墳時代の住居址と思われる。

く土堀＞

5号土坑（図34)

I区3号竪穴住居址の南隣に位置する 2X 1.5m、深さ20cmあまりのやや不整形な長方形を呈する

土城である。土坑の深さは深い部分で20cmほどである。遺物としては、甑の把手部分の破片（図

37: 13)以外に特徴的なものはなく、ほとんど土師器甕もしくは甑の胴部片である。土器が集中する

部分を中心として直径20cmほどの範囲にパミス状の焼土を含む黒褐色土が分布していた。

く掘立柱建物＞

90 • 91号掘立柱建物（図35)

I区南よりの調査区壁際で検出した2間x2間の総柱と推定される掘立柱建物址である。 90号と91

号柱穴は、直径70~80cmあまり、深さは60-80cmほどで、直径20cm弱の柱痕跡と思われる土壌を

確認した。西側は削平のためか柱穴が小さいものもあり、攪乱および調査区外に出るためすべての柱

穴が検出されているわけではない。柱穴の覆土からは8世紀代と思われる須恵器類（図38:26---28) 

が出土している。

く水田＞（図33)

Ilb・Ilc区で検出した2X 1.5mほどの小区画の水田である（水田17)。この部分は地形が南東側

の谷へ傾斜する変換点（斜面の頂点）にあたる。水田基盤土は黒褐色土層（図36:東壁 4層

Hue7.5YR 1 / 3)であり、すべて粗砂層（同 3層：オリープ粗砂Hue5Y l /3)に覆われており、

検出が容易であった。建物基礎のため破壊されており、残存する部分だけで19枚を確認している。畔

の幅は頂部が細く尖っており（図36東壁土層参照）、基部で20---30cm程度である。水口や排水口は

なく、斜面の傾斜を利用して畔越しに水を取排水する方式と考えられる。遣物としては土師器の高台

付碗（図38:31)がある。
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IV 本荘北地区の調査

＜溝＞

15号溝（図33)

II C区の水田で検出した幅0.8m、深さ0.5mの溝であり、水田17へ水を供給する集水路である。堰

の痕跡などは検出していないため、どのようにして水田へ水を供給していたかは不明である。ただし、

水の流れは北東方向から南西方向である。西側のIla・ Ilb区では確認できなかった。 10号溝との関

連は不明である。須恵器壺片（図38:30)が出土している。

10号溝（図36)

II a区およびIIb区の西半分で検出した幅2.5m、深さl.0mの断面逆台形の溝である。底の部分は

二段掘り状になっている。東に隣接する医学部図書館棟の発掘調査 (0101調査地点）で確認した15号

溝につながる可能性が高い。溝内部からは8世紀後半～9世紀後半を中心とする時期の土師器や須恵

器の類が多量に出土した。

21号溝（図36)

II b区およびIIC区の水田遣構の下で検出した幅3.5m、0.6mの緩い逆V字形の溝である。谷部を

流れる自然流路の一つと考えられる。図36のII区東壁土層図に示したように、 21号溝が5層で覆われ

ているのに対して、 10号溝はこの5層を切っていることから、 10号溝の方が新しいことがわかる。出

土遣物も 8世紀後半を中心とした土師器・須恵器の類（図38:32-36)であり、この層位的な検出状

況と一致する。

(4)出土遺物

1号竪穴住居址出土遣物（図37: 1) 

図37:1は土師器の高杯の杯部の破片である。屈曲部がやや肥厚する。

2号竪穴住居址出土遺物（図37:2~11)

図37:2 ・ 3は須恵器の蓋である。 2は口縁部にかえしをもち、頂部には紐がつくタイプである。

3は無紐でかえしもない。図37: 4 ・ 5は土師器の高台付の碗である。図37:6は土師器の高杯片で

ある。図37: 7 ・ 8 ・ 11は土師器の甕である。図37:10は甑であり、両側の把手部が残っている。図

37: 9と図37:10は同一個体である可能性もある。

3号竪穴住居址出土遺物（図37:12) 

図37:12は頂部にヘラ記号をもつ須恵器のかえしのある藍の破片である。

6号竪穴住居址出土遥物（図38: 16-18) 

図38:16は流紋岩製（天草砥石）の砥石である。断面が三角形状になるほどまで使用されている。

図38:17は土師器の甕型土器の口縁部片である。図38:18は土師器杯の底部の小片であるが、外面に

「水？」銘のヘラによる刻書がある。

12号竪穴住居址出土遥物（図37: 14-15) 

図37:14は土師器の高台付碗の底部片である。図37:15は土師器の甑の底部の破片である。 0.6cm

ほどの円形の孔が9個ほど確認できる。

8号竪穴住居址出土遥物（図38:19-24) 

図38:19は須恵器の紐をもつ蓋である。図38:20は土師器の甕形土器の口縁部の破片である。図

38: 21--23は同タイプの土師器の高杯である。図38:24は鉄製品である。刃物ではないことは断面が

台形である点からわかるが、具体的な種類・機能については不明である。
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3. 医学部図再講義棟新営工事に伴う発掘調壺 (0707調在地点）
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W 本荘北地区の調査
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図38 0707調査地点出土遥物実測図2 (1/4) 

5号土坑出土遺物（図37: 13) 

図37:13は土師器の甑の把手の破片である。

90 • 91号掘立柱建物出土遥物（図38:26-28) 

図38:26は須恵器の紐付の蓋であるが、焼き歪みが激しい。図38:27 ・ 28は須恵器の高台付碗の底

部片である。 26は90号ピットから、 27・ 28は91号ピットから出土した。
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3.医学部図ぽ講義棟新‘菌エ半に伴う発掘調杏 (0707,'J:，！布地．点）
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図39 0707調査地点出土迎物実測図3 (1/4) 
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図40 0707調査地点出土迫物実測図4 (1/4) 

水田址出土迎物（図38: 31) 

図37:31は『：j台付の十＿!':iii器の碗の底部片である。

15号溝（図38:30) 

図38:30は須忠器壺のII縁部片である。胴部から口縁部へかけてかなり砂H||lしている。辿梢の時期

を前接示すものではないと思われる。

10号溝 （図39:37~67) 

図39:37~46は土師器の邸台付碗である。37~44は器高や11径は異なるが、 II緑部がラッパ状に1jfl

く同じタイプのものである。45の外面には板目痕、 46には判読できないが、品瞥がある。図39:47は

土師器の杯である。1叉139:48~56は須恵器の高台坪碗である。図39:57 ・ 58は底部形状は異なるが、

いずれも須恵器の坪である。図39:59は須恵器壺の口縁部片、図39:60~64は LtiIi器の甕形土器のロ

縁部片である。凶39:65は1人」外面を細かく磨いた碗であり内而は黒い。1又139:66は土師器の高杯の破

片である。lil39:67は土製の竹状錘の破片である。

21号溝 （図38:32~36) 

図38:32は須忠器の高台杯碗である。図38:33は土師器の邸台杯碗の）氏部片であるが、外底に併行

する2本の細い沈線が 「二」状に描かれている。図38:34は須忠器；；；怜の口緑部片、図35は土師器甕の

口縁部片、 1区138:36は土師喘坪である。

それ以外の古代迅物（図38: 25 ・ 29,図40:68~80) 

図38:25は須恵器の合ltをもつ杯盗の破片である。24号ビットから出土した。図38:29は弥生土器の

甕もしくは壺形上器の底部と思われる。やや丸底になっており、後期前半の所産であろうか。37号

ピットから出土した。凶40:68~80は包含陪および樅乱から出土した辿物である。1辿40:68 ・ 69は須

恵器の高台杯碗であり、図40:70は高杯、回40:71は杯である。図40:72~76は上師器のJ-不、 1部40:
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3. 医学部1·x1苫溝義棟新‘i:tT. ・`j~に伴う 発掘濶査 (0707調究地点）
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図41 0707調査地点出土辺物実測図5 (1 / 4) 

77は紐をもつ杯盗、1:Xl40:78は甕形土器の破片である。股140:79は布Hをもつ平瓦の破片である。図

40: 80の鉄製品は一見鎌状を星するが、刃部に相当する部分が鋭利でなく 、種類は不明である。

縄文土器（図41: 81~109) 

各種辿構や包含｝i4、樅乱から縄文土器片がパンコンテナl箱ほど出土した。その中から抜粋して紹

介する。図41: 81は肥｝耳するII縁部外而に沈線と縄文をもつ深鉢形土器で、太郎迫式の範略に入るも

のと思われる。阪141: 82~84は口縁部外面に太い沈線を横走させており 、鳥井原式の深鉢形土器と思

われる。図41: 85も同型式の屈1111しないタイプの口緑部である可能性が閻い。図41: 86~95は御領式

～天城式段階の士器片と息われる。86~90が深鉢形土器、91~95が浅鉢形土器もしくは鉢形土器であ

る。図41: 96~ 105は古閑式段階でも天城式段階の影押を残すものを含んでいる。96~102は口縁部が
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W 本荘北地区の調査

表10 0707調査地点出土遥物一覧表

図 番号 遺物 糧類（鵡糧） 法量 (a:i) 残存量 特日 色 9l 出土道構 臼考

37 1 ±師笞 店杯
巽n佳 17.6

杯部l/-1 外内 ：： 回同転転ナナデデ．． 磨磨きき 外内： Hue 7.5Y R 6 / 6 
: Hue lOYR 6/4 

p1.1サ・竪包穴含住屈居址

2 須恵召 豆 底口笞{佳高f 3 l l .5 4 /5 外内：回転転ナデ
：回ナデ．削り

外内 ： H u e S Y 8 1 1 
: Hue 5Y 8/ l 

2サ竪同穴l'll住土居址
P-1 • 

3 須患荏 位
口ni: 13.9 

底岱 1.8 
ほぼ完形 外内：回転転ナデ． ナデ

：回ナデ
外内： H u e 5 Y 6 / 2 
: Hue 2.5GY 511 

2サ竪穴住！..:・址p.ll 上自然面釉にあヘりラ切り狽あり． 外面

4 土幻器 碗 底笞口i往応f 9l 3.8 . 4 ほぼ完形 外内：ナ転デ．ナ回転ナデ 外内： H u e S Y R 6 / 8 2・l}竪穴住居址p.12
4.9 

：回デ : Hue 5YR 718 

5 土師器 碗 底I器Jl抒高f. 10 . 2 約114 内外 ：： 回回転転ナナデデ． 削り
外内： H u e 7.5Y R 7 1 8 
: Hue 7.5YR 7 /4 

2サ竪穴住居址P-6

凪 外内 ：： 回回転転ナナデデ

内（杯：部H）ue 2.5YR 716 

6 土幻岱 高杯 脚郎2/3
外H（脚ue：部H）u7e .5YR 7 I 4 

2サ竪穴住居址覆土

7.SYR 7 /4 

謡utf 26 外内：ナ転デ．ナ削り 外内： H ue S Y R 7 1 4 if(2サJ:竪穴Iti1住店址床画7 土師沿 甕 TI縁部 l/4 ：回 デ．ハケ
目

: Hue 7.SYR 7 I 4 • P-2 • p.3 

巽[]径 24 内外：回転転ナデ． 削り 外内： H ue i.5 Y R 6 / 6 土2サ・撹竪乱穴酉住飼居北址部覆8 土師岱 壺 n樟部・用邸片 ：回ナデ．ハケ
H 

: Hue 7.5YR 7/6 

， 上師器 甕． 1fl 最大径28 胴部 1/3 外内：：削ナデり． ハケ目
内外 ： H u e S Y R 7 1 4 
: Hue 5YR 716 

P2•9サ.竪p穴.10住•居同址覆P土-8・外面にススあり

10 :l:師器 伍
巽11径刀．6

l/2 内外 ：ナデ． 削り 外内： H u e 5 Y R 8 1 4 2址紅サ上P竪-8・穴・2号P住-9竪居・址穴住床居面 外面ススあり：ナデ．ハケ目 : Hue 7.5YR 714 p.10 

11 ±師笞 甕
翡ntf23 

l/6 外内：回転転ナデ． 削り
：回ナデ

外内： H u e 7.5 Y R 7 1 3 
: Hue 7.SYR 714 

2サ竪穴住9片址P4 外面にスス・吹きこぼれあり

12 須忠苔 佐
翡口｛ 怜 10.4 

約 l/2 外内：回転転ナデ． 削削り
：回ナデ． り

内外 ： H u e lO BG 3 1 1 
: Hue 5BG 4/ l 

3サ竪穴住居址p.I ヘラ記号？あり

凪
外内：削り

13 土師臣 瓶 取手のみ ：ナデ． ハ指ケH.サ 外内： H u e 25 Y R 6 / 8 5サ土坑P-2 外面にススあり
指ナデ． オ : Hue 25YR 616 
工

14 土師器 碗 底器口{径高f 8.4 2/3 外内：回転転ナデ
：回ナデ

外内： H u e 7.5 Y R 7 1 6 
: Hue 5YR 6/6 

12サ竪穴住98址

15 土師器 瓶 凪 底部片 外内： ナデ
：ナデ

外内： H u e 7.5 Y R 6 1 4 
: Hue 7.5YR 614 

1HI2砂サ層竪穴住居址•水

38 16 石器 砥 fi 幅m長さ 34..7 6 6サ竪穴tt9sJtl:覆：t 煎伍70.5g
さ 2.7

17 土師器 甕
盟niを 24.6

1/8 内外：回転転ナデ． 削ナり 外内： ll u e 7.5 Y R 8 / 3 
P6-サ1竪・穴P・住3居・址p • 4 ・ 

：回ナデ． デ : Hue 7.5YR 814 M覆-6：t．p.7 ・ p.9 ・同

18 土師器 u 凪 底部片 内外 ：回転ナデ
：回転ナデ

外内： H ue 7.S Y R 7 1 6 
: Hue 5YR i 16 6サ竪穴住居址＂上

刻曹「水」

19 須恵器 虹
口径悶 13.8 

底笞 2.5 
l/4 内外：阿転転ナデ． 削削り：回ナデ． り

外内・ H ue 7.5 Y R 6 / 2 
: Hue 7.5Y 61 l 

8サ竪穴tE9S址p.3

20 士師笞 甕 >＂往 18 口樟部約 l/4 外内：ハケ目 外内． H ue 7.5 Y R 6 I 6 捐上8サ・竪同穴覆住土居•62址床号遺直 外面に吹きこぼれあり
：ナデ : Hue 5YR 616 

21 土師岱 店杯 杯部約 112 内外 ：ナデ． ハケg 外内： H ue lOY R 7 1 4 8号竪穴住居址P4
'ナデ．ハケ日 : Hue lOYR 7 /3 

22 土師器 高杯 底口召i1高f. F 1 1. 6 脚郎4/5 外内 ：：回ナ転デ．ナハデ．ケ削目り 内外 ： H u e 7 . S Y R 8 / 6 
: Hue 7.5YR 7 /6 

8サ竪穴住居址r.10焼きむらあり

23 土紐器 高杯

旦福，，さ 05.3 a.7 I 

3/5 内外 ：： 回ナ転デ．ナデハ．ケ削目り 外内 ： H ue IO Y R 7 / 6 8サ竪穴住居址P-11 外面に？あ指り圧痕あり．杯内面に
: Hue lOYR 716 スス

24 鉄器 不明 8サ竪穴住居址 煎1il:16.6g

罹酎浦>＂ t壱＇ 1 4 外内 ： 回回転転ナデ． 削削I) 外内 ： H ue 5 Y 6 / 1 25 須恵器 歯 約1/4
： ナデ， り : Hue N 6/ 1 

24号ピット

15 
外内 ：： 回回転転ナナデデ，， 削削りり 外内： H u e l OY 6 / l 26 須恵器 社 約l/4

: Hue SY 6/ l 
90サビット Pl 

2.6 

27 須恵器 碗 8.4 底部l/4 内外 ：： 回回転転ナナデデ， 削IJ
内外 ： H u e 5 Y 5 / l 91サピット
: Hue 5 Y 711 

外内 ： 削囮囮転転りナデ． ナデ 外内： H u e JO Y 5 / l 28 須恵岱 碗 9.3 底部2/3 ： ナデ．ナデ．
: Hue IOY 6/ I 

91•サビット 外面に自然釉あり

29 弥生土器？ 甕 底口器径径高 8.1 底部約 1/4 外内： ナデ：ナデ
外内： Hue 7.5Y R 6 / 4 
: Hue 7.5YR 6 / 4 

37サピット

盟口径 26.6 内：囮転ナデ．タタ

30 ，，バ恵註 壺 n樟部・胴郎H・
キ 外内： Hue 2.5Y 3 / 2 15サ溝北四沈澱屈 H然釉あり
外： 回キ転．削ナデり． タタ : Hue SY 712 

31 土師器 碗
盟口托 8 

l/8 内外：回転転ナデ
：阿ナデ．削り

外内： H u e lOY R 7 / 4 
: Hue IOYR i 13 

水1色7サ1Il：t:碁水)盤1Il土被覆（昭砂赤庖褐． 
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3. 医学部図宵講義棟新営工1tに伴う発掘謀lit(0707調企地点）

図 番号 遺物 種類（器種） 法fit(cm) 残存口 特微 色 n 出土還構 臼考

口悶if H.6 内外・ [t,J転転ナデ 内外 ： ll u e IO Y R 8 / 3 38 32 須患器 碗 底笞 10 約I14 
回ナデ．削り . Hue IOYR 813 21 サ·j髯 P•I 焼成患し

4.8 

33 上的器 碗 n[ 底荏 8. 8 l/:3 外内 阿転ナデ
・回転ナデ．削り

内外 ： H u e 5 Y R i / 6 
: llue 2.5YR 6/6 21 サ溝 P•2 ヘラ記サ？あり

謡r:Jlf: 18.6 内'[9tJ転ナデ．クタ

34 須患岱 壺 118 
キ 内外 H u e 2 . 5 Y 8 / 2 21サ溝
外・削[9ll転りナデ． ナデ． : lluc IOYR 8/3 

35 土師器 甕
認[―I tそ 22

1 /8 内外 ([t]転転ナデ． 削り
・[!1 ナデ．ナデ

外内 ll ue 7.5 Y R 8 / 4 
• Hue 7.5YR 8/3 21サ溝

灰 上師器 杯 底岱1-11t1¥'li ,f: f: 721 3..9 1 .6 4 /5 外内 ： ： （IjO1]]転転ナ・｝・デデ 外内 ： H ue IOY R 8 / 3 
: Hue JOYR 8/ J 21サ溝叫赤褐色土 焼きむらあり

39 37 I：師器 碗 >Iii角 17.2 1/2 外内 ：： 凹Iii]転転・・rトデデ 外内 ： Hue 2 .5 Y R 5 / 6 10サ溝ド屈 内ス外？あ1f1iり赤色化粧：I:.外面にス
: Hue 2.SYR 5/6 

38 j：師器 碗 底口器 671 4..6 9 . 2 2/3 外内 ： rPl転転ナデ 外内 ： H ue 5 Y R 6 / 6 l(）サ溝 I>•8. Iヽ，1ド層 内外ilii赤色化粧土: Iり） ナデ，削り • Hue 2.5YR 6/6 

39 土師器 碗
Uii f. 12.8 
底荏 76 . .-1 2 約I12 外内． Iul転転ナデ'[1iJ ナデ

外内 ： H ue 2.5 Y R 5 / 6 
. IIue 5 YR 5/6 

褐10色サ溝上ド層•水1il 茶 内外面赤色化粧j••

40 l：師器 碗
1 1 往悶 1 3 .2 
底討 76.. 4 1 

2 / 3 外内・回転転ナデ
・［q ナデ

内外 ' H u e 5 Y R 6 1 6 
'Hue 5YR616 

10り溝ド層 底部圧痕あり

41 士師器 碗 底口岱ff 抒店 57M.3 6 . 2 1 / 2 内外 ．［nl転ナデ
囮転 •J• デ． nIJ り

内外 H u e 7 . 5 Y R 6 1 4 
Hue 7.5YR 6/4 10サ溝P-9

42 七師荏 碗 u底器i{高をf IO..I 底郎 113 内外 In]転ナデ 内 Hue 5YR 6/6 
10サ溝lcl転ナデ削り 外 llue 5YR 616 

43 土距益 碗 唱
底荏高 9 

底部約 112 内外 ナデ
ナデ

内外 ． H u e 7 .5 YR 7 / 6 
• Hue 2.5YR 5/6 

10り溝 内面にススあり

•1 4 上師諾 碗 底n笞i往店f 6.8 底部 1/2 外内 回転ナデ9回転ナデ
外内 H u e 5 Y R 6 1 6 
'llue 5YR6/6 10サ溝 I·.~ 赤色化粧I:

45 土師器 碗

底陪且底諾ii紅[, 7 7'，11 A 3 6 H 

底部2/3 内外 '' (ii(iiii転転ナナデデ． ナデ 外内 ・ H u e 5 Y R 7 1 6 10り溝ーI:吊 板H圧痕: Hur 5 YR 616 

46 ：l：師器 碗 底部3/4 外内： hlfl)l転転ナデ． ナデ 外内 ： H u e 5 Y R 6 / 6 l()tj•in l：屈 屈円あり
ナデ，削り : Hue 7.5YR 7 /'1 

47 t師器 杯 I ! :J 外内 ： ： lfiiIi1l転転ナナデデ 外内 ： H u e !i Y R 6 1 6 109}•溝．l：層 内外ifi赤色化粧土:Hue 5YR6/6 

盟l ̀11-f l5,6 
外内 ： ： ［I!!OII 転転••}}••デデ， 削り 外内 ： H ue 7. 5 Y 5 / l 48 須忠器 碗 10 約1/8 10サ溝．k層

5.5 
:Hue 7,5Y6/l 

49 須恵器 碗 底n器rn 径紅 10 . 6 I I Ii 外内： I＂）転転ナデ
: IP) ナデ

外内 ： H ue 7 . 5 Y 7 I l 
: Hue 7.5Y 7 I I 10り消！下層

50 須恵器 碗 底u岱抒店tf ． 10.8 底部118 外内：阿転転ナデ
・［司ナデ．削り

外内： H ue 5 Y 7 / l 
: Hue 5 Yi 11 108溝上層

51 須恵器 碗 [ 1[ 
底器 8 底郎 I/-1 外内 回転転ナデ．回ナデ

内外 ： H u e 5 Y 7 / 1 
: Hue 5 Y 7 / 1 10サ溝1:/M

52 須恵器 碗 底n笞it 往店 10 . 、1 麻郎約 II •I 内外 ．［1，]転ナデ: [Pl転 •9・デ
内外 ・ H u e 2. 5 Y 7 / 2 
: Hue 2.5Y 712 10り清l：層

uiそ
内外 阿転ナデ 外内 H ue i.5 Y 6 / 1 5.1 須恵荏 碗 訊 底部9ヤ 9回転ナデ ・ Hue i.5Y 6 I 1 10サ溝上円

5-1 須恵器 碗 唱r岱,t高 86 9尺郎1ハI 内外 回転ナデ
同転ナデ

内外 H u e 7 .5 y 7 /l 
Hue 7.5Y 7 1 I 10サ溝t.M

55 須忠器 碗
11甘
底器庇 12.6 !;f郎I12 

内外 ・阿転ナデ
'削阿転りナデ． ナデ．

外内 ll ue 5 G Y 6 / l 
Hue IOGY 511 10サ清 l:IM

56 須恵器 碗 凪7 底郎I/.¥ 内外：ナデ．ナ阿転ナデ
：阿転デ．削り

内外 ・ ll u c 7.5 Y 7 I I 
• Hue 7.5Y 7 / 1 

10り溝上層

II！ 佳: 13 内外： ［り転転・ナデ 内外 ： H u e 7 . 5 Y 6 / l 57 須患器 杯
底器 8.3.6 6 

I/ •I ：囲ナデ • Hue 7.5Y 6/ 1 1(）サ溝l：層

58 須忠器 M; 底[器I 7.4 底部3/4 内外 ：： (（!_1U］］転転ナナ・・アア 外内 ： H u e 5 Y 7 / I JOサ清l・・柑: Hue 5 Y 7 / l 

59 須恵器 壺
盟Liff 22 [ 1松部・胴部

内： ！キi!］転ナデ．タタ
外I勺： Hue 2.5YR 4 / 3 l(）サ溝 P・2 外[fliLI緑部にfl然釉ありl/8 外： 阿キ転．削ナデり． タタ : Hue 5PB 6/ l 

60 七師器 甕
謡nm 21 [ I樟郎・胴部 内外：： r［111i]］転転ナナデデ． 削り 外内 ． H u e 7.5 Y R 8 / 4 )（）！}溝F層 外面にススあり118 : Hue IOYR 713 

盟[lif 28 n柑郎のみ 外内 '[1]転転ナデ． 削り 内外 ． H u e IO Y R 8 / 4 61 七幻器 甕 ・阿ナデ．ハケ 10り渭．l：柑 外面に吹さこぼれ痕ありl/8 
rI llue IOYR 8/4 

ni謡t 2・1 内外 . IDI転ナデ． 削I)
内外 H u e 5 Y R 7 1 8 62 :l̀．距器 甕 II樟郎・阻部）ヤ ：回転ナデ．ハケ
lluc JOYR 8/ 4 

1(）サ溝l．．層
u 

63 十:§Ji器 甕
uiitt Z8 

塁高
llt汝郎胴部）ヤ

内外 [II]転ナデ． 削り
岡n転ナデ．ハケ 内外 H u e 1 0 ¥' R i / 4 Hue lOYR i I ・I 10サ溝下柑

I H径I 25.6 L)は部・用郎 外内 回転ナデ．削り 内外 ． H ue IO Y R 7 / 6 内外面にコゲ・吹さこぼtしあ

“ 
上師器 甕 回転ナデ．ハケ lOl}・iR P-1 ・ fiirド円

底苔店 L'8 
H Hue IOYR i / 4 り
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W 本荘北地区の調査

図 番号 遺物 種類（器種） 法量 (cm) 残存且 特徴 色関 出土遺構 偽考

：沿 65 土師器 坪 底器口径径高 8.165 .4 2/3 内外 ：： 府閉ささ 内外 ： H u e N 2 / 0 
: llue IOYR 7 /2 

10 rn,i P-7 • rヽil・ド層 内開

66 ：I：師器 高坪 且 脚部片 外内： ナデ
：ナデ

内外 ： H u e 7 .5 Y R 5 / 6 
: liue IOYR 6 I 4 109清上円 脚部内面にハケllあり

『 外内：： ナデ
内外 ： I I u e 67 :I．．製品 錘 1.3 約112 : Hue 7.5YR 61 4 10サ溝J:層

さ 1.4

40 68 須患器 碗 底口器径径高 9515..6 9 .5 約112 外内： （！1]転転ナデ
：皿ナデ，削り

内外 ： H u e S G Y 6 1 1 
lluc 2.5GY 6 / 1 17サ水IrII・・郎

69 須恵岱 碗 底器口径高径 82 約114 外内： ［P]転転ナデ
: (o( ナデ．削I)

外内： ll uc 10 ¥' 6 1 I 
:H皿 IOG4 I I 包含層・撹乱

外面に1.1然柏あり

70 須恵器 高杯 底n器i径店至 5.4 1/2 外内：回転転ナデ
: l~l ナデ．削り

内外 ： ll u c 2. 5G Y 6 I l 
: lluc 5GY 511 撹乱

71 須患器 杯
口径見 13 
底器 8 4 約l/4 外内： In1転転ナデ

： （！リナデ
外内： ll u e 2 .5 Y 6 / 2 
: Hue 2.5Y 6/2 

J包:)含附 (I91赤褐色

72 上師笞 坪
U 径悶 1 3 . 4 
底器 82.. 4 7 l/2 外内：回転ナデ：阿転ナデ

外内： ll ue IO Y R 7 1 4 
• llue IOYR 7 I 4 

包色含t屈llC[が．明赤褐

73 -1：師器 坪
口径悶 14.6 

底器 9 2 . 9 
113 内外 ：回転ナデ． ナデ

9回転ナデ．削り
外内： ll u l' 7 .5 Y R 7 I 6 
: Hue 7.5YR 716 

j泣:）含暗層茶（褐水色III店盤

74 土師器 杯
口径悶 14 
底器 93 .. 2 5 1/2 外内 ：： II叶nl転転ナナデデ 外内： H u e 5 Y R 7 1 8 

: Hue 5YR 718 
包色含：I:JM I1 c(~Iり1赤褐

75 土邸岱 杯
盟口径 14.6 

口縁部l/3 外内：阿転ナデ：阿転ナデ
外内： H u e 5 Y R 7 1 8 
: Hue SYR 718 撹乱

76 .t師器 坪 底器口径径高 5 1105..4 5 約l/4 内外・回転転ナデ
: (ill ナデ．ナデ

内外 ： ll u c 7 . 5 Y R 6 1 6 
: Hue 7.5YR 616 

包含層・撹l,L

77 :t:師器 伍 員 約213 外内：回転転ナデ
[nJ ナデ．削り

内外 ： H u e IO Y R 7 1 6 
: Hue IOYR 714 撹乱

78 :l:師甜 甕
盟口径 22.8 

口縁部・胴部片
内外： l!l回lll転転ナデ． 削り
： ナデ．ハケ 内外 ： ll u e 7 . S Y R 6 / 6 : llue IOYR 7 /4 

褐包色含•層I: n b l1.IIf赤 外面．内側1こ1籍郎ススあり

79 土師岱 平瓦 幅m長さ 44..9 2 破片 内外 ． 布L I 内外 ： ll u c IO Y R 7 / 3 色包含：l・・層［［ bl?．暗i/f；褐 布「I
さ l.65

：ナデ : llue 7.5YR 61 4 

問長さ 8.05 
80 鉄器 1S 明 4.3 17サ水IIII：郎 Jf(fil:68.0g 

さ 22

41 81 縄文：I：器 浅鉢形土器

I 
口縁部片 外内 ： ナデ， 磨府きさ 外内： H u e lO Y R 6 / 4 10サ溝＿l：層

：ナデ， : Hue JOYR 5/3 

82 縄文土器 深鉢形土器 口縁部片 外内 ：・ ナデ． 府科きき 内外 ： ll u e IO Y R 7 / 4 撹乱
．ナデ． : llue IOYR 81 4 

83 縄文：t器 浅鉢形土器 口縁部片 内外 ：： 閉内ささ 内外 ： H u e IO Y R 7 1 6 包含屈．撹乱• Hue IOYR 716 

別 縄文土器 浅鉢形土器履 胴部片 外内 ： ： ll ＂" きき
外内： H ue IO Y R 6 / 6 
: Hue IOYR 614 

5サ竪穴{I:I,I}址罷：I:

85 縄文：t．器 深鉢形土器， 口緑部片 内外 ：： ナナデデ．． 1府行きき 外内： H ue IOY R 8 / 2 撹乱: lluc IOYR 8/2 

86 縄文土器 深鉢形土器 口縁部片 外内 ：： 府用ささ 外内： H u e lO Y R 7 / 4 包色含1••~II clメ．明赤褐
:Hue 10YR6/6 

87 縄文上器 深鉢形土器員 口縁部片 内外 ： ナデ
：ナデ

外内： ll u c 7.5 Y R 6 1 4 
: llue 7.5YR 6/ 4 

I10,{ り清 （l：層） ll b 

88 縄文：I・・甜 深鉢形士器履 口緑部）ヤ 内外 ：： 府内きさ 外内 ： H ue 2.5 Y 6 / 3 
: Hue 2.5Y 5/ 2 

90り・ピット

89 縄文土岱 深鉢形土器員 口縁部9ヤ 内外 ：： H内9きさ 内外 ： ll u e IO Y R 5 / 2 
• llue IOYR 5/2 l7l}•水 1U侠fll砂陪

90 縄文l：器 浅鉢形土器凪 口縁部片 外内 ：． 用閉ささ 内外 ： ll u c 2 .5 Y 3 / 1 
: llue 2.5Y 3/ J 包含層

91 縄文：I:器 浅鉢形土器且 口緑部片 外内 ：： 府閉きさ 外内 H u c 5 Y 2 / 2 
: lluc 5 Y 412 

包色含（層水1HII必C盤~暗土）茶褐

92 縄文：I:器 深鉢形土器日 口縁部片 外内 ：： 府用ささ 外内： ll u e 2.5 Y 6 / 2 
: Hue 2.SY 6/3 

91り・ピット

93 縄文土召 浅鉢形土器員 口縁部片 内外 . ： lff内きき 外内： H ue 2.5 Y 2 I 1 
• Hue 2.5Y 4/3 

包含層

94 縄文：I：器 浅鉢形土器且 胴部片 内外 ・： 閉用ささ 内外 ： H u e 2 .5 Y 4 / l 
• lluc 2.5¥'2/ I 

91S}・ピット

95 縄文：I:器 浅鉢形土器凪 口縁部片 内外 ：： 府府ささ 外内： H ue 2.5Y 2 / l 
: llue 2.5Y、II l 10サ溝＿1：柑

96 縄文土器 深鉢形土器員 口緑部片 外内 ．： ナナデデ．． 内内さき 外内： ll u e 2.5 Y 6 / 3 
. Hue 2.5Y 5/2 包含屈・撹乱

97 縄文土諾 深鉢形土器員 口緑部片 内外 ：： 府内さき 内外 ： H u e I O Y R 6 1 4 
: llue IOYR 5/3 

撹乱

98 縄文土器 深鉢形土器員 口縁部片 内外 ：： ナナデデ．． 用閉さき 内外 ： H u e IO Y R 6 1 4 
: Hue IOYR 7 /3 

撹乱
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3. 医学部図舟講義棟新営工事に伴う発掘調企 (0707調査地点）

図 番号 遺物 種類（翡種） 法量 (ca) 残存量 特微 色謂 出土遺構 臼考

41 99 縄文i:ti 深鉢形上器 噌
塁店

口縁部片 外内 ：： ナナデデ．． 府府きさ 内外 ： ll u e IO Y R 8 / 3 
• llue IOYR 8/3 撹乱

100 縄文．1：t} 深鉢形i:器且 口縁部片 外内：府き
：ナデ．府さ

外内： l l u c I OY R 5 / 3 
• llue IOYR 4 /2 10サ溝上円

101 縄文1:1.i 深鉢形：tti且 口総部）ヤ 外内 ：： 府府きき 外I人,.Hue 2.5Y 614 
• lluc 2.5Y 5/2 包含層

102 縄文 •I••荏 深鉢形・I．．岱且 口緑部片 外内 ：： ナナデデ．． 1ft聞きき 外内． ll uc IO Y R 7 1 3 
Hue IOYI{ 612 10号溝上層

103 縄文土岱 深鉢形．．t．器凪 口籍部片 外内 ：： 磨磨きき 外内 ・ H u e 7. 5 Y R 4 / 4 
: Hue 7.5YR 412 3号竪穴住居址覆土

104 縄文I：岱 深鉢形上器屈 口拇郎）ヤ 外内 ： ： ｛府9きき 外内 H ue 2.5 Y 6 / 3 
• Hue 2.5Y 3/2 

5号竪穴住居址覆土

105 縄文：I••岱 深鉢形：l：器且 胴部片 外内：ナデ． 府さき 内外 ： ll u e IO Y R 5 / 2 8号竪穴住居址床直
：ナデ．閉 : Ilue IOYR 513 上

106 縄文I：器 深鉢形上召 噌品 胴部片 外内． 窮内きき 内外 ， H u e 2 . S Y 6 / 2 
Hue 2.5Y 4 I 1 

57号ピット

107 撓文1：石 深鉢形 •I：笞履 胴部片 外内 ：： 閉磨きき 外内 ll u c IO Y R 7 / 6 
: lfoe IOYR 61 4 93サピット

108 関文-t．岱 深鉢形上器 底若口径径高 11.5 底部約 1/4 外内： ナデ：ナデ
内外 ll u e lO Y R 4 1 1 

• llue IOYR 8/3 81号ピット

109 紐文土岱 深鉢形士諾 底哭口径江径 1 1.6 底部片 外内 ： ナデ
：ナデ

外内： Hu e 2.5Y 6 / 3 
: Hue IOYR 6/ 3 10サ溝下円

屈曲するタイプ、 103・ 104は直口外反タイプである。 105は鉢形土器の屈曲部であろう。図41: 106 ・ 

107は御領式～古閑式段階の深鉢形土器の胴部、図41: 108 ・ 109は同時期の深鉢形土器の底部の破片

である。

以上のように縄文時代の後期後半の土器を中心とした土器が出土している。

(5) まとめ

本地点は本庄逍跡の中でも白川に近い北端部に位置する地点である。この地域は削平が著しいため

遺構は地表下50cmほどで現れる。隣接する医学部図書棟の発掘調査でも北側の遣構はかろうじて残

存する状況であった。しかし、本荘北地区では、既往の調究によって明らかにされているように、弥

生時代前期の環濠や古墳時代前期の溝（濠）群など、白川（北川）へ近づくにつれ検出される遺構の

時期が古くなり、他の時代も含めた退構自体の密度が浪くなる。今回は当該期の遣構は検出できな

かったが、台地上には古代の住居をはじめとする遣構群が、谷部には古代末と推定される水田や溝な

どが良好に残っていることを明らかにすることができた。

本地点で確認できる最古の時期は古墳時代であるが、 7世紀～9世紀にかけての追構群が目立って

検出された。洪水砂の時期は不明であるが、隣接する図害講義棟 (0101調査地点）では同じく谷への

落ち際で、砂でおおわれた畑址が検出されている。 0101調究地点の成果によると、おそらくこれらは

台地上まで連続していたものと思われる。この一帯は飽田郡への国街の移転に伴い、耕作地へと転化

したことが知られており、 9世紀代後半以降のものと推定される。今回発見された水田址は、 1枚が

3~4面の区画で、しかも畔越えの水調整という構造であり、古代末としては一見原始的にみえるが、

川へ落ちていく斜面をうまく利用して、最小限の労力で最大の水田面積を作り出すというきわめて合

理的なものである。残念ながら台地上も含め、その広がりや台地上での水田の構造が不明であるので

これが当時の水田を代表するものとは言えないが、可耕地を限りなく有効利用した優れた作田方式で

あったと評価できよう。

残念なのはこれらが旧建物によって一部破壊されていた点である。ただし、これらの被害を免れた

迫構はそのものも本選跡の性格や地域の歴史を語るうえで貨重であるし、その中にはそれらを雄弁に

物語る多抵の追物群が遺されている。今後も攪乱の激しい構内遺跡ではあるが、わずかに残された迫

構であっても、これらを丹念に紡いでいくことで迫跡全体の復元が可能と思われる。
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IV 本荘北地区の調査

4.東病棟新営工事に伴う発掘調査 (0814調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

調査区は建設予定地の北束隅にあたり、周辺地域の調査 (0104調査地点）において、弥生時代～古

墳時代の溝や住居址などが検出されている。この0104調査地点の125号溝は弥生前期の環濠と思われ

る溝であり、溝の方向が南北方向をとることから、今回の調査区内においてもその延長部が発見され

ることが予想された。

2008年8月18日に実施した立会調査の結果、予想どおり溝の延長部が幅l.0mほど発見された。この

ため、熊本市文化財課に連絡し、急速発掘調査に切り替え調査を行った。発掘調査は8月20日～22日

の3日間実施した。これより南側は、旧病棟の基礎のため2.5--3 mほど掘削されているとの情報で

あったが，溝の深さが1.5mほどあるため，残存している可能性があり，重機で攪乱層を除去して，

迪構の検出に努めた。その結果、幅l.0mほどではあったが、溝の基底部が20cmほど残存しているこ

とが判明した。溝の方向性がおおまかであるが、確認できたのはおおきな収穫であった。追物として

は弥生時代前期の土器片数点が出土した。発掘調査面積は212面である。

b.調査の経過

2008年8月20日 人力による作業開始。 2号溝を掘り進めながら、南方向への延長部を確認するた

めに、旧建築部の基礎掘り部分の下を確認し、深さ20--30cmほどが削平を免れ

て残存していることを確認。

2008年8月21日 共同溝建設部全体に溝が残存している可能性があるため、南側部分から掘削を始

めたが、地表下3mほどまで削平を受けており、遺構はなにも検出できなかった。

同日作業終了間際に一段削平が50cmほど浅い部分があり、この部分において溝

の続きを確認した。

2008年8月22日 溝底より弥生土器片を 1点回収した。写真撮影・実測を行い、調査を終了。

c.調査の組織

調査員：小畑弘己

事務担当：中川木綿子

発掘作業員：江藤恵子・田中香苗・溜渕俊子・早田咲百合•福島 実・森川征子・森川 護

整理作業員：江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古閑満代・首藤優子・末吉美紀・高松あゆみ•長谷

智子・増井弘子・山寄早苗

(2)調査区の基本層序

基本層序は周辺が矢板によって囲まれており、確認できなかった。

(3)検出遥構

共同溝建設のための旧調査 (0104調査地点）部と旧建物の基礎掘りとの間2.0m余りが調査対象と

予想された。埋土および撹乱層を除去したところ、北端の共同溝連接部において地表下lmほどで遺

構面が残存していることを確認。遺構として西端に近世～近代の溝（深さ30cm)ほどや古代と思わ
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4. 束刹棟新営1月．事に伴う発掘調査 (0814』りft地、点）

U仁●●m

/〉 4号ピット

1/ffl:黙褐色I:(lluc7. 5Yll3/2) 
la層：暗赤褐色I:(lluo5YR3/2) 
2a層：屈褐色I:Olue5YR:I/ I) 
2h/cl : 2n府に1~2cmの砂府プロック（オリープ褐色2.5Y4/3)
3層：暗赤褐色I:(lluu5YR:1/2) 
4/M：暗赤灰色 l:(lluelOR)
5a/M:暗赤褐色シルト質土Olur5YR3/2)
5b/M：暗赤褐色シルト1ft.± Oluc5YR3/2) 
6/ej :！，¥＼褐色砂質:I:(llur7. 5YR3/2) 
7/M:！．＼し褐色砂質：I:(llur5YR2/ 1) 
8柑：暗褐色砂/cl:f: (llur7. 5YR3/4) 

゜
2m 

゜
5m 

図42 0814調査地点遥構配慨図・ 2号溝土層断面図（1/100 • 1/50) 

れるピットなどを確認した。西側で弥生時代前期の環濠である 2号溝を検出、より南側へ延びること

を確認した。

＜溝＞

1号溝

調査区北側の西端で検出した、断面台形の近世～近代の溝で、幅l.0mほど確認している。ほとん

どが調究区外へ延びるため、全形は不明である。検出したもっとも深い部分で深さは30cmほどで、

溝底10cm部分に硬く土壌が固化した部分が認められ、この部分から砕片となった陶磁器類を回収し

た。年代的に19世紀後半以降のものと思われる。

2号溝

調査区北側の東端からほぽ南方向へ延びる、幅2.3m、深さ2.2mほどの溝である。わずかにカーヴ

を描きながら南方向へ延びる。長さは6.3mほどを確認できたが、その南側は旧建物の削平によって

まったく残存していない。覆士は大きく 8枚に分離できる。下部の3層（第6~8層）は掘削後まも

なく埋まった士壌と推定され、第5層は溝が機能していたころの溝底の堆梢物と思われる。土層の記

載は以下のとおりである。

第1層黒褐色土層 (Hue7.5YR3 I 2) 

第2a層黒褐色土層 (Hue5YR3/l) 

第2b陪 2a層中に匝径 1~2cmの砂岩プロック (Hue2.5Y4 I 3 :オリープ褐色）が入る

第3層 暗赤褐色土層 (Hue5 YR 31 2) 

第4層 暗赤灰色土層 (HuelOR3 I 2) 

第5a層 暗赤褐色シルト質土 (Hue5 YR 3 / 2) 

第5b層 直径5mm前後の砂岩（砂）プロックの層で分けられる
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IV 本荘北地区の調在
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図43 0814調査地点出土迫物実測図 (1/ 4) 

第6陪 黒褐色砂質土尼 (Hue7.5YR3 I 2) 

第7陪 黒褐色砂質土陪 (Hue5 YR 2 / 1) 

第8陀 暗褐色砂質土陪 (Hue5 YR 3 / 4)（下部l界の直径2cmの砂のプロックが混じる）

出土辿物は弥生前期の土器が少批出土した。

くピット＞

3・4・5号ピット

黒褐色土 (Hue5 YR 2 / 2)の裂土をもつ直径20cmあま り、深さ50cmほどの柱穴と思われる辿構

である。出土辿物は古代の土師器・ 須恵器の小片である。

(4) 出土追物

2号溝出土および関連逍物（図43)

2号溝から出土した土器と周辺の批乱から出土した弥生時代前期の土器および石器について述べる。

図43:1 ・ 2は甕形土器の口縁部および胴部の破片である。図3は同時期の甕形土器もしくは壺形

土器の底部である。図43:4は閤杯の口縁の破片である。図43:5 ~ 7は蜀形土器の口縁部と胴部の

破片である。図43:8は鉢形土器の口縁部片である。口唇部外而に刻目を施す。図43:9は安山岩の

偏平な河原礫を利用した叩き石である。側面頂部に叩いた痕跡が認められる。

表11 0814調査地点出土追物一覧表

図 番号 遺物 種類（器種） 法量 (cm) 残存量 特徴 色 謂 出土illl̀ 傭考

U径
内．ナテ’ 内 lluc IOYR 614 13 I 弥生上2；； 甍形土硲 底径 rI枝郎片
外：ナデ 外： lluc 7.5¥'R 6/6 

2 iji貴
器応

口it
内．ナデ 内 lluc IOYI< 7,1 

2 弥生上硲 売形上器 底径 口I~部・阻部片
外： •J• デ 外． lluc 10¥'R(j/3 

攪乱 l lh¥ I：面ススあり． IJ:tしあり
岱莉

口径
内 ：ナデ 内 lluc 5 YH 7 /6 3 弥生上器 売形上岱 底径 85 引郎 ・1,t部片
外 ：ナデ 外・ lluo IOYR 8、1 2り・i鼻

器高

n径
内．屯さ l'I lluc 7.5YR 7 16 •I 弥生上芯 窃杯 底径 口粒部 ・屈祁）ヤ 2り溝it下層拡張部

答窃
外．用さ 外 lluc 5 YR 616 

口径
内：ナテ． 11'さ l'l. Hue IOYR 6/6 

5 弥‘ti：器 屯形土器 底径 口t軒部／i-
外：ナデ用さ 外 Hue IOYR 6/,J 

2 :;•1/1/ 
器高

17径 内． •I••ア 内． lluc 2.5Y 5/ I 
6 弥生土器 屯形上芯 底径 胴郎片

外 ：li5さ 外． lluc 2.5¥'5/2 
2 り•清

'U●J9ャ••9 

口径
内.➔•デ 内・ llue 2.5Y 5/1 

7 弥生上器 壺形土器 底径 胴部）ヤ
外： If_!さ 外 'lluc 2.5Y 5/2 

2 :}•i尺
器窃
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4.東病棟新営工事に伴う発掘調ff.(0814調介地点）

遺物 種類（雑糧） 法置 (cm) 残存量 特徴 色四 出土遺構 四考

沈生・t．召 鉢形1•む 底紐”U石，，11高ささ99 ＆6左282 I 6 n縁郎 胴部片 外内'・：ナナデデ 外内 ： H u e IO Y R 8 1 2 
掲乱

: Hue IOYR 812 

9 I fi 岱 l敲 fi I I投乱 ほfil:184g, スス厚く付沿

(5) まとめ

今回の調査においては、弥生時代前期板付 I式平行期の環濠の続きを確認した。この環濠はその一

部（総延長10m未満）しか確認できていないが、北側15mほどでほぼ匝線的に現白川河岸に達するも

のと思われる。よって、この部分は近世の白川改修によって破壊されたものと推定される。また、南

側はやや西にカーヴしながら南へ延びており、その延長部は旧建物に破壊を受け、その軌跡は不明で

ある。しかし、より南側にあたる東病棟本体部の発掘調査 (0712調査地点）においてはその延長部は

確認していないため、おそらくより西側へ振れて弧状に延びていたものと思われる。

また、今回の調査では、旧建物によって破壊されていたと思われた部分においても深い溝などの一

部遣構が残存していることが判明した。今後は既存建物部分においても、これら遺構の残存の可能性

についても考慮しながら慎重に工事を進めなければならない。

94 



V 本荘中地区の調査





＞
 
木荘中地区の，Jil在

本荘団地中地区医学部B棟• E棟 •RI

掘調査 (0314調査地点）

・旧動物舎取壊工事に伴う発

(1)調査の目的と経過

a. 調査地と調査経緯

本調査地点は，2003年度に1:｝｝l始されたPFI事業による発生医学研究センター建設の整備事業の一

環として実施された基礎研究棟B棟と基礎研究棟E棟の解体工事・に伴う発掘調査である。隣接地で

実施した1998年｝斐の医学部エイズ学研究センター建設に伴う図柑館の解体工事の際は、基礎撤去後に

現場において埋蔵文化財の有無を確認したが、基礎撤去に伴い、すでに削平されていた。このため今

回は建物上物の撤去後、基礎部分において試掘を行い、埋蔵文化財の有無を確認することとした。12

月23日、 B棟解体時に試掘を尖施した。この部分は地下室となっていたが、基礎掘削部の間に!Fl地表

而が比較的良好に残存していることを確認することができた。このため基礎上部の撤去後に機械を入

れて確認したところ、 一部に辿梢が残存していることが判明したため、すぐに発掘調壺に切り替え、

調査を開始した。

E棟においても、 B棟での経験から、辿梢が残存する可能性が高いため、施工業者と協議の上、基

礎上部撤去後、3月51:lに試掘を実施した。この結果、 一部において辿構が検出できたため、発掘調

査に切り替えた。B棟部分を I区、E棟部分を11区と呼称し、辿梢番号は連続して付 した。なお、

区の調査面籾は700ml、11区の調資面耕は300m2である。
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本荘団地中地区医学部 B棟• E 棟 •RI ・ 1B動物舎取壊工事に伴う発掘調査 (0314調究地点）

9801 

一 ｝

000, 雙中 竪ロ

ト o 苔

口置霞
0314II区

s 

いIII _m  

図45 0314調査地点遥構配囮図 (1/500) 
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b.調査の経過

2004年1月23日 I区調査開始。重機による機乱土除去。

2004年1月24日 I区逮構検出。掘り下げ。

2004年1月27日 I区全景写真撮影。遺構実測。調査終了。

2004年3月5日 1I区試掘後、調査開始。

2004年3月6日 II区迪構検出。 5号溝など遺構掘り下げ。

2004年3月9日 1I区全景写真撮影。遺構実測。調査終了。

c.調査の絹織

調査員：小畑弘己

事務担当：坂元紀乃

V 本荘中地区の調査

発掘作業員：河野義勝・白石美智子・溜渕俊子・林田恵子・早田咲百合・番山明子・松井昭子•森

川征子・森川 護

整理作業員：江口 路・鬼塚美枝・小山正子・古閑満代・首藤優子・末吉美紀・溜渕俊子・早田咲

百合・林田恵子・増井弘子・山寄早苗

(2)調査区の基本層序

I 区• Il区ともいずれの調査区も地表下2mほど削平されていたが、黄褐色の地山（遺構面）と称

する土壌は残存していた。しかし、 10cmほど掘り下げるとシルト質が強くなり、灰黄褐色～淡緑灰

色のシルト・砂層へと移行する。このため堆積層の上部がかなり削平されていることが判明した。

もっとも深い溝 (5号溝）は、硬いシルト層を貰いており、その底は灰褐色粗砂層まで達していた。

(3)検出遺構

＜溝＞

5号溝

II区中央部を東西に走る幅2.0m、深さ0.6mの溝である。断面形は台形状を呈する。 16世紀後半の

明染付碗や陶器擢鉢の破片が古代の土器片などとともに出土した。その方向と位置関係から9511調査

地点の北西隅で検出された10号溝に繋がるものと思われる。溝の形状および出土遣物の種類・時期も

一致している。

6号溝

II区中央部を東北東から西南西方向に走る幅0.5m、深さ0.07mの小溝である．遺物は土師器・須恵

器の小片があるのみであるが、その位置関係から、 9511調査地点の55溝に連続することがわかる。断

面形は浅いレンズ状を呈している。 8世紀後半代の住居址に切られていることから、時期はそれより

遡る可能性がある。

7号溝

II区北側を北東から南西方向に走る断面形逆台形の幅l.Om、深さ0.15mの溝である。土師器小片が

出土した。その位置関係から9511調査地点の19号溝に連続するものと思われる。 9511地区での切り合

い関係から、 6号溝より新しいものと思われる。

1号溝

I区中央部西よりの部分で検出した幅0.4m、深さ0.05mの断面形が浅いレンズ状をなす溝である。
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本荘団地中地区l戻学部 B棟 • E棟 • R I ・|「I動物舎収壊上事に伴う発l¥1}，説］1t(03 14 ,•J\]布地点）

喜、口が
玉こ.I . 2 "’/ 誓〗りくこ7 4 

℃> 

゜
10cm 

図46 0314調査地点出土迅物実測図 (1/ 4) 

表12 0314調査地点出土追物一院表

図 番号 n 物 楢刃！（器楢） 法量 (cm) 残存 JII 特徴 色 1111 出土遺償 偉 考

U径
内ナテ 内 flue,•;~, 色

46 I 磁笞 碗 /ift全 57 I“郎のみ I'2 クト ナデ 外． llue,'i!'I色
111,:5サ1青下＼り 共1J(売(、flj

器窃
nif. 内．・/・デ 1'・1: lluc IOYR 5/3 

2 掏器 .,, 底径 朋部片
外ナデ 外 'lluc 7:,Y :,/3 

n l4 5 り·i青 1•屈 外1i1i柏柚，タタ 4•あり
岱翡

「liを 内 '1•7.， 内 Hue 2.5Y 612 
3 囚路 ば鉢 底径 唄部片 外． •I••ア 外 Huc 25¥＇6 3 

II 区 5 り•i貴ド母
器高

1とさ 56 
・1 行器 リ＇帥'{1

“ 
3、I 削岱 ll区5:;i員卜M "tiil20~ 

/91さ II

方向は南北方向に走る。9801地点の状況からみて同地、1!．,：の30号～32号溝と一辿の性格をもつものと思

われるが、北側に延長した部分にあたる9801点の調査区内にはその延長部と思われる部分は検出され

ていない。時期の詳細は不明であるが、毅土の状況から古代のものと思われる。

このほか、 I区において2個、 II区において3個のピッ トを検出 した。II区において検出した3個

のピット (M8~M9)は一辿の構造物である可能性もある。追物は 1点も検出できていないが、毅

土は黒褐色であり、その色具合から本地点でも古い辿構の部類に屈 しており、古代以前の追梢と思わ

れる。

(4) 出土造物

5号溝出土逍物（図46:1 ~ 4) 
図46:1は明代の染付碗である。見込みに草花文を描く 。図46:2は陶器壺の肩部の破片である。

図46:3は陶製揺鉢の胴部片である。図46:4は縄文時代の黒曜石製のスクレイパーである。溝の時

期はおそらく 16世紀後半～末と考えられる。

(5) まとめ

今回の調究によ って、医学部敷地内の東南側部分に辿構が広がることと、さらには既存建物部分で

あっても、地表下2m前後であれば、辿構が削平を一部免れて残存していることが明らかになった点

は重要である。これは、今後建物新設のみならず、既存建物の解体に際して、基礎を撤去する際にも

辿蔵文化財の有無を確認する必要があることを実証したもので、 今後の学内整備の計圃の際に留意す

べき点である。
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VI 本荘南地区の調査





VI 本荘南地区の調査

こばと保育園新営機械設備工事（変更2)に伴う発掘調査 (0830調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

工事は建物周辺を機械設備のため配管を行うものである。また、その一部は南側で市道部分の掘削

を伴っている。熊本市文化財課により試掘調査によって発掘調査の指導が降りた物件である。建物南

側部分の掘削規模は幅2.0m、長さ14.0mであり、この部分において11月19日より発掘調査を開始した。

その他の建物周囲の部分は幅0.7mほどであり、重機によって包含層の検出に努めたが、攪乱が多く、

遺構・追物ともに確認していない。また、市道部分は地表下l.Omで黒褐色土、地表下1.15mで黄褐色

土を確認したが、明確な追構・遣物は検出していない。

市文化財課による試掘の結果、水田基盤土とマンガン沈殿層、その上部に遺物包含層を確認とのこ

とであったが、発掘調査部分においては、地表下1.6mほどまで掘り下げたが、攪乱が多く、また、

東側半分は大きな溝らしき遣構が存在し、包含層および溝部分からは、磨耗した土師器・須恵器など

が数片出土したに過ぎない。市文化財課に連絡し、これ以上の掘削はないため、土層を確認・記録し

て調査を終了した。調査面積は20m2である。
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VI 本荘南地区の謀11f.

b. 調査の経過

2008年11月19日 調究淵始。樅舌L罰を掘った後、辿物包含It.91を下げる。

2008年11月20n 調査区東側において溝らしき辿構を確認。

2008iド11月21日 調査終了。

c.調査の組織

調査貝 ：小畑弘己

事務担当 ：中川木綿子

発掘作業貝 ： 滞ひとみ ・ 増田理子 ・ 増 「[|山芙 • 森永聡子

整理作業貝 ：江II 路 ・鬼塚美枝 ・小山正子 ・古採l満代 ・酋藤條子 ・末吉美紀 ・利松あゆみ ・長谷

智子 ・増井弘子 ・山脊早荀

(2)調査区の基本屈序（図48)

表土 ・埋土の下は、 1 a I曽：II音赤灰色土 (HuelOYR3 / l)、1 b /\'•1 : II肖赤褐色土 (Hue5YR3/2)、

2陪 ：黒褐色土 (I-Iue7.5YR3 I 2)、 3I科：患褐色土 (Hue5 YR3/ 1)、 4阿：暗褐色＇粘質土

(Hue7.5YR 3 / 3)、5陪 ’黒色土 (Hue5 YRl.7/ l)である。

(3)検出逍構

調壺区の大部分が樅乱されており 、辿構の検出が困難であった。 しかし、調査区東側の2/3が

lb陪から切 り込まれた大きな溝．（t議）であることが判明した。この中からは1席耗した辿物が数点で

るのみで、おそらく近現代の辿構と思われたため、地表から1.7mほど下げた時点で調究を終了して

いる。

(4)出土遺物

図49:1は瓦質の揺鉢のI_1縁部片である。断而三角形であり、中世のものと思われる。図119:2は

白磁の合子の節の破片である。近1II：以降のものと思われる。3は須恵器の坪盗の破片である。古代の

ものと思われる。

/『 c"
9
 

•• 
．．
 

2
 

:1 —.̀,’ 3 

゜
10cm 

図49 0830調査地点出土追物実測図 (1/ 4) 

表13 0830調査地点出土逍物一屁表

図 番号 遺物 撞類（器種） 法量（an) 残 存 量 特徴 色謂 出土ill携 偉考

（東¢t系） lllf. I1、1.191転ナデ 内 ：llur i.5Y 6/2 ,1!) I /·CJ1➔:席 底it II柑部）ヤ 潟1i:l~ll!lltl ＆含附 外1/1ill秘部ふちのみに柚あり
捕鉢

邪，：？；
外 i"I令ぶ）・ア 外 ：11110 7、5Y6/ 1 

I I I t 
内 '1•9‘ 内 llm• 25Y 8 I 

2 「I 磁 合 i・ 1,l:it I I ti t5片
外ナデ 外： llue 2.SY 8 I 渭Jt1.l・東償包含刷

I It柑郎袖9ヽ ゲ
t,"[ 
I lit 

内 ・囮転・rテ 1/..J:Jlur 7.5YR6l6 
3 須恵器 必． 底径 胆郁1'，・

外 I叫転・ナプ 外 ：llue 7.5YRG/,J 
囮1t1gjllj俯俎含ht

り''"'9',"、' 
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こばと保育OOl新営機械設備工事（変更2)に伴う発掘調査 (0830調査地点）

(5)まとめ

医学部保健学科の所在する本地区は旧水田地区であり、それを裏付けるように、地下を掘ると近現

代の水田土壊がでてくる。ただし、敷地南側の一部には古代遣物を含む包含階が残っており、その広

がりが不明であった。今回、敷地の北東部にあたる部分を調査したことになるが、ここからも古代辿

物は出土するものの、摩耗しており、原位置を保っているものではないことが明らかになった。
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写真図版





図版 1 0854調査地点

写真1 I a区全景（西より）

写真3 1号竪穴住居址掘り方土層（南より）

写真2 I b区全景 （南より）

写真4 II区全景 （西より）

＂ノ

写真5 15号竪穴住居址完掘状況（西より）
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図版2 0854調査地点

写真6 20号土堀検出状況（南西より） 写真7 20号土堀検出状況（南東より）

写真8 20号土堀土府断面（南西より） 写冥9 20号土堀土府断面（南より）

写真10 20号土堀（北西より）
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図版3 0854調査地点出土遇物 1
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図版4 0854調査地点出土遺物2

25 26 

27 28 29 30 

31 32 33 34 

35 36 37 38 

39 40 

106 



図版5 0935調査地点

写真11 道路横断部分掘削風蛋（北より） 写真12
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写真13 人孔No.1掘削風景 （北より） 写真14 人孔No.1北壁土層拡大（南より）
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写真15 人孔No.1完掘状況（北より）
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図版6 0935調査地点・同出土遺物
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写真16 冠雪の武夫原 (2009.1.13)（南より）
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写真18 人孔No.3掘削後状況（西より）

写真20 人孔No.4掘削後状況（西より）

写真17 体育館前工区掘削風景（北より）

写真19 学生会館西側道路掘削状況（北より）
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写真21 人孔No.5掘削後状況（南より）
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図版7 0302調査地点 I区
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写真24 6号溝完掘状況 1 （東より）

写真26 迎物出土状況 （北より）

こ 壁rよ<-二直
写真28 土器出土状況 （北より）

写真25 6号溝完掘状況2

写真27

（西より）

追物集中区 （南より）

写真29 石器出土状況 （東より）
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図版8 0302調査地点II区

写真30 完掘状況1
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写真32

写真34

調査区西壁土層（東より）

包含層完掘状況（迂物出土状況）（南より）

f̀‘ ＇ 
＇ 

（北より）

ヽ

写真31

写真33

写真35

完掘状況2 （南より）

亡了

調査風景（南より）

土器出土状況1 （南より）

写真36 土器出土状況2 （南西より） 写真37 土器出土状況3 （南西より）
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図版9 0302調査地点出土遺物1
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図版10 0302調査地点出土遺物2
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図版11 0302調査地点出土遇物3

37 38 38 39 

40 41 41 42 

43 44 44 45 

1-= 
｀ i 

凪 46 47 47 48 

48 49 49 50 

51 52 53 54 

54 

疇
56 56 

113 



図版12 0302調査地点出土造物4
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図版13 0302調査地点出土遺物5
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図版14 0302調査地点出土遺物6
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図版15 0932調査地点・同出土遺物
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写真38 Il ・ ill区完掘後状況（南より）

写真40 1号溝 1 （西より）

］ 
写真39 II区逍物出土状況（東より）

写真41 1号溝2 （東より）

← 

写真42 赤レンガ基礎（南西より）
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図版16 0938調査地点

写真43

写真45
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Iトレンチ調査風景（東より）

Iトレンチ1号溝（西より）
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写真44 IIトレンチ全景（東より）
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図版17 0938調査地点
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写真50 Iトレンチ西側逍物集中区（西より） 写真51 逍物集中区追物出土状況（西より）
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写真52 縄文土器出土状況（西より） 写真53 Iトレンチ西側逍物集中区土層（南より）

写真54 Iトレンチ掘り上げ後土層（東より） 写真55 逍物出土状況（東より）
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図版18 0938調査地点出土逍物
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図版19 0426調査地点
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図版20 0426調査地点出土遺物
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図版21 0622調査地点・同出土遺物
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調査区掘削開始状況（東より）

写真63 1号竪穴住居址迎物出土状況（南より）

写真64 2号溝泣物出土状況（北より）
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写真62 調査区掘削後状況（西より）
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写真65 2号溝掘り上げ状況（南より）
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図版22 0707調査地点

写真66 I区全景（北より） 写真67 I区全景（南より）

写真68 1号竪穴住居址 （南より） 写真69 2号竪穴住居址逍物出土状況（東より）

写真70 2号竪穴住居址北隈逍物出土状況（北西より） 写真71 2号竪穴住居址北西隈甑（南より）

写真72 2号竪穴住居址掘り上げ状況（南東より） 写頁73 2号竪穴住居址鼈甑（南より）
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図版23 0707調査地点
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写真74 2号竪穴住居址西側（焼土）鼈（東より） 写真75 2号竪穴住居址床面出土須恵器蓋（南より）

写真76 3号竪穴住居址逍物出土状況（東より） 写真77 5号土坑逍物出土状況 （南より）

写真78 6号竪穴住居址逍物出土状況（西より） 写真79 6号竪穴住居址追物出土状況（南より）
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図版24 0707調査地点
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図版25 0707調査地点出土遥物 1
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図版26 0707調査地点出土遺物2
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図版27 0707調査地点出土遺物3
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図版28 0707調査地点出土遺物4

79 80 81 82 

83 84 85 86 

87 88 89 90 

91 92 93 94 

95 96 97 98 

99 100 101 102 

103 104 105 106 

130 



図版29 0707調査地点出土遺物5
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図版30 0814調査地点

写真87 調査区掘削風景（北より）
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図版31 0814調査地点・同出土遺物

写真95 調査区南部調査風蛋2 （北より）

写真96 調査区南部2号溝検出状況（東より）
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写真97 2号溝と延長方向（北より）
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図版32 0314調査地点・同出土遺物
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写真102 II区7号溝完掘状況（西より）
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写真99 JI区調査風景 （南より）
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写真101 II区5号溝土層断面（南東より）
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図版33 0830調査地点・同出土遺物
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写真104 建物南側調査区調査風最 （東より） 写真105 建物南側調査区全暴（東より）
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写真106 建物南側調査区東側全最（南より）

写真108 建物東側調査区掘削風景 （南より）
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写真107

写真109

建物南側調査区西側全最（南より）
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所ふ収り遺が跡名な ふ所り在が地な コード
北緯 東経 調査期間 調究面積 調査原因

市町村 遺跡番号

20030806 
黒くろか髪み2町ら遺跡 熊本県 32° 130° -

熊本 •iii 43201 278 48' 43. 220000330100912 1 421.7面
学校敷地内の開発事

(0302地点）
黒 嬰 34" 43" 

業に伴う
-
2()()31010 
20040123 

I本』人じ庄ょう遺跡 熊本県 3な 130° 
--

熊本市 43201 285 4T 42. 200420040030127 5 1.000rrl 
学校敷地内の開発事

(0314地点） 業に伴う
本 荘 25” 51" .—-•-

20040309 
I本J人じ庄ょう遣跡 熊本県 32" 130° 22000050502208 04 学校敷地内の開発事
(0426地点）

熊本 ili 43201 285 47• 42. 
―― 

84rrl 
業に伴う

本 荘 46" 46" 20050209 

1本1人じ庄ょう遺跡 熊本県 3な 130° 
2006200620062006200611011lll002 027 030 16 3 

学校敷地内の開発事
熊本 Ili 43201 285 4T 42' 50.68面(0622地点）
本 荘 41" 39" 

業に伴う

I本I人じ庄ょう遺跡 熊本県 32° 130° 20070730 
学校敷地内の開発事

(0707地点） 熊本本荘市 43201 285 4T 42. -- l.590trl 
業に伴う50・ 42” 20070903 

ほ本んじ庄ょう迫跡 熊本県 32° 130° 20080820 
学校敷地内の開発事

(0814地点） 熊本本荘l|i 43201 285 47' 42' ―― 212rrf 
業に伴う

47" 38" 20080822 

ほ本んじ庄ょう遣跡 熊本県 32° 130° 220000881111118 9 
学校敷地内の開発事

(0830地点） 熊本市 43201 285 47' 42. - 20nt 
業に伴う

本 荘 37” 56" 220000881111225 1 

馬くろか髪み皇町ち遺跡 熊本県 32° 130° 20090226 
学校敷地内の開発事

(0854地点） 熊本 "iti 43201 278 48' 43' - 106面
業に伴う

黒 嬰 58" 45" 20090312 

黒くろか髪み2町ら遺跡 熊本県 32" 
20092009 1110 130° 1130 学校敷地内の開発事

(0932地点）
熊本市 43201 278 48' 43' ―― 23l.68rrl 

業に伴う
黒 嬰 50" 42― 20091203 20091214 

黒くろか髪み町稟ら遺跡 熊本県 32° 130° 
2020202020111110000000000202 I11111f17 28 9 2 学校敷地内の開発事

(0935地点）
熊本市 43201 278 48' 43' 423.21面

業に伴う
黙 髪 57― 34" 

黒くろか髪み町2ち遺跡 熊本県 32" 130° 20100114 
熊本市 43201 278 48' 43' 20100217 10m 

学校敷地内の開発事
(0938地点） ―ー 業に伴う

黙 嬰 48" 51" 20100219 
所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

(黒03髪02町地遺点跡） 散布地 縄文・古代 溝遺物・包土含坑層・ピッ ト・ 縄鉄文鏃土器・縄文石器・古代土器・ 縄物包文含時層代を早確期認～晩期の追

(0本31庄4地遺点跡） 集落址 巾世・古代 溝・ピット 土師器・掏磁器 古代～中世の溝検出

(0本42庄6地遣点跡） 集落址 近 •lit 溝 土師器・須恵器・馬fr•銅銭 近世の溝と馬下顎骨検出

(06本2庄2地遺点跡） 集落址 古代 竪穴住居址・溝 土師器・須患器 古見代溝から獣脚円面硯発

(0本70庄7地遺点跡） 集落址 縄文・古代 構竪穴・住ヒ居ッ址ト ・水田遺 縄土文師器時代・石須器恵器・縄・古文土代鉄器器 小河文川規後晩へ模期の区土斜画器水面多で田数古検出代出土末・縄の

(0本81庄4地遺点跡） 集落址 弥生・近世 弥生時代溝・近世溝 弥生土器・石器・近世陶磁器 弥生時代前期環濠検出

(0本830庄地遺点跡） 集落址 近代 溝 古代土師器・須恵器・石器

(黒0854髪町地遺点跡） 集落址 古代 道ピ状ッ遺ト構・竪・穴土住壊居窮址・ 土師器・須恵器・石製紡錘車 城木墓炭を敷いた古代末の土

(黒09髪32町地遺点跡） 集落址 古代 溝 古代土師器・須恵器 長±沙窯黄釉閑器水注片出

(黒09髪35町地遺点跡） 集落址 古代・近代 ピット 土師器・須忠器・磁器

(黒09髭38町地遺点跡） 散布地 縄文 溝・包含層 縄文土器・弥生土器 縄層文を確後認期前半の遺物包含
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